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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ　――この暗闇










　──好きな子がいるんだ。


「へぇ」


　──ずっとその子が好きだったんだよ。


「そう。なら告白すりゃいいじゃん」


　──そーなんだけどさ。


「告白しなかったわけ？」


　──うん。


「なんで？」


　──なんでかなぁ。こんなにも早く、なにもかもが終わっちゃうなんて知らなかったからかな。


「あはは、またそれかぁ。君はいっつもそれだよね～」


　──そうかな？


「そうだよ～」


　──そうか。


「そうさ。君はいっつも……いや、君ら人間はいっつも、大切なものに限って見えないんだ。まるで自分から目め隠かくししてるみたい。自分から明かりをすべて消しちゃってるみたい。おまけに君らは、自分がなにやってるかすら、知らない……ま、だからこそ君もここにいるんだろ？　相棒」


　──ここ？


「うん。この暗くら闇やみにさ」


　──確かにここは、暗いね。すごく暗い。


「怖こわいかい？」


　──ううん。


「だろうね。ここじゃ君は、誰だれにも傷つけられないから。ところでさ」


　──うん。


「君の好きな子って、誰だっけ？」


　──好きな子？


「好きな子がいるんだろう？」


　──ああ、そうだった。


「それ、誰だっけ？」


　──……


「どの娘このことだっけ？」


　──なんでだろ。思いだせないや。


「思いだせないの？」


　──うん。


「じゃあ、あまり好きじゃなかったんじゃない？」


　──そうなのかな？


「さぁ？」


　──そうなのかな？


「僕が知るかよ」


　──そうなのかな？


「ま、忘れた女の話なんてどうでもいいか。それよりそろそろ暴れようよ」


　──そうなのかな？


「ずっと気分が悪いんだろう？」


　──そうなのかな？


「そりゃ暴れてないからだよ。だからやろうぜ。ぜーんぶ壊こわそ。そうすりゃきっと、君の悩なやみも全部壊れるよ」


　──そうなのかな。


「そうそう！　さあいこう！　君を作った人間に、世界に、すべてに復ふく讐しゆうしにいこう！　その、ぜーんぶが預よ言げん通りだけど、決められたレールを歩くのは楽だぜ～」


　──そうなのかな。


「だからそうだって～。さあいこ。全部壊して、全部やめようぜ」





　そう──暗闇の中で、黒い兎うさぎが言ってくる。


　でも僕はその言葉を聞きながら、ぼんやりと別のことを考えている。


　ぐちゃぐちゃに混こん濁だくする意識の中で、うっすらと別のことを考えている。





　兎が言う。


　僕に命じる。


「さあ壊せ。全部壊せ、クロガネタイト」


　そんな声を聞きながら、でも僕は。





　僕は小さく、か細い声で呟つぶやく。





　──いったい、僕が好きだったあの子は、誰だったんだろう？








　暗闇の中で、そんなふうに僕は──


















　　　第一章　夏休みの生徒会室










　人と関かかわるのが嫌きらいだった。


　馬ば鹿かに関わるのは、もっと嫌いだ。


　だから子供のころはずっと、夏休みを待ちこがれていた。


　夏休みは休みの日数が長く、それだけ馬鹿な教師や、同級生に会わなくてすむから。


　だから、夏休みを返上してまで学校にくる奴やつらの精神構造がどうなっているのか、彼には理解できなかった。


　部活だ生徒会の仕事だとくだらない理由をつけては、休みの日にまで馬鹿どもで群むれることに、いったいどんな意味があるのだろう？


「もしくは……馬鹿だから群れるのか？」


　彼はずっと、そんなふうに思っていた。


　もっと言えばそういった奴らを見み下くだしていた。


　なのに彼はいま、


「…………」


　紅くれない月げつ光こうは、いま、絶賛夏休み真まっ盛さかりの学校にいた。


　夏休みの学校の校舎は、まるでそこだけ時間が止まってしまっているんじゃないかと錯さつ覚かくしてしまいそうになるほど、静かだった。


　遠くでうるさい蟬せみの音ねや、部活中の生徒の声は聞こえているが、校舎の中にはほとんど生徒の姿がない。


　廊ろう下かの明かりも消えていて、教室の窓から入ってくる陽ひ射ざしだけが学校全体に光と、陰かげを生みだしている。


　月光はその廊下を歩きながら、


「……暑いな」


　と、うめくように呟つぶやく。


　漆しつ黒こくの髪かみに、冷たい瞳ひとみ。


　空調が止まって気温ばかりが上がるこの宮みや阪さか高校の中でも、彼はきっちりと詰つめ襟えりの制服を首まで締しめ、腕うでには生徒会委員であることを示す腕わん章しようをつけている。


　腰こしのベルトにはフェンシングの剣けんのようなものをぶら下げており、彼が歩くたびにゆらゆらと揺ゆれる。


　するとそこで、


「わわわ、こんな遅ち刻こくしたら先せん輩ぱいに怒おこられちゃうよ～」


　なんていう声とともに、ロゴが入ったＴシャツにジャージ姿の茶ちや髪ぱつの女が教室から飛びだしてきて、月光にぶつかりそうになる。


　当然彼はあっさりよけるが、それに女が、


「あ、あ、ごめんなさ……って、うわ、うわ、月光会長じゃないですか！　やば、私すっぴん……じゃなくて、ええと、夏休みも生徒会の仕事ですか？」


　などと、なぜかうっとりした顔で言ってくる。


　彼はそれを無視して廊下を進もうとするが、


「あの、私もハンド部の強化練習なんですよ～。予算がなくて、合宿じゃなくて学校で練習っていうね、もう最悪～って」


　なんてことを言いながら、彼女はどういうつもりか後ろをついてくる。


「ほんと、休みも学校なんても～最悪だよね～ってみんなでずっと話してたんですけど……あの、会長が学校にいるなら……」


「…………」


「なんかちょっとその、楽しいなぁ、なんて……えへへ……あ、あ、私あの、三み杉すぎ恵え美みっていうんですけど」


　などと女がうるさく喋しやべり続ける。


　それに月光は、苛いらつき始める。


　そうじゃなくても彼は、馬鹿が嫌いなのだ。馬鹿が集まる学校も嫌い。


　その典型に絡からまれてしまい、彼はうんざりした顔で振ふり返ると、


「うるさい。ついてくるな」


　と、言おうとする。


　だが、言葉を発する前に彼は、言葉を止める。


　そして図ずう々ずうしく後ろをついてきている女を見る。


　すると女の、妙みように嬉うれしそうなまゆ毛のないすっぴん顔と、彼女が着ている、胸のところがうっすら膨ふくらんだロゴＴが目に入る。


　そしてそのＴシャツには、色とりどりの派は手でなロゴ文字でこんなことが書かれていて。


『アイ・アム・ア・フール私は愚か者です！』


　それを月光は見て。


　その、あまりに潔いさぎよく自分は愚おろか者と宣言しているロゴを見て、彼はもう、言葉を失ってしまった。


「……そうか。それをわかってて俺に絡んでるのなら、いっそ清すが々すがしいな」


「え、え、清々しいって、なにがですか？」


「…………」


「私、もしかして褒ほめられました？」


「…………」


「きゃー、会長に褒められちゃった～。みんなに自じ慢まんしよーっと」


「…………」


「あ、じゃあ会長、私時間ないんでいきますね。明日あしたも学校にいますか？」


　その問いに、月光は顔をしかめる。


　明日も彼は、学校にいるからだ。


　せっかくの夏休みに、毎日学校にくる愚か者。


　その中に自分が入っていることに──


「うんざりするな」


　小さくそう呟くと、また彼女は、


「へ？　なんですか？」


　と聞いてくる。


　それを無視していると、彼女は自分の中で勝手にいろいろ結論を出したのか、


「あは、明日も会えるといいですね！　じゃあ私いきます！」


　と、駆かけ出す。


　なにがそんなに嬉しいのか、その足どりまで軽い。


　その後ろ姿を月光はげんなりと見つめ、それから、


「……クソ暑いな」


　と、呟いた。


　するとそれに背はい後ごから、


「えーへーへー、見ちゃった～」


　などという、またも女の声がする。


　しかしさっきの女よりもさらに軽けい薄はくそうな、声。


　そしてその声を、月光は知っていた。


　この、宮阪高校生徒会の書記として、最近無理矢理加入してきた、碧あお水み泉いずみの声だ。


　だから彼は振り返らない。


　が、振り返らないでいても、泉の言葉は続く。


「いやー、月光ちゃんは相変わらずモテモテだね～。夏休みに学校で出会った二人[image: ]　このクソ暑苦しい中、しかしさらに二人の恋こいの炎ほのおは燃え盛さか……」


「やかましい」


　と、月光は振り返る。


　すると泉が舌をぺろっとだして笑う。


「なーによ。夏といえば恋だよ、紅君。女の子のガードも緩ゆるくなってるからチャンスですぞ～って、男の子が読んでる週刊誌に書いてあったよ？」


　などと、金きん髪ぱつのショートカットに、宮阪高校のセーラー服を着た少女が言う。口には棒ぼう付きのアメ玉。手にはうちわという姿。そのうちわでセーラー服の腹の部分を持ちあげ、みっともなくヘソ丸だしで中をふわふわ煽あおいでいて。


　その、彼女のだらしない姿を見つめる。


　すると彼女はうちわで煽いでいたお腹なかをわざとらしく手で押さえ、


「そんなに見つめちゃ……」


「黙だまれ」


「いやーん[image: ]」


「…………」


「あはは～ん、いやーしかし、暑いねこれ。会長様の力でクーラー起動できないの？」


　それに月光は答える。


「そんなに暑いなら生徒会室に戻もどればいいだろうが。あの部屋の空調はついてる」


「そうなんだけどさ～」


　と、言ってから、彼女は月光のほうを見つめる。


　正確に言うと、彼の、後ろにある教室のほうを見つめる。


　ちなみにいま、泉がいるのは、彼女が所属している一年五組の教室だった。所属しているといっても彼女は学力が高い、比ひ較かく的てき優等生ばかりが集められている五組の中では浮ういているようで、友達はいないようなのだが、しかしそれは月光も同じなのでどうでもいい。


　とにかく彼女はいま、五組から二つ隣となりの教室──一年三組のほうを、見つめている。


　鉄くろがね大たい兎とや、サイトヒメア、時雨しぐれ遥はるかが所属している教室のほうだ。


　その、三組を見つめ、泉が言った。


「……まあ、そうだね。じゃ、紅君がきたからあとのことは任まかせて、私は生徒会室に戻ろうかな～」


　それに月光は答える。


「そうしろ」


「でも、紅君、ヒメちゃんにちゃんと優やさしくしてあげてよ。彼女、鉄君がいなくなって……思ってたよりずっと傷ついてるみたいだから」


　なんてことを言ってくるので、月光は泉に言った。


「はっ。あの軟なん弱じやくな馬ば鹿か魔ま女じよが傷ついてないところなど見たことがないが？」


「そーだけどさ」


「他ほかになにか言うことはあるか？」


「んーん。んじゃ、生徒会室で待っております会長閣かつ下か」


「正座で待ってろ」


「え～、会長ってばそういうプレイが好み……」


「いいから早くいけ」


「ほいほいはーい」


　と、やはりうちわでペラペラ顔を煽ぎながら、彼女は去っていく。


　それを彼はしばらく見つめ、そして再び三組へと目を向ける。一時間前に泉に、サイトヒメアを呼んでこいと言ったのだが戻ってこず、おまけに携けい帯たいで、


『私じゃ無理～』


　などという無能発言が返ってきたので仕方なく彼が出むいてきたのだが。


　月光は歩を進め、三組の教室の前にくる。扉とびらは開いていて、中の様子が見える。カーテンが閉まっていて、教室は暗い。


　当然暗い教室の中には、他の生徒たちの姿はなく、そこにいるのは一いつ匹ぴきの魔女だけだった。


　サイトヒメア。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる、世界中の組織から狙ねらわれている化物。


　だが、その姿は人の形をしている。


　薄桃ラベンダー色をした輝かがやく髪かみに、透すき通りそうなほどに、白い肌はだ。


　この、宮阪高校のセーラー服を着てはいるが、人間とはあきらかに乖かい離りした、異常なほどの美しい姿をしている。


　そしてその彼女がいま、教室の一番後ろの席に座すわり、机の上に頰ほおをあてている。


　その机は確か鉄の机で、まるでその机を抱だきしめるかのように愛いとおしげに彼女は腕うでを回している。
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　それから、月光がきたことに気づいて、彼女は目を開く。


　暗くら闇やみの中に、真しん紅くの瞳ひとみが光る。


　鉄がそばにいたときには一度も見せなかった、暗い絶望を宿した妖よう艶えんな瞳。


　その瞳でこちらを見る。


「…………」


　しかし、なにも言わない。


　彼女はなにも言わない。


　その彼女の瞳を見つめ、月光は言った。


「ずっとそうしているつもりか？」


「…………」


「その机は、鉄じゃない」


　すると魔女はそれに、口を開く。


「……でも、大兎の匂においがする」


「はっ。気味が悪いな」


「……そう？　でもあなたの知ったことじゃない」


「吐ぬかすな。おまえは俺の奴ど隷れいだ」


「…………」


「おまえは俺の命令を聞いていればいい」


「…………」


　しかしもう、彼女は答えない。


　それに月光は顔をしかめ、教室の中へと入ろうとする。


　するとサイトヒメアが言う。


「……入るな。殺すぞ」


　しかし月光は気にせず、教室へと足を踏ふみ入れる。


　だが、サイトヒメアはなにもしなかった。ただ、机にしがみついたまま、彼女は動かない。


　あの、《軍》が用意した強化合宿から帰ってきてから二日、彼女はずっとここにいたようだった。


　理由は簡単だ。


《軍》の実験によって鉄大兎が改造され、そしてその改造が失敗してしまったことによって暴走し、どこかへ消えてしまったから。


《軍》から派は遣けんされてきた生徒会の顧こ問もん、黒くろ守すの奴やつはこう言った。





　──もう彼は、人じゃないよ？





　そしてそれは、本当のようだった。


　鉄の馬鹿は、《軍》の指名手配の網あみをくぐり抜ぬけて逃とう亡ぼうを続けている。


　さらにサイトヒメアが失しつ踪そうした鉄を追うためのありとあらゆる魔ま法ほうを使ったが、しかしそのことごとくを弾はじき返してきたのだという。


　そんなことは、いままでの鉄には、できないことだった。


　だが、いまの鉄は違ちがう。


《軍》が実験して、壊こわして、強大な化け物に変へん貌ぼうさせてしまった鉄は、違う。


　いまでは鉄が、どの世界の、どの次元にいるのか、それすらわからなかった。


　そしてサイトヒメアも、自分の力だけでは鉄を追えないと、気づいたようだった。


《軍》の協力がいるのだ。


　彼女が最も嫌きらっているはずの、ニンゲンの協力がいるのだ。


　それに月光は、言う。鉄の机を抱きしめて、動かないサイトヒメアに向かって、


「俺は他人を慰なぐさめたりするのには興きよう味みが……」


「なら黙ってなさいよ」


　そう、サイトヒメアが言った。


　それに月光は顔をしかめる。


「……いつまでそうしてるつもりだ？」


「大兎が見つかるまで」


「ここで机に抱き着いてるだけで、鉄が見つかるのか？」


「……匂いを追ってるのよ。匂いを基点に──すべての次元に追つい跡せきの糸を……」


「それで見つかるのか？」


「…………」


「鉄は全身に呪じゆ力りよく反射の結界を張ってるそうだ。おそらくいまのおまえの力では、あいつは見つけられない」


「…………」


「それに見つけたところで、おまえは奴を救えない。いまの奴には、理性が残っていないそうだ。一人でいけばおまえは……」


　するとそれに、サイトヒメアはあははと笑った。


　そして、


「大兎に殺されたいのよ、私は」


　あっさり、そう言う。


「私はいつ死んでもいいの。私の命になんて、初めから意味なんかなかったんだから。ずっと独ひとりで、寂さびしいだけで──また、独りに戻るなら、最後にもう一度大兎に会って、彼に殺されたい」


　とそう、彼女は言った。


「それに私のせいでこうなったの。《軍》に脅おどされて──私は大兎を、ニンゲンどもに渡わたしちゃった。ニンゲンどもがどんな奴らかなんて、痛いほど知ってたはずなのに……私は……」


　それに月光は言った。


「おまえのせいじゃない」


　するとサイトヒメアが答える。


「あなたの意見は聞いて……」


「ならなぜそれを俺に語る？　俺に鉄を救って欲しいからじゃないのか？」


「…………」


「おまえは俺に救われたいんじゃないのか？」


「…………」


「それにもし仮に、鉄が壊れたのがおまえのせいだとして、なら、その責任を取れよ」


「…………」


「俺の奴隷である鉄を、おまえの過失で奪うばわれたというのなら、おまえは責任を取って奴を早く救え」


「…………」


「俺には鉄を救う計画がある。馬鹿みたいに鬱ふさぎこんでないで、ちゃんとそれを手伝え、馬鹿魔女が」


　と、月光は二回、馬鹿と言った。


　その言葉に、サイトヒメアが顔を上げる。嘲あざけるようにこちらを笑う。


「はっ、あなたに計画があるですって？　偉えらそうにしてるけど、結局はあんたも《軍》の犬じゃない。《軍》に逆さからうこともできない負け犬が、偉そうに吠ほえないでよ」


　その言葉に、しかし月光は素す直なおにうなずく。


「そうだな。俺にはまだ、《軍》に逆らうだけの力はない」


「なら黙だまっ……」


「黙るのはおまえだ、サイトヒメア。なにもしないうちからすべてをあきらめてるおまえは、クズだ。だがそんなクズを見み捨すてないで使ってやると言ってるんだ。これが全部、《軍》の掌てのひらの上じゃないかって？　だからどうした？　力が足りないなら、《軍》の掌の上で踊おどるさ。その掌を、切り裂さける力がつくまでな」


　そこで、彼はそばにあった机を、サイトヒメアのほうへと蹴けり飛ばす。


　サイトヒメアはそれに手を上げる。見えない力が働いて、机が教室の前のほうへと吹ふっ飛び、黒板にめりこむ。


　だが月光は気にせずに続ける。


「おまえを見ていると、ひどく苛いら々いらする。うじうじしてないでさっさと立ち上がれ、雑ざ魚こが。鉄が好きなんだろう？　なら、俺に救いを求めろ。一生奴隷になりますからと、土ど下げ座ざして頼たのめ。そうしたら面めん倒どうだが、力を貸してやる。《軍》なんて関係ない。鉄大兎を、俺が救ってやる」


　それにサイトヒメアがこちらをにらむ。泣きそうな顔で、こちらをにらむ。そして、


「お、おまえなんて……」


　などと言うが、彼は聞かない。


　彼は教室の天てん井じようで、まったく作動していないクーラーを見上げ、


「くそ、本当に暑いな」


　と、呟つぶやく。そのまま踵きびすを返し、


「生徒会室で待ってる。向こうはクーラーが効きいてるしな」


　そう、言った。


「おまえ……」


　と、また、彼女は小さく言うが、彼は無視して教室を出る。扉とびらをガタンと強く閉める。それでサイトヒメアの声は聞こえなくなる。


　廊ろう下かは、一年三組の教室よりも明るかった。他ほかの教室はカーテンが開いて陽ひの光が入ってきているから明るいのだろうが、もしかしたら陰いん気きな魔ま女じよがいないせいかもしれない、と、彼は思った。


　そのまま廊下を歩き始める。


　そして頭の中で、いま、サイトヒメアが言った言葉を考えてみる。


　──結局あんたも、《軍》の犬じゃない。


　確かにそうだ。


《軍》は彼に黙って、鉄大兎を改造した。そしてその改造がいったいどういうものだったのか、それすら彼に教えない。


　なぜ、それをしたのか？


　なんのために、そんなことをしたのか？


　それを彼には教えない。


　紅月光率ひきいる生徒会室は、鉄大兎の行方ゆくえを追うことを決めた。


　初め《軍》はそれに反対した。しかし顧問の黒守が《軍》上層部を説得してくれたのだという。


　だが、その黒守がなにを考えているのかも、わからない。


　もし、鉄の救出に成功したとしても、《軍》が鉄をどうするつもりなのかもわからない。


　もう、なにもかもわからないこと尽づくしで、その上で踊る自分が、道化ピエロに見えてくる。


　だからそれに、


「……そろそろ《軍》との縁えんを切る必要があるか？」


　そう、彼は心の中で呟いた。


　サイトヒメアが怯おびえるのも、わかる。


《軍》が鉄を壊したのだ。


　その《軍》の力を借りて鉄を救ったところで、そのさきに待っている未来が、明るいとはとても思えない。


　洗せん脳のう。


　監かん禁きん。


　拷ごう問もん。


　人間はありとあらゆるひどいことを思いつく。そしてサイトヒメアは、それをうんざりするほど知っている。


　きっと、すでに人ではなくなってしまった鉄大兎はまた、《軍》に目をつけられ、その犠ぎ牲せいになるだろう。


　彼女はそれを心配しているのだ。


　だから彼女は独りで、鉄の行方を捜さがそうとしているのだ。


　必死に独りで、鉄を救おうとしている。


　ならもう、彼女は生徒会室に現れることはないかもな、と、彼は少し、思う。


　それならそれで、構かまわない。


　自分もきっと、そうする。ほんの数か月行動を共にしただけの人間など、それも赤の他人のことなど、自分も信じたりは──


　とそこで、背はい後ごで扉が、これでもかと言わんばかりに強く、開く音がした。


　そして魔女の声がする。


「……あんた……あんた、ニンゲンの分ぶん際ざいで、むかつくのよ」


　そんな声がする。


　それに月光は振ふり返り、魔女の姿を見る。


　怒おこったような、困ったような顔でこちらをにらむ魔女を見つめ、


「ああ、おまえは馬ば鹿かそうだから、出てくると思った」


「おまえ……」


「ついてこい。鉄を救いにいくぞ」


「…………」


　それに、サイトヒメアがついてくる。ニンゲン嫌ぎらいのはずの魔女が、月光の後ろを少し離はなれてついてくる。


　相変わらず気温は高い。


　こんな暑い日に、せっかくの休みを潰つぶして部活だ生徒会だと学校に集まってくる奴やつらは、やはり馬鹿としか言いようがない。


　くだらない教師や、つまらない同級生、それに面倒な悪あく魔まや魔女やエルフどもを従したがえて、仲間を救いにいくだって？


　いったいそれは、どこの青あお臭くさい戯たわ言ごとだ、と彼は心底うんざりする。


　するとそこで、ポケットに入っていた携けい帯たいが鳴る。彼はそれに出る。


「俺だ」


『あたしー』


　碧水泉だった。


『どうだった？』


「出てきた」


『おお、すごい、さすが会長。ちゃんと優やさしくした？』


「ああ」


『うっそだー』


「とにかく生徒会室に戻もどるぞ。黒守はいるか？」


『あとでくるって』


「他ほかの馬鹿どもは？」


『ミライちゃんはドクターペッパー買いだめしにいくって。ハスガ君やセルジュ君はまだきてないよ』


「全員呼んでおけ。俺たちもそっちにいく」


『はーい』


　そこで月光は携帯を切る。そのまま生徒会室へ向けて歩き始める。


　するとそこで、


「ねぇ」


　と、サイトヒメアが言った。


「さっきあんた、大兎を救う計画があるって言ったけど……」


　そう、背後から聞いてくる。


「それ、あんたの計画なの？」


　その問いかけに、月光は振り返らないまま答えた。


「違ちがうな」


「《軍》の計画？」


「ああ」


「はっ」


　と、彼女はこちらを小馬鹿にするような声を出す。


　それに月光は振り返る。


　すると彼女は疲つかれたような、悲しげな顔をしている。なにもかもに絶望したような孤こ独どくな顔で、廊下に立ち尽くしている。


　彼女には誰だれも、味方がいないのだ。


　少なくとも彼女はそう思っている。


　人間に関かかわったせいで。


《軍》に関わったせいで、もう、取り返しのつかないところまできてしまったという、そんな顔をしている。


　だが、月光はその、彼女の顔を見つめて言った。


「クズが負け犬顔で悩なやむんじゃない。目め障ざわりだ」


「……貴き様さま」


　が、それを遮さえぎって、


「どうせ悩むなら、いまから《軍》を出し抜ぬく方法でも考えてろ」


　と、彼は言った。


　するとそれに、彼女は少しだけ驚おどろいたような顔でこちらを見上げ、


「……《軍》を、出し抜く？」


　そう呟く。


　それから少し、考えるような顔になる。ちょっとだけ表情に明るさが戻り、薄うすい笑えみを浮うかべる。


「……それは、馬鹿なあんたじゃなにも思いつかないから？」


「……吐ぬかすな。部下の仕事を奪うばったら、おまえらやることがなくなるだろう？」


「何様のつもりよあんた」


「天才だ」


「それ、聞きあきた」


「だが事実だ」


　月光はそう、言い捨てる。


　それにサイトヒメアがなにか言ってくるかと思ったが、しかし、彼女はなにも言わなかった。その代わりに彼女は一人うなずき、


「……いいわ。出し抜く……出し抜くね……」


　と、呟つぶやく。


　直後、彼女はたった一歩でふわりと体が浮き上がり、そして月光の隣となりに着地する。そのままこちらの顔をのぞきこむように見上げ、


「じゃあ、聞かせてみなさい。《軍》はいったい、どういう計画で大兎を救出……捕ほ縛ばくするつもりなの？」


　それに月光はサイトヒメアの顔を見る。それから彼女を無視するように歩き始め、言った。


「やっとやる気になったか」


「あんたのおかげじゃ……」


「この世の出来事は全部、俺のおかげだ」


「……はぁ？　あんたどこまで」


　しかしそれを遮って、月光は続けた。


「計画の詳しよう細さいは生徒会室で話す。どうせ他の連中の力も借りる必要があるからな。当然生徒会室には黒守もくる。計画の立案者は、奴だ。だから本気で《軍》を出し抜くつもりなら、奴に思考を読まれないようにしろ」


　それにサイトヒメアがまた、聞いてくる。


「……黒守……あいついったい、何者なの？」


　その問いに、しかし月光は答えない。


　知らないからだ。


《軍》のことも、黒守のことも、この学校が存在する理由すら、彼は知らない。


　なにも知らないまま、生徒会長として《軍》に利用されている。


　それに月光は、


「……まったく、俺を誰だと思ってる？」


　と、うんざりしたような顔で独ひとり、小さく呟く。それから廊ろう下かの先にある、生徒会室へと続く階段を見上げ、


「……だがまあいい。ここから全部引っ繰くり返してやる」


　と、呟く。


　もちろん勝算はない。


《軍》はあまりに強大で、個人がどうにかできるような代しろ物ものではないと、彼もわかっている。


　だが、それでも彼は笑えみを浮かべる。


　彼は勝算のない勝負をするのが、得意だから。


　いや、物心ついたときからずっと、あきらかに勝ち目の見えない、化物のような弟とずっと争あらそってきたから。


　今回もそれと同じだ。


　そして彼はそれに、負けるつもりはなかった。


　階段を昇のぼりながら、頭の中で《軍》の奴らを屈くつ伏ぷくさせる方法を考え始める。


　そして《軍》や日向ひなたの奴が、彼の前に平ひれ伏ふす姿を想像して。


「…………」


　しかしまだ、その力はない。


　いまはまだ。





　だから彼はもう、なにも言わなかった。







　　　　　◆







　生徒会室には、泉しかいなかった。


「夏、恋こい、女の子のガードは緩ゆるくなってるからチャンスですぞ～、かぁ」


　なんてことを呟き、彼女は部屋で一人、ポテトチップスをつまみながら、どこぞの男子の机から拾ひろってきた男性誌を読んでいる。


　それから後ろを振り返り、窓の外の、夏休みの校庭へと目を向ける。


　すると校庭では野球部が練習している。


　はじっこのほうでマネージャーが、


「みんな頑がん張ばってー、特に佐さ久く間まくんがんばってぇ～ん[image: ]」


　とかわかりやす過ぎる黄色い声せい援えんを送っている。


　彼女はぼんやりそれを見つめ、


「……ふぅむ。そかそか、やっぱ夏といえば恋だよねぇ」


　とか、言ってみる。


　それからポテチで油のついた指先をペロッとなめ、続いて両手の拳こぶしをギュッと握にぎる。その拳を一度胸の前で合わせ、さらにそこからその手を、がばっと広げてみる。


　すると生徒会室の入口のほうから突とつ然ぜん、


「なにをやってるんですか？」


　なんて声がかけられて、泉は両手を大きく広げたままそちらを見る。


　するとそこには、宮阪高校の制服を着た、一人の美形な男が立っていた。


　声をかけてきたのは、穏おだやかな紺こんの瞳ひとみに、金色の髪かみを持った男。


　セルジュ・エントリオだ。


　彼は弟のハスガ・エントリオとともにこの学校の生徒会室にスカウトされたエルフとの混血児ハーフブリードで、なんか封・解呪師スペルブレイカーの能力がどうのこうのといろいろあるのだが──まあ、でもこの生徒会にいる人たちはみーんなどっかしらおかしいので、彼のプロフィールで注目しておかなきゃいけないのは、これ。


　ブラコン。


　女好き。


　おまけに美形なのでモテモテ。


　その、モテモテ君のほうを見て泉は笑顔で言った。


「やぁセルジュ君、昨日きのうぶり」


　するとセルジュもにっこり笑い、


「はい、昨日ぶりです」


　と、部屋に入ってくる。それから生徒会室の中を見回して、


「あれ、ここに集合というメールをもらったんですが、僕が最初ですか？」


　それに泉はうなずく。


「そだよー」


　すると彼は嬉うれしそうに笑い、


「それは、よかった。やっと二人きりになれましたね、泉さん」


　なんてことを言ってくるので、泉は笑う。


「あはー、女の子全員にその調子でしゃべってんの？」


　するとセルジュはあっさり、


「そうです」


　なんてうなずく。


　それに泉はあきれ顔で、


「ほ～んとに君、万年夏休み状態なんだね～」


「へ？　万年夏休み、ですか？」


　と、セルジュが首を傾かしげて聞いてくるので、泉は笑って、


「こっちの話」


　と、言う。


　するとセルジュは不思議そうにこちらを見てから、もう一度聞いてくる。


「それでいったい、泉さんはなにをしてるんですか？」


　その問いかけに、泉は首を傾げた。


「なにって？」


「その、いま、両手を閉じたり開いたりしてたでしょう？」


　と言われ、ああ！　と、自分がしていたことを思いだす。開いたままの自分の両手を見て、


「んと、これね、ガードを締しめたり、緩めたりする練習」


「ガード？」


「そそ。夏休みだから。あんまりゆるゆるだと、ゆるゆるですぞーって言われちゃうからさ～」


　その説明に、しかし益ます々ますセルジュはわからないという顔になる。


　それに泉はまた、あははと笑った。


「まあそれもこっちの話～。しっかしやっぱ、クーラーが効きいてる部屋はいいよねぇ。こんな暑いなか野球とか、信じらんない」


　と、再び窓の外を見る。


　すると男の子がホームにスライディングして、それに女の子がキャー[image: ]　と叫さけんでいる。


　それを彼女は見つめ、


「……青春だなぁ」


　なんて呟く。


　するとセルジュが泉の横の席に座すわりながら、


「青春したいんですか？」


　なんて言ってきて、それに泉はそちらを見る。


「なんか、さらりと横に座ってくるね」


　するとセルジュはにっこりと微笑ほほえむ。


「得意なんで」


「そーやって女の子にばっかりちょっかいだしてると、まーた弟君に怒おこられるよ？」


「さっきも怒られました」


「懲こりないわけ？」


「だって美人を前にして、恋をしないなんて失礼じゃないですか」


「ってあんたはどこのイタリア人よ」


　という言葉に、セルジュは微笑んだまま、


「イタリアは嫌きらいです」


　と、言う。


　それに泉は、《軍》で見せられたセルジュのプロフィールを思いだす。


　確か彼は、母親を《教会》という、《軍》と並ぶ凶きよう悪あく組織に監かん禁きん、改造されていたはずだった。それはたぶん今回、《軍》に鉄大兎がされたのと同じようなことを、セルジュたちは《教会》にされたのだと思う。


　そしてその《教会》の本ほん拠きよ地ちがイタリアのヴァチカンかなんかにあるらしいのだが、


「同情で気を引こうとしても、だめだよ～ん？」


　と泉が言うと、セルジュは笑う。


「あ、だめですか」


「だめだめ。もっとね、学生の恋れん愛あいってのはこう、青春の青あお臭くささが炸さく裂れつしてないとだめなのよ～」


　すると彼は、ためになるとばかりの顔でうなずいて、


「へぇ。青臭さですか。僕もまだ、人間のことはよくわかってないので、参考までにどんなふうにしたらいいか教えてくれますか？」


　という問いに、泉は教えてあげる。


「たとえば消しゴムを女子が落としたとするでしょう？」


「ふむ。消しゴムですか」


「うん。でもってそれを、爽さわやかな笑顔で拾ってあげる！」


　するとそれに彼は、


「あ、そういうのは得意です」


　と言ってくるので、泉は言う。


「はいセルジュ君０点！　拾ったら負けなんでしたー」


「ええ!?」


「ここは、『うう、大好きなあの子の消しゴム、拾いたいけど恥はずかしくて拾えないようおうおう』と、三日くらい悩なやむのが正解！」


「ええ～」


「緊きん張ちようしないでその子に声かけられる段階で、本気じゃない証しよう拠こだもんねー」


「ほうほう。そーいうもんですかね？」


「さぁ？」


「え～」


　と、セルジュは笑う。


　その、彼の前で泉は、机の上にあった消しゴムを取る。それをポロっと床ゆかに落とす。


　するとセルジュが、


「あ……」


　と、拾おうとする。それからその手を止める。こちらを見て、どうしようという顔になる。


　そして、


「拾いましょうか？」


　と聞いてくるので、泉は笑ってうなずく。


「どっちにしても私は恋に落ちないから、安心して拾ってください」


　それにセルジュは苦く笑しようして、


「ざーんねん」


　と、別に全然残念そうじゃない様子で言う。消しゴムを拾ってくれた彼に、


「ポテチ食べる？」


　と聞くと、


「もらいます」


　と、うなずく。
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　そのまましばらく部屋に、二人がポテチを食べる音だけが響ひびく。


　そしてその音を切り裂さくように、


「いっちば～んっ!!」


　と、叫ぶ声がして、生徒会室の扉とびらがガララっと勢いよく開く。


　それからかわいらしい少女が飛び込んでくる。


　宮阪高校のセーラー服を着てはいるが、とても高校生には見えない、小こ柄がらな、童どう顔がんの少女。


　ポニーテールをゆらゆら揺ゆらし、なにがそんなに楽しいのかわからないが、とにかく全開の笑え顔がおでこちらを見て、


「いっちばん！」


　と、この学校の俺様生徒会長が契けい約やくしている雷カミナリの悪あく魔ま──安あん藤どう美み雷らいが言う。


　それに泉は聞く。


「なにが一番なの？」


　すると美雷が大きな声で答える。


「あれ、なにが一番なんだっけ？」


「それを私に聞かれても」


「あ、あ、ミライもポテチ食べる！」


「だめぇ」


「えええええええええええええ!?」


　と、美雷がこの世の終わりを目まの当たりにしたような衝しよう撃げきの表情で全身を硬こう直ちよくさせて、それに泉は笑う。


「うそうそ、食べていいよ」


「やったー！」


　と、彼女はこちらにひょこひょこ近づいてくる。椅い子すを持ってきて、横にくっついてくる。


　それに泉は、


「なんかオセロみたいにはさまれちゃった。ポテチ大人気」


　なんて言う。


　それにセルジュが、


「僕は泉さん目当てですけどね～」


「はいそーですかー」


　続いて美雷が、


「ねねね、イズミイズミ」


「なにー？」


「ドクターペッパーね、十二本買ったら売りきれちゃったんだよ！」


　なんて言ってきて、泉はそれに、感心するように言う。


「へぇ、自じ販はんって、そんなにいっぱい飲みもの入ってるもんなんだねぇ」


「百本は買いたかったのに！」


「えー、そんな飲んだらペッパー病になっちゃうよー」


「なにそれ？」


「知らない」


「なんか怖こわそうだよね」


　と、真しん剣けんな顔で言う美雷の頭をぐりぐり撫なでて、


「だねぇ」


　と、泉はうなずく。


「さぁポテチ食べていいよー」


「やったー！　あ、イズミもドクターペッパー、一本なら飲んでいいよ？」


「ノーサンキューです」


「さんさんきゅーです！」


　と、意味がわかってないのかそんなことを美雷は叫んでから、ポテチを食べ始める。


　また、部屋にポテチを食べる音だけが響く。


　泉は美雷が持ってきた、ドクターペッパーでいっぱいのビニール袋ぶくろを見る。


　過保護全開の月光ちゃんに、炭酸飲料は一日二本まで、と決められているはずの美雷が十二本もドクターペッパーを買ってくることを許されたのには、理由がある。


　また、しばらくこの宮阪高校には戻もどってこれなくなりそうだから。


　理由は簡単。


　失しつ踪そうした、鉄大兎を追うのだ。


　まだ詳くわしい状じよう況きようは聞いていないが、《軍》は鉄大兎の居場所をすでにつかんでいるらしい。そしてそこは相当危険な場所らしく、おまけに一度いったらなかなか戻ってこれないようなところらしい。


　なので泉も、数日分の着き替がえや生活用品を、この生徒会室に持ってきていた。


「…………」


　と、彼女は部屋のすみっこにおいてある、二つの大きなスポーツバッグを見る。どちらも彼女のバッグだ。あそこに着替えも、下着も、歯ブラシも、全部入っている。


　それでも頭の中で少しだけ、忘れものがないか、考えてみる。


　たぶん、そろそろほんとに、出発するだろうから。


　紅君が、大兎君がいなくなって以来、びっくりするくらい鬱ふさぎこんでしまっていたヒメちゃんを呼びにいった、ということは、ついに出発するのだろう。


　だから頭の中で、忘れものがないか最終確かく認にんする。


　一応、自分の部屋の机の引き出しの中にも、家族へのお別れの手紙らしきものを入れてきた。


　この生徒会室の中では、彼女だけが普ふ通つうの人間で、ちょっとミスればあっさり死んでしまう。もしもこれからいく場所が危険な場所なら、本当に簡単に、彼女は死んでしまうだろう。


　だからお別れの手紙を用意した。十八で病気で死ぬはずだったけど、二年早まっちゃったーごめん的な手紙を書いた。


　さらに昨日は、両親や弟のために、夕ゆう飯はんなんか作ってしまった。


「泉ちゃん特製カレーだぞー」


　と、腕うでによりをかけて頑がん張ばったのだが、弟どもが姉ちゃんカレーしか作れないじゃーんと言ってきて、


「私の父さん、実はインド人なの……」


　とか馬ば鹿かなことを言ったら、父さんは本気でショックを受けていてみんなで笑った。


　なにせインドどころか、使ったルーはバーモントだったし。


「…………」


　と、昨日の食しよく卓たくのことを思いだし、彼女は笑った。みんなが自分に気を遣つかって笑ってくれてるのを思いだして、彼女は笑った。


　みんなの心に、十八で、脳の腫しゆ瘍ようが大きくなっちゃって彼女が死ぬ、というのが重くのしかかっていて。


　そしてその、みんなの不安を吹ふき飛ばすようにずっと頑張って彼女は笑ってみせていたのだが──


　しかし、ここのところは本気で楽しくてしょうがなかった。


　だって、毎日とんでもないことが起きるのだ。十八まで生きられない、どころか、ちょっと気を抜ぬくとそこですぐ死んじゃうようなことばかり起きるのだ。


　おまけに悪魔やらエルフやらが周まわりにいて、こないだなんか、魔ま法ほうの練習をさせられてしまった。


　泉も、まるで役に立たなそうな簡単な魔法なら、いくつか使えるようになってしまった。この調子でいけば、もしかしたら脳の腫瘍も消し去るような、そんなすごい魔法とか見つけちゃえるんじゃないか──


「…………」


　なんてそうそう、簡単にはいかないだろうけど。


　でも、彼女はここのところ本当に、心の底から笑っていた。


　なにより、毎日死と隣となりあわせなのがいい。


　自分だけ、死に怯おびえてる──という状況じゃないのがいい。


　いま、一番まずい状況にいるのが、自分じゃないのがいい。


　自分は助ける側なのだ。


　みんなにかわいそうかわいそうと憐あわれまれていた自分が、びっくり仰ぎよう天てん助ける側にいるのだ。


　それに彼女は、思わず笑いだしそうになる。不ふ謹きん慎しんだけど、笑いだしそうになる。ヒメちゃんには申しわけないけれど、涙なみだを流して笑いそうになる。


　ああもう、囚とらわれの大兎君おひめさま、待っててねーとか、思う。


「…………」


　それからまた、窓の外の、青春君たちのほうへと目を向ける。


　少し前まではほんのちょっとだけ……本当に、ほんのちょっぴりとだけ羨うらやましいな、と思っていた、普通の、平へい凡ぼんな、みんなのほうを見る。


「…………」


　すると恋こいするマネージャーが、山やま本もとくーん[image: ]　とか叫さけんでいて、あれぇ、あの子さっき佐久間くんとかいうのに色目使ってなかったっけ？　なんてことを思う。


　まあ、そんなのどうでもいいけれど。


　でも、いまはそれを見ても、なにも思わない。


　毎日が充じゆう実じつしていて、なにも思わない。


　それを泉は神様に感謝していた。


　世界はあまりにひどすぎて──特に《軍》やら《教会》やらがやってることはあまりにひどすぎて、とても神様なんてものがいるとは思えないけれど、でも、神様に感謝した。


「ああ、こーんな高校生活になるなんて、私ってばなんて幸せなんだろー」


　と。


　するとセルジュが、


「あなたの笑え顔がおは、人を幸せにしますねぇ」


　と、まぁた誰だれにでも言ってそうなことを言ってきて、泉は半はん眼がんで、


「へー」


　と答えた。


「ほんとですよ？」


「へーへー」


「じゃあ噓うそです」


「え～」


　と、笑う。それからポテチを食べる。すごく美お味いしい。


　美雷がこちらを見て、


「おいしいね！」


　とまんまのことを言ってくるので、泉はうなずく。


　そしてまた、ポテチを食べる。ビッグバッグも、三人で食べるとみるみる減っていく。


　そしてその様子を、いつの間にか生徒会室の入口でつまらなそうに見ている男がいる。


　紺こんの髪かみに、金の瞳ひとみ。


　セルジュの弟──ハスガ・エントリオだ。


　彼はセルジュと違ちがい、少し荒あらっぽい、強気そうな顔をしている。これはこれで女の子たちにすごく人気があるようなのだが、彼は興きよう味みがないのかシャイなのか、兄のセルジュのように女の子たちと仲良くしまくっていたりはしない。むしろ毎日脳みそ夏休み状態のセルジュをたしなめている姿ばかり見るのだが。


　とにかくそのハスガが、廊ろう下かの壁かべに背中をあずけ、腕うで組ぐみをして立っていた。


　なぜか生徒会室には入ってこない。


　それを泉はぼんやり見て、


「なんでハスガ君、入ってこないんだろ？」


　と言うと、セルジュが答えた。


「あいつなりに気を遣ってるんでしょう。僕らが仲がいいから」


「まだ言うか」


「あはは」


　と、セルジュは笑う。それから弟のほうへと目を向け、


「なんで入ってこないんだい、ハスガ」


　と聞く。


　するとそれに、ハスガがこちらを見つめ、


「馬鹿が三人横並びに座すわってるから、入ったらめんどくさそうだろ？」


「またまたそんなこと言って、ハスガは僕のことが大好きでしょう？」


　と、セルジュが言う。


　それにハスガが、


「死ね」


　とか言いながらも、部屋に入ってくる。


　それにセルジュはにっこり笑い、それからなにかを思いついた！　といわんばかりの顔で泉のほうを見てくる。


　それに、


「なに？」


　と彼女が聞くと、セルジュが目線で、さっき彼が拾ひろってくれた、机の上の消しゴムを見る。


　それに泉もにやっと笑い、消しゴムを手に取る。そして、


「あ……」


　とか言って、ポロっとハスガの前に落としてみる。


　するとそれにハスガは、


「んぁ？」


　と、床ゆかに転ころがった消しゴムを見る。その消しゴムを乱暴に蹴け飛とばして、こちらの足あし下もとに返してくる。そのまま近くにあった椅い子すに座る。それから生徒会室の入口のほうを見て、


「月光の野や郎ろう、呼びつけといて自分は遅ち刻こくかよ」


　とか、言う。


　それにセルジュがこちらを見て、


「さてさて泉さん、いまのハスガの対応は何点ですか？」


　などとわくわくした顔で聞いてきたので、泉はそれに答える。


「いやー、なんかいまのは、青春的には高得点じゃなーい？　シャイ度と優やさしさがあいまって、なんかちょっと胸キュン」


「おお、僕よりハスガは上ですか？」


「セルジュ君は０点だって」


　しかしそれに、なぜかセルジュは嬉うれしそうに、


「なるほど。なんか弟が好かれるのはすごく嬉しいな。わかりました。じゃあ泉さん、ハスガをよろしくお願いします」


「えー」


「あいつああ見えて、女の子と話すとがくがく震ふるえてなにも言えなくなるような内気君なん……」


　が、そこでハスガがセルジュのほうへ椅子を投げてきて言葉が止まる。


　それをセルジュはあっさり受け止め、


「こらハスガ。椅子をお兄さまに投げるとは何ごとですか」


　それにハスガは顔をしかめ、


「うっざ。だーから部屋に入りたくなかったんだよ」


「とか言いつつ、お兄さまのことが大好きなんです？」


「言ってねぇだろが」


　それにセルジュが、やはりにこにこしながら言う。


「あ、それとも僕が泉さんに取られそうで、機き嫌げんが……」


「だからおまえ、死ねって」


「あはは」


　と、兄弟二人っきりで生きてきたブラコン二人がいちゃいちゃする。


　それを泉は半眼で見つめ、またポテチを食べる。


　ここに生徒会委員全員を集めろと言ったはずの月光は、まだやってこない。


　ハスガが別の椅子を引っ張ってきて、座る。セルジュがその彼に、


「ハスガもポテチ食べるかい？」


「ポテチ？　ああ、うん」


「泉さん、いい？」


　とセルジュが聞いてくるので、泉は抱かかえていたビッグバッグを破いて、机の上に開く。


　それをみんなで食べる。


　夏休みの午後。


　みんなで生徒会室に集まって、だらだらする。


　それはあまりに平へい穏おんすぎて、アフリカかどっかで人が餓が死ししていたり、どこかの国で誰かが戦争していたり、友達が人体実験されて、さらに暴走して失しつ踪そうしてしまっていたり──なんて事実は、全部噓なんじゃないかと思えてくる。


　でも、それは全部実際の出来事で。


　泉は、


「こんなにポテチは美味しいのにねー」


　と、言う。


　それに美雷が、


「ねー」


　と言う。


　さらにセルジュが、


「それは、なにと比くらべてですか？」


　と聞いてくるので、彼女はそれに微笑ほほえんで、しかし、別のことを言う。


「それにしても、紅君、遅おそいね」


　するとセルジュがうなずく。


　部屋の、時計を見上げる。


　時刻はもうすぐ一時二十分になる。


　夏休みじゃなければちょうど、昼休みの終わる時間だ。


　とそこで、チャイムが鳴なり響ひびく。


　授業がなくても、この学校のチャイムは鳴り響く。


　なんでもそれは結界の役割もあるのだという。


　きーんこーんぽーんかーんと、調子はずれのチャイムが鳴り響き、まるでそれを待っていたかのようにまた、一人の男が生徒会室に入ってくる。


　漆しつ黒こくの髪に、夏だというのに詰つめ襟えりの制服を首まできちんと締めた男。


　紅月光生徒会長だ。


　その月光が、


「馬ば鹿かどもは全員揃そろってるようだな」


　なんて言ってきて、それにハスガが言う。


「遅おせーよ」


　しかし月光はそれを無視。


　続いてセルジュが言う。


「ついに出発ですか？」


　しかし月光はそれも無視。


　さらに美雷が、


「ゲッコー！」


　と立ち上がって、床に置いていたドクターペッパーの缶かんでいっぱいになってるビニールを持ち、


「あのね、あのね、ドクターペッパーがね、十二本しかね……」


　と、月光のところへ駆かけ寄よっていこうとしたところで、


「うるさい」


　と、彼女の顔がん面めんを蹴ける。


「むぎゃ!?」


　と、美雷は顔面を蹴られ、しかしなぜかちょっと嬉しそうに、


「えとね、十二本しかなくてね、でもね、あ、あ、そうだ、思いだした！　なんか自じ動どう販はん売ばい機きのおじさんがね、ミライがいっぱい買うから、ドクターペッパーの売りあげが一番になったって言ってたんだった！　だから、いっちばーん！」


　とか、言う。


　当然それも月光は無視するが。


　それに泉は、彼の、後ろを見る。するとどういう口く説どき文句で連れてきたのか、サイトヒメアがいる。彼女の表情はふてくされてはいるが、それでもさっき見たときよりは、だいぶ明るい。


　それに泉は微笑んで、


「さーすが会長」


　と言ってみるが、月光はそれも無視する。


　それから部屋を見回し、


「黒守は？」


　と聞いてくるので、泉は答える。


「一時半にくるって言ってたよ」


「そうか」


　と、月光も時計を見上げる。


　それから生徒会室の机の、月光専用の席へと座る。


　サイトヒメアも、一番端はしの椅子に座る。


　これで鉄大兎をのぞいた、全生徒会委員が揃った。


　集まった理由は、彼を救出するため。


　それも命いのち懸がけで救出しにいくのだという。


　それに、


「なーんか私たち、仲いいよねー」


　とか言ってみると、月光とハスガとヒメちゃんが、あからさまに嫌いやそうな顔をした。


　セルジュは嬉しそうに笑う。


　美雷も仲良しだねーと嬉しそうに言う。


　それに泉は笑って、もう一枚だけ、ポテチを食べた。


　それからまた、時計を見上げる。


　あと十分したら、《軍》から派は遣けんされたこの生徒会室の顧こ問もんの──黒守がくる。


　それに泉は、


「一週間分の着き替がえ用意してきたけど、私たち、どこいくんだっけ？」


　と聞いてみると、それに月光はこちらを見て、やはりなにも言わなかった。


　一時三十分まで、お預けということだ。


　それに泉は、これからいくさきのことを想像してみる。


　当然そこは、人間の世界じゃないと思う。いや、もちろん埼さい玉たま県けんあたりにいましたーって言われたら、ああ、そうなんだーと思うけど。


　でもまあ、すごく危険な場所だから、そのつもりで準備してこいと紅君は言っていたので、さすがに埼玉じゃないだろう。


　なら、いったいどんな場所なのか？


　それをぼんやり想像する。


　なんとなく暗い場所のような気がした。


　荒こう涼りようとした大地が広がっていて、空には光が射ささない。


　魑ち魅み魍もう魎りようが溢あふれていて、なんか、とにかく、すごい場所だ。


　それを想像して泉は少しだけ、わくわくする。


　非日常の世界を想像して、彼女はほんの少しだけ恐きよう怖ふと、興こう奮ふんを感じながら、黒守がくるのを待った。


















　　　第二章　欠席のウサギ










　次元の壁かべをいくつも破ってたどりついたさきは、ひどく、暗い場所だった。


「…………」


　見み渡わたす限りの荒こう涼りようとした大地に、どす黒い雲が広がっている。


　その雲の中には雷いかずちが暴れまわり、その光だけが、この世界の光源のようだった。


　その、激しく雷かみなりが暴れる世界を見つめて、思う。





　──ひどく、奇き妙みような場所だ。





　と、彼は思う。


　しかしそれは、目の前に広がっているその景け色しきを奇妙だと思ったわけじゃない。


　いままで彼が通ってきた世界はすべて、奇妙な景色が広がる場所ばかりだったのだ。


　だからいまさらもう、奇妙な景色を見て、それを奇妙だとは思わない。


　なら、自分はなにを奇妙だと感じたのか？


　それを考える。


　切り裂さいた次元の壁にあいた、穴。


　その、穴の先に広がっている景色を見つめ、


「…………」


　鉄くろがね大たい兎とは、自分がなにを奇妙だと思っているのか、考える。


　するとその、次元の雷が暴れる世界から、声がした。


「……もう、ミライってば恋こいをしたのかしら」


　女の声だった。


　なぜかどこかで聞いたことがあるような、それでいて知らないような、声。


　みらいみらいみらい。


　その言葉がなぜか、頭の中に何度か響ひびく。しかしなぜその言葉が響いたのかはわからない。


　大兎は首を傾かしげ、また、穴の向こうを見る。


　雷が暴れ続けている荒こう野やを見る。


　するとまた、女の声がする。


「……そして私は殺される、と。で、あなたが私を殺す化物？」


　と、聞いてくる。


「……私を殺しにきた、黒いウサギちゃんかしら？」


　と、そんなことを聞いてくる。


　なぜ、そんなことを聞かれたのかはわからない。しかしその女の口くち振ぶりはまるで、彼のことを待っていたかのようだった。


　化物。


　黒いウサギちゃん。


　それは誰だれのことだ？


　ウサギ。


　うさぎ。


　兎。


　それは誰のことだ？


　わからない。


　だが、わかったこともあった。


　違い和わ感かんの正体だ。


　穴の向こうの景色を、奇妙だと感じた、理由。それがなんなのか、わかった。


　魔ま法ほうだ。


　なんらかの魔法が、穴の向こうにかけられている。


　どういうわけか、その女は自分がここに現れるのを知っていて、それを防ぐための魔法をかけているようだった。


「……そんなもの、なんの意味もないのに」


　大兎は手を伸のばす。すると魔法が自分の手に絡からみつこうとする。


　それに大兎は呟つぶやく。


「触さわるな」


　すると大兎の手に、いくつもの黒い筋すじが入っていく。そしてその黒い筋は、次々に魔ま術じゆつ式しきを描えがき始める。延えん々えんと、描き続ける。


　そしてその手の、皮ひ膚ふの上を走り巡めぐる術式が、あっさり相手の魔法を弾はじく。


　いや、すべてを弾く。


　世界の、なにもかもを拒きよ絶ぜつするかのように、周囲のものを弾いていく。


　そのままその手を、次元の穴へとかける。すると穴も拒絶され、まるで切り裂かれるように穴が広がる。


　その、大きく広がった穴へと大兎は進む。


　そのときにはもう、彼は黒い筋を全身に広げている。


　敵がいるのだ。


　自分がここにくることを知っていた、敵がいるのだ。


　そしてその敵は、弱くない。


　それを彼は肌はだで感じる。全身で感じる。だから彼は、自分の中にある『黒ひつきようむ』を、全身に広げる。


　そしてつまらなそうに半分閉じた、真しん紅くの瞳ひとみで周囲を見回す。


　するとそこにはやはり、女が一人いた。


　まるで稲いな妻ずまのように宙空を舞まう、髪かみ。金色に光る瞳。外套マントのような形状の稲妻を纏まとい、それが周囲に雷らい光こうを放ち続けている。


　その女は、こちらを見ていた。


　楽しげな顔で、こちらを見ていた。


　こちらの姿をしげしげと見て、


「あらぁ、天てん魔まが教えてくれた預よ言げんじゃ、黒いウサギの化物がくるって言ってたんだけどなー。でもあんた、兎にゃ見えないわねぇ……といって、人間にも見えないけど……でも、元人間なんだよね？」


　その問いに、しかし大兎は答えない。いや、そのすべてがどうでもいい。別に自分はここに、おしゃべりをしにきたわけではないのだ。


　なら、なにをしにきたのかといえば、


「…………」


　と、彼は手を上げる。


　そして自分の皮膚を巡りながら術式を描き続けている『黒ひつきようむ』に、命じる。


「こいつを消……」


　が、女はそれに、


「はっ、いきなりかよ、おい」


　と呟き、拳こぶしを握にぎる。その拳に巨きよ大だいな稲妻の塊かたまりが集まる。そしてそれを放ってくる。


　稲妻の塊が、大兎の胸にあたろうとする。


　それを彼は見つめ、それから、


「ん」


　と、呟く。


　そして攻こう撃げきのために掌てのひらに集めていた『黒ひつきようむ』で、その稲妻を受け止める。


　そのままその『黒ひつきようむ』が、稲妻をこの世界から拒絶して、消す。


　それに女は驚おどろいたようだった。


　目を大きく見開き、


「うわ、なにそれ。そんなにあっさり攻撃防がれたのって、何百年ぶりだろ。やっばーい」


　なんてことを言う。


　だがそれも、大兎は興きよう味みがない。


　ただ、周囲をゆっくりと見回して、この世界の広さを確かく認にんする。


　この世界のすべてを拒絶して、消すためには、どれだけの『黒ひつきようむ』が必要かを確認する。


　自分以外のすべてを拒絶するためには、どれだけの力が必要かを確認する。


　するとそこで、


「おっと、あたしを相手に、今度はよそ見かよ。余よ裕ゆうだなぁ」


　と、女が言う。


　だがもう、大兎はそちらを見ない。


　すでにこの女を拒絶することができるだけの『黒ひつきようむ』の量は測はかり終わったからだ。


　だからもう、女には興味がない。


　なのに女がうるさく言う。


「まー、預言じゃここであたしはあんたに殺されて、おまけにこの魔界マクアエまで滅ほろびるんだってさー。で、預言が進む。でもね、全部決められたレールを進むってのはあたし、苦にが手てでねぇ」


　それに大兎は、女のほうへと目を向ける。


　するとまた、女が驚いたような顔になり、


「あれ、あんたあたしの言葉、意外に聞いてる？」


　という問いに、大兎は答える。


「決められたレールを歩くのは、楽だ」


　それは少し前に、誰かが言っていた言葉の、請うけ売りだった。でもそれが誰の言葉だったのか、思いだせない。


　頭の中で黒いなにかが言っていたのだ。


　黒い、黒い──


「…………」


　ああ、思いだした。


　兎だ。


　兎がそう言っていた。


　決められたレールを歩くのは、楽だ、と。


　すべてを壊こわして、拒絶して、そして、なにも考えずに決められたレールの上だけを歩く。


　すべては預言で決まっているんだから、もう、なんにも悩なやむ必要はないのだ。


　だからもう、思考を止めろよ──と、兎は言っていた。


　そして大兎はもう、思考をやめていた。


　そのほうが楽だからだ。


　ただ、レールの上を歩く。


　決められたレールの上を歩く。


　彼は女を見つめ、


「おまえを殺す」


　そう大兎が言うと、女が笑った。


「ふぅん。あんたはそっち派かぁ。決められたことをちゃんと守れるなんて、優等生ちゃんだねぇ」


「…………」


「でもね、こっちも決まってるなら仕方ないなーって笑って、殺されるわけにもいかないんだよねぇ」


「…………」


「だからさ」


「…………」


「あたし、逃にげることにしましたー。そしたら預言、進まないもんねぇ。あたしを殺したあと、あんたはこの、魔界マクアエを滅ぼすことになってるんだもんねぇ？」


「…………」


「じゃああたしが逃げたら、その決まったレールから外はずれちゃ……」


　が、そこで、大兎は言う。


「死ぬよ。すぐに」


　また、手を上げる。今度は相手に反はん撃げきさせる間を与あたえず、力を放とうとする。


　だが、また違い和わ感かんを覚える。


　強い違和感を覚える。


　それは右足にだった。


　なにかが右足に触ふれたのを、感じた。


　それはほんのわずかな感かん触しよく。全身に術式を張はり巡らせていなければ、気づかなかったかもしれないほどに、かすかな違和感。


　だが、大兎は気づいた。


　そして足を見る。


　すると自分の右足に、一いつ匹ぴきの蠅はえがとまっている。その蠅の腹が破ける。その腹から、一いつ斉せいに白い、うじ虫が湧わきだしてきて、大兎の足の表面を埋うめつくし始める。


　だが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。


　大兎はまた、自分の手に集めていた『黒ひつきようむ』を振ふるう。足を自分から切り離はなす。足はすぐに復活するが、切り離されたほうの足には、異変が起きる。うじ虫に覆おおわれた足の真ん中が破れて、中から手のようなものが出てきたのだ。さらに頭、体が出てくる。


　出てきたのは、背の高い、男だった。


　長い紺こん色いろの髪に、やはり紺の、鋭するどい瞳ひとみ。だが眼光の鋭さとはうらはらに、男は穏おだやかな表情をしている。


　どこかとぼけたような表情で、


「あらあら、いまのでカレの体を内側から食い破れるはずだったんですけど……強いね、カレ」


　などと言う。


　それに女があきれたように男を見て、


「あんたが弱くなったんじゃないの？　『蠅の王ベルゼブブ・ルハス』」


　その言葉に、ベルゼブブ・ルハスと呼ばれた男が肩かたをすくめて、答えた。


「んー、そうかも。まあ、確かに僕はあの子と恋こいに落ちて以来、あまり他人を呪のろわなくなったからねぇ。呪いの腕うでが落ちたかも」


「あの子ってどの子よ？」


「あれ、どの子だっけ？」


「相変わらずの最低男ねぇ」


「ははは、でも君の旦だん那なほどじゃ……ああ、そんなににらまれると怯おびえちゃうよ僕は、スクラルド」


「なら言うなよ」


「あー怖こわい。ま、でもそんな冗じよう談だんはともかく──早く逃げてくれないかな～？　カレを足あし留どめするのは、しんどそうだ」


「あー、そうだった」


　と、スクラルドと呼ばれた女が、金色の瞳でこちらを見る。


「そんなわけでウサギくん。あたしは逃げるけど、追わないように。で、あんたの相手は……」


　そこでベルゼブブが一歩前に出て、言う。


　穏やかな顔でにっこり笑ったまま、


「僕と……そして魔界マクアエの獣けもの、みんなでお相手しましょう。あんまり僕らをなめてると……」


　とそこで、ベルゼブブの体が霧む散さんする。


　そして次の瞬しゆん間かんには耳元で、蠅の羽音が聞こえる。その羽音に混じって男の声がする。


「呪っちゃうぞ」


　耳の中になにかが入ろうとする。


　大兎はそれに、すぐに対処する。いや、頭の中に住んでいる、ウサギがそれに反応する。


　大兎の右の頭から、薄桃ラベンダー色の長い、刃は物もののようなものが飛びだし、ぐるんっと回る。その刃が蠅を切り裂さく。


　するとそれにベルゼブブが、


「この刃ごと呪……あ、だめだ、これは呪えな……ちょ、ちょっと撤てつ退たい」


　なんてことを言う。


　その声のほうを大兎は追う。


　ベルゼブブは少し下がった場所に姿を現す。蠅の群むれに背中をつかまれて、彼は宙に浮ういている。


　そちらへ向けて大兎はもう一度、刃やいばを放つ。頭の左側から、白い刃を生みだし、伸のばす。


「ちょーっと、僕ばっかりに戦わせないで、他ほかの連中もきなさいよ」


　などと言いながら、ベルゼブブは刃を避さける。


　それに突とつ如じよ、どこから現れたのか、周囲に無数の化物が溢あふれ返り始める。そしてその化物たちが、大兎に向かって群むらがってこようとする。


　さらに背はい後ごからは、逃げたはずのスクラルドの声がする。


「あー、でもあたしの前にいる連中は左右によけるように～」


　その声に、大兎は振り返る。


　するとスクラルドが、さっき放ってきた稲いな妻ずまの塊かたまりの、数千倍の大きさがある雷らい光こうを生みだしていて、それをこちらに放ってくる。


　その稲妻の塊を、大兎は見つめる。


　あたれば自分の体は消しよう滅めつしてしまうだろう。


　それほど強大な力が、そこには込こめられている。


　だが、あたれば、の話だ。


「…………」


　大兎は頭に生えた薄桃ラベンダー色の刃を伸ばす。長く伸ばす。そしてそれを、ぐるんっとまた、回す。


　するとその刃があっさり、スクラルドが放った稲妻を切り裂いてしまう。


　稲妻は真まっ二ぷたつに割れ、スクラルドへの道を開く。


　そして正面にいるスクラルドに向かって、今度は左頭に生えた白い刃を放つ。


　真まっ直すぐ放つ。


　するとその刃はすとんっと、スクラルドの胸の真ん中を貫つらぬいてしまう。


　それに、


「あ……」


　と、彼女は言った。


　そのまま自分の胸を見る。困ったような表情になる。そして、


「……やっばい、このシーン、預言で見た……おまけに刃が生えたせいで、あいつなんかウサギっぽい見た目になってるし……」


　と、彼女はこちらを見る。そしてなにかを思いだすかのように、彼女は言う。


「黒いウサギの化物に、雷神インドラの子が殺され……」


　しかし、言葉を最後まで言わせない。


　早く殺す必要があるから。


　彼女を殺さなければ、預言が進まないから。


　それが決められたレールなのだ。


　大兎は預言を読んだわけじゃないが、しかし、彼女を殺さなければならないことは、わかっている。


　だから殺す。


　それが一番楽だから、殺す。


　ここにいる誰だれよりもさきに、彼女を殺す。


　彼は右の頭に生えた薄桃ラベンダー色の刃を──右耳を、ぐるんと回す。だが、それではまだ足りない。あの女を殺すには、それなりに大きな力がいる。だからさらにぐるんぐるんっと回す。


　彼に襲おそいかかろうと群がってきた化物どもを巻き込んで、ぐるんぐるんと刃は力を溜ためていく。
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　刃の中央に、黒い文字が浮かぶ。


『黒ひつきようむ』の術式が浮かぶ。


　確実に女を殺すための、呪じゆ詛そが浮かぶ。


　そのまま耳が伸びていく。ぐるぐると回りながら耳が伸びていく。


　それにベルゼブブが言う。


「ちょっとスクラルド、遊んでないで、逃げなさいって」


　するとスクラルドは大兎の背後にいたベルゼブブを見上げ、


「いや、それがこの白い刃、全然抜ぬけない」


「えー、君に死なれると、預言が進むじゃない」


　それに彼女はあっけらかんと、


「そんときは頑がん張ばって」


「いやいや、止めるよ。こいつに追われて頑張るのは、君に任まかせたいからさ～。ベリト、キリアム、ナズール、こいつの動きを止めろ」


　その声に応こたえるように、大兎の足あし下もとからなにかが出てくる。


　しかし大兎は気にしない。


　まず最初に殺すべきなのは、この女だから。


　呪詛はもう完成していた。


　あとは女を切り裂くだけだ。


　だから大兎は言った。


　女を見つめて。


　スクラルドという名の女を見つめて。





「さっさと預言を進めよう」





　薄桃ラベンダー色の刃で、彼女の体を切り裂いた。







　　　　　◆







　時雨しぐれ遥はるかは、ぼんやりと窓の外を見上げていた。


　外は陽ひが出ていて、今日も暑い。


　彼女はそれを見つめ、


「……あー、今日もお洗せん濯たく日和びよりだなぁ」


　なんて呟つぶやく。


　綺き麗れいな黒くろ髪かみのミディアムに、少しだけ寂さみしげな瞳。


　いまは夏休みで学校がないから、制服じゃなく、白いコットンワンピースを着ている。


　昨日きのう友達とショッピングにいったときに買ったばかりの服で、着てみたらわりあい似に合あってて、なんというか、これはその、大兎にも見せちゃおうかなぁ、なんて思ってお隣となりさんを訪たずねたのだが、


「…………」


　今日も彼はいなかった。


　なんでも生徒会の用事でずっと帰ってきてないらしい。おまけに遥が大兎に最後に会ったのは試験休みに突とつ入にゆうする前日で、それ以来家にも帰ってきてないというから、すでに一か月以上、大兎は家に戻もどっていないことになる。


　それに遥は、


「……大だい丈じよう夫ぶかな」


　と、心配げに呟く。


　この学校の生徒会はちょっとおかしくて、先生に対しても権力を行使するような変なところだから、大兎が妙みような事件に巻き込まれてたりしなければいいけれど。


　そんなことを思いながら、やはりこれ以上ないほど青々としている空を彼女は見上げる。


　そして、こんな日は大兎と一いつ緒しよにアイスでも食べたいなぁとか、思う。


　昨日一緒に遊んだ友達には最近彼氏が出来たみたいで、夏といえばやっぱ恋こいよねーとか、初体験しちゃったらどうしよーとか、馬ば鹿かな話で盛もりあがった。


　もちろん初体験がどうこうなんて、いまの自分にはまだ考えられないけど、でも、


「……昔みたいに、庭で大兎と花火とかしたいなぁ」


　なんてことを、呟く。


　せっかくの夏休みなのにな……


　そんなことを、彼女は思う。


　するとそこで、


「遥～、洗濯もの干ほすの手伝って～」


　という母親の声がして、それに彼女は振ふり向く。


「はーい」


　と、言おうとしたときの声が一いつ瞬しゆん暗くて、彼女は慌あわてて口を閉じる。それから目をぎゅっと閉じ、開く。にっこり笑え顔がおの練習をしてから、


「はーい！」


　と、返事する。


　せっかくの夏休みを、暗い顔して過ごしてちゃだめだよね、と、思いなおす。


　それから立ち上がり、母親を手伝いにいこうとして、


「…………」


　しかしそこで、ベッドの上に置いていた携けい帯たいが鳴る。


　それに、


「あ……」


　と、驚おどろいて、彼女は振り返る。


　その携帯の着信音が、大兎からの着信音だったから。


　そしてその音を聞いた途と端たん、頰ほおが緩ゆるむのを感じた。さっきまでの憂ゆう鬱うつな気分が、噓うそのようになくなってしまうのを感じた。


　おまけに胸がちょっと、どきどきしてしまって。


　一か月も会ってなかったから。


　大兎と、一か月も会ってなかったから、胸が痛くなってしまって。


「あうあ、あー、あー、どうしよ。ええと、緊きん張ちようで声が裏返っちゃったら……って、早く出ないと切れちゃう」


　そんなことを言いながら、彼女はベッドに駆かけ寄よる。


　携帯を取る。


　受話ボタンを押す。


「大兎？」


　と、彼女は笑顔で言う。


　すると携帯の向こうで、キーンという、甲かん高だかい音が響ひびく。頭の中がくらくらしてしまいそうなほどに高い音が響く。


　そしてそれを聞いた瞬しゆん間かん。


「…………」


　その瞬間、また、すべてを思いだしてしまった。


　自分の存在の理由を。


　自分が、《最古の魔女ラミエル・リリス》が愛す、鉄大兎を監かん視しするためだけに生まれた監視者だということを。


　大好きなはずの大兎を、自分は裏切り続けているということを、思いだしてしまう。


「…………」


　ついさっき、大兎からの電話だと思ってあれほど気持ちがはしゃいだのに、また、一気に暗い気持ちになってしまって、彼女は目を細める。


　するとそこで、電話の向こうから声がする。


『目が覚めたかい？』


　大兎の声じゃなかった。


　別の男の声。


「黒くろ守す？」


　それに、声の主ぬしが答える。


『ああ、その反応からすると、いまの音でちゃんと目が覚めるようになったんだね。手術は成功だ』


「……手術」


『君は覚えてないかもしれないけど、僕らは君を改造したんだ。いつまでも『月の裏側』の彼らをのさばらせておくつもりはないからね』


「…………」


『それに、君がずっと鉄君にやってきたことも、もうできないようにしてあるよ。君はあれだろう？　鉄君がサイトヒメアを好きになるよう、ずっと洗せん脳のうの魔ま法ほうをかけてたろう？』


「…………」


『そういうの、困るんだよなぁ。人間をあまり馬鹿にしないでもらえるかな？　そんなことをして、人間がどれほど嫌いやな思いをするか、わかってる？』


　その、言葉に、


「…………」


　遥は、泣きそうな顔になる。


　そんなこと、わかってるから。


　自分がひどいことをしているって、ずっとわかっていたから。


　だから日向ひなたに、自分を殺してくれと頼たのんだのだ。


　だからセルジュとハスガに、サイトヒメアを封ふうじてくれと、頼んだのだ。


　もうこれ以上、化物どものくだらない争あらそいに大兎を巻き込みたくなかったから。


　だから遥は、言った。


　電話の向こうにいる、《軍》の遣つかいに、


「……私だって、人間だから」


『やってることの重さはわかるって？』


「はい」


『ならもっと非ひ道どいね』


「…………」


『まあ、その声の調子だと、君は嫌々やらされてるのかな？』


　そう問われ、しかし彼女は言う。


「やった事実は変わりません」


『そうだ。でも、一応君は鉄君を救おうとした。だから君の意識を残したんだ。もしも交こう渉しようしたら、君は僕らの味方になるんじゃないかと思ってさ……』


「…………」


『君は主あるじの命令に、逆さからってるだろう？　というか、君の主はずいぶんと君を馬鹿にしてるようだ。君が勝手にサイトヒメアを封じようとしたのを、主は知らないんだろう？』


　それに、遥は言う。


「主は……私にはなにもできないと、知ってるんです。すべてが預言されてるから」


『そう。そうだね。その預言の通りにすべては進む……でも君はそれに逆らおうとした？』


「……はい」


『無む駄だだと知ってるのに？』


「……はい」


『そういうところが、君は人間なんだと思うよ。僕らと同じ、ね。だから口く説どきにきた。一緒に預言に逆らわないか？』


「…………」


　それに、遥は答えようとした。だが言葉を発する前に、黒守が言う。


『ああ、噓はつかないように。君の体はモニターしてる。噓をつけば、わかるんだ』


「…………」


『で、もしも噓をついたら、君の脳の中に埋うめこまれた呪じゆ詛そが発動して、君の意い思しを消す。君は僕らが、『月の外側の化け物』に喰くらいつくためだけに利用される、操あやつり人形になるんだ』


「…………」


『ま、僕らはどっちでもいいんだけどね。でも、君の意志で僕らの軍門に降くだるって言うんなら、いろいろと便利かなぁと思って。なにせ人間は、足あ搔がけば足搔くほど予想外に強くなるから……さて、もう一度聞こう。僕らと一緒に、君の主を陥おとしいれてみない？』


　そんなことを、聞かれる。


　そこで母親が、


「ちょっと遥～、洗せん濯たくもの」


　と、呼ぶ声がする。


　それに彼女は、部屋の扉とびらのほうを見る。


　それから今度は、窓の、外を見る。


　さっきまであれほど晴はれて、窓から入ってくる陽ひ射ざしが眩まぶしかったのに、いつの間にか部屋が急激に暗くなってきている。


　窓に、薄桃ラベンダー色の膜まくが張っていて、それが部屋に入ってこようとしているのだ。


　彼がくる。


　彼が会いにくる。


　それに遥は、言った。


「……でも、もうバレてるみたいだけど」


　すると黒守が答える。


『あれ、そうなの？　おかしいな。君の脳に埋めこんだ呪じゆ信しん機きは、『月の外側の神』には見えない構成にしたはずなんだけど……』


「…………」


『じゃあいま、君の主はそばに？』


「…………」


『なら早く決めなきゃね。僕ら側について鉄君を救うか、それともこのまま、彼を裏切り続けるか……君の好きにするといい』


　それに遥はもう一度、窓のほうを見る。


　窓は開いている。


　部屋の中に、一人の男が立っている。


「…………」


　いや、もしかしたらそいつは女かもしれない。そもそも彼らに、性別があるのかどうかを、遥は知らないのだ。


　だが、いま、目の前にいる化け物の姿は男だった。


　薄桃ラベンダー色の髪かみに、理知的な真しん紅くの瞳ひとみ。服は白い、スーツのような、ローブのような、よくわからないものを着ている。


　彼は部屋を見回し、そしてこちらを見る。


　薄うすく微笑ほほえんで言う。


「……君の部屋にきたのは初めてだね」


　それに遥は、うなずく。


「はい」


　すると耳元で、黒守が声をひそめて、


『いま、僕の声に防御呪プロテクトをかけた。君にしかこの声は聞こえてないはずだ。だから早く答えろ。そちらにつくのか、こちらにつくのか。まあ、どっちにしろ君の命はまずいことになるかもしれないけど』


　なんてことを言ってくる。


　それに遥はもう、あまりの状じよう況きようの悪さに、笑いだしそうになる。


　もしも《軍》に敵対すると言えば、黒守は彼女の意思を奪うばうだろう。脳の中に、そういう呪詛が埋めこまれているのだ。


　そしてもしも彼女が《軍》に味方すると言えば──目の前の、彼を、裏切ると言えば。


「…………」


　そのときはどうなるか、わからない。


　自分は彼に作られたのだから。


　大兎を監視し、サイトヒメアに好意を持たせるように仕向ける、という任務のためだけに作られたのだから。


　だからもしかしたら、存在ごと消されてしまうかもしれない。


　私なんて別に、彼にとっては重要でもなんでもないから。


　ただの弱い人間で。


　代わりのきく、弱い人間で。


　好きな人をずっと裏切り続けてきたくせに、それでも好きだって言っちゃうような、いやらしい人間で。


　こんな私なんか、消されちゃうかもしれない。


　そしてそれを、怖こわいと感じている自分に気づく。大兎をあんなに裏切ってきたのに、この期ごに及およんで、死にたくないと思ってしまう自分に気づく。


　おまけに意思を失うのも嫌いやだ。《軍》の操りに人形になるのも嫌だ。


　いまの気持ちのまま。


　本当の自分のまま、もう一度大兎に会いたいって、そう思う。


　いつもそんなわがままばっかり、彼女は思う。


　でも、選べるのは、片方だけだ。


　いつだって人生は、一つしか選べない。


《軍》につくか、彼につくか。


　彼が言う。


「かわいらしい部屋だ。人間の女の子は、こういう部屋で暮らすんだね。ところでその、耳にあててるものはなんだい？」


　黒守が言う。


『我われ々われ側について、鉄君を救おうと思うなら、はいと言え。そうしたら、君が噓うそをついているのかどうか、こちらには判断できる。次に君がはいと言ったときに君は──』


　が、そこで彼が、


「彼女は『はい』と言うよ、人間。愚おろかにも彼女は、自分の命なんかどうなってもいいほど、クロガネタイトを愛してるからね──」


　と、言った。


　それに、黒守の言葉が止まる。


　そして、


『……僕の声が、聞こえてるのか？』


　すると彼は、穏おだやかな調子で答える。


「なにを言ってるんだい。君の横に私はいるじゃないか。ほら、よけないと死んじゃうよ？」


『…………』


「あ、死なない。なかなかしぶといねぇ。でも別に、人間どもがなにをしようとどうでもいいけどね。ところで遥、言っていいよ。彼らの側につくんだよね？　なら、はいって言いなさい。そうすれば君の気持ちは晴れるんだろう？　今日は天気がいい。ならもっと、晴れやかな顔をしてないとねぇ。さあどうぞ。私を裏切って、はいって言いなさい」


　そんなことを、言ってくる。


　それに遥は、泣きそうになる。


　なにもかもが彼の掌てのひらの上で。


　自分のすべての気持ちや、想おもいが、なにもかも彼の掌の上で。


　いま、はいと言ったところで、もう、なにも変わらないことがわかったから。


　でもそれでも彼女は、彼を見上げる。泣きだしそうな顔で彼を見上げて、


「はい」


　と、言った。


　そしてそれで、彼に消されるかもしれないと、思った。


　でも、もうよかった。


　なにもかも無む駄だなら、せめて大好きな大兎だけは裏切らないで消えたいと、そう思った。


　ずっと裏切り続けてきたのだ。


　最後くらいは、大兎を裏切らずに……


　が、そこで彼は、


「そう君が言うって、預言に書いてあったから、それは君のせいじゃないよ」


　なんてことを言った。


「その気持ちも全部、君のものじゃないよ」


　なんてことを言った。


「いや、この世界にはそもそも、君の意思なんてないんだ。すべて決まってるんだから。人間がいま、自分で考えてると思ってることもすべて、術式の一部なんだから。なぁそうだろ、《軍フイリエル・クロス》。君はそれを知ってるはずだ。なのになぜ必死にもがく。そのなにもかもが全部、レールの上じゃないか」


　するとそれに、携けい帯たいから声がする。


『……おまえらの……』


　が、そこで彼が言う。


「おまえらのその偉えらそうな態度がむかつくんだ……？」


『…………』


「そう、僕が大人げなく君をへこませるのまで、すべて２スクデュルの預言に書かれていたねぇ。そしてそれを、君はまた、覆くつがえせなかった。もうあきらめたら？　預言は成じよう就じゆするよ」


『貴き……』


「貴様らの思う通りにはさせない？　いやいや、この預言は僕らが作ったものじゃないから。もう受け入れなさい。これは争いじゃない。ただ、そういうシナリオなんだ。足あ搔がくのは醜みにくいよ」


『…………』


　そこで黒守が、携帯の通話を切ったのが、わかった。


　それに彼が微笑む。


「はは、人間はかわいいなぁ」


「…………」


「そして遥、君もかわいいよ。そんな泣きそうな顔をして。辛つらいのかい？」


　そう問われ、それに、


「……はい」


　と彼女がうなずくと、彼は笑う。
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「すべてのシナリオが決まっていて、それをただ、僕らは演じているだけなのに辛いだなんて、本当に君はかわいいねぇ。それはあまりに滑こつ稽けいで、そして……」


　と、彼は言う。


　まるでなにか、周囲に浮うかぶ文字を読んでいるかのような、そんな様子で。


「寂さびしい、物語だね」


　と、言った。


「本当に、この術式の部分はとても綺き麗れいだ。だから君は頑がん張ばって、その役を演じきるといい。クロガネタイトが好き。でもその恋こいは成就しない。なのに君はそれをあきらめきれず、人生のすべてを棒に振ふる──寂しい、でも美しいシナリオだ。僕はそれを、楽しく眺ながめるよ」


　そんなことを、言う。


　それから彼は踵きびすを返す。


　そして、言う。


「ああ、君の頭の中の呪じゆ詛そは消したから……安心して人生を進むといい。君に《幸福》を」


　という言葉に、


「…………」


　しかしもう、彼女は答えない。


　それに彼は笑う。


「あはは」


　笑っただけで、消える。


　まるでそこには誰だれもいなかったかのように、消えてしまう。


　でも、窓は開いたままだった。


　目が眩くらんでしまいそうになるほど強い陽ひが照りつけ、空は、晴はれ渡わたっていて。


「ちょっと遥、大だい丈じよう夫ぶ!?」


　部屋に、母親が入ってくる。


　その母親のほうを、遥は見上げる。すると母親が心配げな顔で、


「え、なんで泣いてるの？　なにがあったの？」


　そう聞かれて、遥は答える。


「……なんでもない」


「なんでもないことないでしょ！　えと、どうしよ、と、とにかく、ママなんでも聞くから」


　なんて言って、母親が隣となりに座すわってくる。


　でも、そのすべてが、決められていることなのだという。


　もう、なにもかもが決められていることなのだという。


　母親が言う。優やさしく、遥の頭をなでて、


「ほら、ママに言ってごらん？」


　それに遥は、自分の感情の弱い部分が、溢あふれだしてきてしまうのを感じる。ずっと独ひとりで我が慢まんしていたものが、溢れてきてしまうのを感じる。


　喉のどが詰つまって。


　涙なみだが溢れてきて。


「私は……」


　と、震ふるえる声で言う。


「……私は、大兎が好きなの」


　と、震える声で言った。


　すると母親がそれに、


「そんなの知ってるわよ」


　と、あっさり言う。


「あ、まさかフられたの？」


　なんて聞かれて、彼女は首を振る。


「ううん」


「じゃあなんで泣くの？」


「……わかんない」


　それに母親が困ったような顔で笑って、


「いろいろあるのね」


「わかんない」


「そっか。わかんないか～、じゃあ、もっと泣く？」


　そう言って、母親が遥の頭を引き寄せて、胸に抱だいてくれる。


　しかしその言葉に、遥は首を振る。


　そして母親の胸の中で少し、預言のことを考えてみる。


　その預言には、ここで私はもっと泣くと、書いてあるんだろうか？


　それとも泣き止やむと、書いてあるんだろうか？


　それはわからない。わからないが、でも、すべてが預言されていて、まるでそのレールの上を自分がただ歩いている、と言われるのはひどく、窮きゆう屈くつな気分だった。


　自分の意思なんて本当はないと言われるのは、ひどく馬ば鹿かにされているような気がした。


　だから彼女は、言った。


　およそ預言に書かれていなさそうな、まるで脈みやく絡らくのない言葉を言ってみた。


「キャビア食べたい」


　すると母親が、


「へ？　なにそれ？」


　と、驚おどろいたような声を出す。


　それに遥は顔を上げて、母親を見る。


「だって食べたことないんだもーん」


「いやいや、そりゃ私もないけど、でも、いきなりキャビアって、どういうこと？」


　母親は戸と惑まどっている。


　それに遥は、あははと笑う。こんなに心配してくれている母親を、これ以上心配させないようにと、微笑ほほえんでみせる。


　そのまま涙をぬぐい、両手を元気に上げて、


「さー、洗せん濯たくもの干ほそかー！」


　と言うと、母親がこちらを見つめ、


「元気になったの？」


「ママのおかげ」


「おー、ママの愛が伝わっちゃった」


「うんうん」


「でも、無理に元気に見せなくていいのよ？　家族で隠かくしごとなんて、いらないんだからね？」


　そう言われて。


　そして遥は一いつ瞬しゆん、悲しげな顔になりそうになる。自分には隠しごとだらけで、また、大切な人を裏切っていて、申しわけない気持ちになる。


　でもそれでも、彼女は微笑んで、


「ママ大好き」


　と言う。


　すると母親が笑って、


「キャビアは買ってあげられないけどね」


　なんて言う。


　それに遥は言った。


「食べたくないけどね！」


「えー」


「だってキャビアなんて食べたらお腹なか壊こわしそうだもん」


「高級すぎて？」


「そそそ」


「うちの娘むすめはリーズナブル仕様だなぁ。大兎君、楽だわ」


　と、母親は言って、立ち上がる。


　それに遥は、うんっと、うなずく。


　そしてさっき、彼が言ったことは思いださないようにする。





　──クロガネタイトが好き。でもその恋は成じよう就じゆしない。なのに君はそれをあきらめきれず、人生のすべてを棒に振る──





　その言葉を、思いださないようにする。


　そして、想像するのだ。


　大兎が大人になって。私も大人になって。なんかちょっといろいろありながらも恋れん愛あいして、結けつ婚こんして、子供なんかも生まれて。


　で、別にキャビアなんか食べなくても、私は大兎といられるだけでずっと幸せで。


　ずっとずっと幸せで。


「…………」


　母親が言った。


「さてさて、陽が落ちる前に、干しちゃおかー」


　それに遥は、うなずく。


　そして自分の理想は、ママなんだなって、思う。旦だん那なさんが好きで、子供に優しくて、子供が泣いてたらちゃんと慰なぐさめて、陽が落ちる前に急いで洗濯ものを干すのだ。


　私はそうなりたい。


　できれば大兎の横で、私はそうなりたい。





「……預言なんて、絶対嫌いやだ」





　と、彼女は小さく、しかし、強い口調で呟つぶやく。


「絶対……」





　そして彼女も考え始める。


　預言に触ふれた者たちはみな、考え始める。


　すでに決まっているシナリオから外はずれる方法を。


　最後には狂くるう者もいる。


　なにもかもが預言されているから。


　なにもかもが決められていて、どれだけ頑がん張ばっても、それはシナリオ通りだから。


　でも、それでも、


「…………」


　時雨遥はもう、自分の運命シナリオに負けないと決めた。


















　　　第三章　古いにしえの竜りゆう










「なーんか。なーんかさー」


「…………」


「なーんか今日は暑いから、喉のどかわいちゃったねー」


「…………」


「あ、ゲッコーも喉かわいてるよね？」


「…………」


「あたしね、あたしね、すっごく美お味いしい飲みもの知ってるんだけどね」


「…………」


「あの、あと一本だけ、飲んでいい？　あのあの、今日は暑いから、喉がシュパーってしたいなーって。シュパーって、あの、ゲッコーもしたいで……」


　が、そのうるさい声を無視して、月げつ光こうは生徒会室の壁かべにかけられている、時計を見上げる。


　時刻は二時五十分。


　黒くろ守すがここにくると約束していたはずの一時半を、もう、一時間以上過ぎてしまっている。


　それを彼は冷たい、黒い瞳ひとみで見つめ、ポケットから携けい帯たいを取り出す。


　アドレスの、黒守、と書かれた文字を押す。携帯を耳にあてる。コール音が鳴る。何度も鳴る。だが、黒守は出ない。無視しているのか、携帯をいま、持っていないのか、それはわからないが、黒守は携帯に出ない。


　それに月光は目を細める。


　少しだけ。いや、かなり、苛いら々いらする。


「……俺を呼びつけておいて、時間に遅おくれるとは何ごとだ」


　と、彼は小さく呟つぶやく。


　そして携帯を閉じる。ポケットに戻もどす。


　それからやはり生徒会室で、楽しそうに鼻はな唄うたを歌いながらファッション雑誌をめくっていた、泉いずみのほうへと言う。


「おい、泉」


　それに彼女が顔を上げ、


「なにー？」


　と、聞いてくる。


　続いて美み雷らいが、


「あの、シュパーは!?」


　などと言ってくるが、やはり無視で、彼は続ける。


「黒守は、一時半にここにくるんじゃなかったのか？」


　そう聞くと、彼女はうなずく。


「そだよ」


「いま何時だ？」


「へ？　えーと」


　と、泉も時計を見上げる。


「二時五十分、かな」


　それに月光はうなずく。


「そうだ。もう約束の時間を一時間以上過ぎている。いったいどういうつもりだ？」


「え？　いや、どういうつもりと言われましても、私のほうにはどういうつもりもないけどね？」


「ならもう死ね」


「えええ」


「使えない連れん絡らく役はいらない」


「いやいや、黒守先生が遅れてるの、私のせいじゃないし、ってか、どうせ待つしかないんだから、紅くれない君もなんか暇ひま潰つぶししたら？　セルジュ君たちみたいに」


　などと言って、机の端はしにいるハーフエルフの馬ば鹿か兄弟のほうを指差す。


　するとセルジュとハスガが、あまりに暇をもてあましたのか、机をはさんで、腕うで相撲ずもうなどを始めている。


　兄弟で仲良く腕相撲。


　もう、その段階でこいつら頭がおかしいんじゃないかと疑いたくなるのだが、二人はかなり真しん剣けんに腕で押しあっている。


　苦しげな顔でセルジュが、言う。


「ううう、ちょ、ハスガ、そろそろ負けなさいって。人前でお兄さんを負かすなんて、みっともないでしょ」


　それにハスガが兄をにらんで、


「はっ。ないね。晩ばん飯めし代かかってんのに、手て加か減げんするかよ」


「ハスガは相変わらず、食いしん……ああ、やばい、疲つかれてきた」


「へ、へへ、俺の勝……」


　が、そこでセルジュが、さらにもう片方の手を上げて、両手でハスガの手を握にぎる。そのまま一気に、


「とりゃ」


　と、ハスガの腕を倒して。


　それにハスガが、目を大きく開く。


「あ、てめ、卑ひ怯きようだぞ」


　それにセルジュが笑う。


「だって負けそうだったんだもーん」


「だもんじゃねぇよ！　いまの兄貴の反則負けだかんな？　夕飯おごれよ？」


「いやいや、勝ったのは僕だから、夕飯はおごれな……」


　が、そこで、月光は横でうるさくペッパーペッパー言っている美雷の手から、赤い缶かんを奪うばいとり、思いっきり投げる。


「うるさい」


　するとドクターペッパーがハスガの頭にあたりかけ、しかしそれを、彼はひょいっとつかむ。


　そして鋭するどい瞳でこちらを見る。まるで挑ちよう発はつするように笑えみを浮うかべ、


「月光もやるか？　生徒会で誰だれが一番強いか決めようぜ？」


　などと、腕をぐるりと回す。


　するとそれにセルジュが、


「まあ、いまのところハスガには私が勝ったんですが」


「てめぇは反則したろうが！」


「勝てば官軍」


「ふざけ……ってまあ、腕相撲ごときで熱くなってもしょーがねぇけどさ。ただでさえ、暑いしなぁ」


　と、ハスガは生徒会室の窓の外へと目を向ける。


　それに月光も、窓の外を見る。


　雲一つない空からは、地上にいる人間を焼肉にしようとしているとしか思えないほど強きよう烈れつな陽ひの光が降ふり注そそいでいる。


　現にいま校庭で練習している野球部の生徒たちの声は、時間を追うごとに力がなくなってきている。


　そろそろ、部活の時間も終わるのだろう。


　なのに黒守はやってこない。


「……暇だな」


　と、彼は呟く。


　それが聞こえたのかどうかはわからないが、また、ハスガが言ってくる。


「んじゃ、やろうぜ月光。どっちが強いか、決めよう」


「…………」


「それともなにか？　負けんのが怖こわいのか？」


　などと鬱うつ陶とうしいことを言ってくるので、それに月光は言う。


「美雷」


　すると美雷が目をぱっと輝かがやかせて、


「の、飲んでいいの!?」


　それに彼はうなずき、


「あの馬鹿を腕相撲で負かしたらな」


「どの馬鹿？」


「あの馬鹿だ」


「ハスガ？」


　するとそれにハスガが、


「おまえらいい加減にしろよ」


　と言ったので、それに月光は彼を指差し、


「あいつを、思いっきり腕相撲で負かせ。そしたら飲んでいいぞ」


　と、言う。


　すると美雷がわくわくした顔で時計を指差しながら、


「三時！　三時のおやつは？」


「ちゃんと歯を磨みがくか？」


「磨く磨く！」


「いいだろう」


「やったぁあああああああああ！」


　と、美雷が両手を上げる。それからハスガのほうを向いて、


「やるぞー！」


　なんて言って。


　それにハスガが美雷を見下ろして、言う。


「ちびっこだからって俺、手加減しないぞ？」


「あたしも手加減しないぞー。やろやろー」


　そう言って、美雷がぱたぱたとハスガのそばにいく。しかしもう結果はわかっているので、月光はそれを見ない。彼はもう一度携帯を取り出し、それをネットに繫つなぐ。そして検けん索さくサイトで、『美お味いしい紅茶の淹いれ方』──とキーワードを入れる。


　そしてそれを読み始めながら、思う。


　暇だ。


　こんなことなら、読みかけの本を持ってくればよかった。


　とそこで、泉が言う。


「美雷ちゃんがんばれー」


　続いて美雷が言う。


「あたしがんばる！」


　さらにハスガが、


「思いっきり負けて、泣くなよ？」


　なんて言って、最後にセルジュが、


「それじゃあ僕が開始の合図をしますね。二人とも手の力を抜ぬいてー」


「いいよ」


「ほいほーい」


「始め！」


　と、号令がかかった。


　次の瞬しゆん間かん。


「とりゃ！」


　という美雷の声と、ハスガの、


「うおわ!?」


　という声が響ひびいた。


　そのままハスガの体が派は手でに床ゆかに転ころがる。


　それに月光は携帯から目だけを上げ、そして床に転がったハスガを見み下くだして言う。


「はっ、俺の勝ちだな」


「なんの話だよ！」


　怒ど鳴なりながら、ハスガが立ち上がる。痛そうに肩かたを押さえていて、


「……おまえ、化物な」


　と言うと、美雷がえへへと笑う。それからこちらを見て、


「ねねねねねね」


　とうるさいので、月光は勝手にしろと手を振ふる。


　すると彼女はやったー！　と叫さけび、ドクターペッパーを開ける。


　こいつはおやつさえやっておけば、静かなのだ。それを確かく認にんしてから、再び月光は携帯を見下ろす。次の検索キーワードはなににしようか、少し悩なやむ。


　すると部屋がやっと、静かになる。


　美雷がおやつを食べ始め、馬鹿兄弟は腕相撲で疲れたのか、それぞれ漫まん画がと、新選組がどうのこうのと書かれた小説を読み始めた。


　さっきから一言も声を発していないが、サイトヒメアが部屋の隅すみで、つまらなそうに椅い子すに座すわっている。鉄くろがねがいるときとはまるで別人のように、なにもかもに興きよう味みがないような顔をしている。


　泉がそれをぼんやりと眺ながめ、


「……しっかし黒守先生、こないね～」


　なんてことを、言う。


　だがその言葉にはもう、誰も答えない。


　そのまましばらく会話がない、静かな時間が続く。聞こえるのは炎えん天てん下かで疲れ果てた野球部員の声と、クーラーの音だけ。


　それに泉が独ひとり言のように言う。


「なんかまったりしてて、普ふ通つうの高校生みたいだねぇ～」


　もちろん誰も答えない。


「……なんかね、裁さい縫ほう部の女の子たちは、お菓か子し食べたりして、毎日こんな感じで過ごしてるみたいだよ？　裁縫好きなの、一人だけなんだってさ～」


「…………」


「もういっそ、学校とか始まんないで、ずーっとこんな感じだったら楽しいのにねー。時間がこのままさ、止まっちゃうの。そんで年もとらないでさ、ずーっとこの夏休みのままで……」


　が、そこで月光が顔を上げて、言った。


「やかましい。いったいおまえは、なにが言いたいんだ？」


　するとその問いに、泉は肩をすくめ、


「なんだろ。みんな喋しやべんないから、ここぞとばかりに私の意見を聞かせてやろうと……」


「黙だまれ」


「いやいや、聞いてって」


「おまえの意見に興味は……」


　しかしそれを遮さえぎって泉が、


「まあま、せっかく友達になって、人生に三回しかない高校の夏休みをこうやって過ごしてるんだよ？　なら、こう、お互たがいの悩なやみとか話しあっちゃったりしちゃおうよ～」


　なんてことを言ってきて、それに月光はうんざりしたような顔になる。なにか抗こう弁べんしようとして、しかし、なにを言ったところでこの女は黙らなそうだったので、


「……じゃあおまえが一番始めに喋ってみろ。どうせくだらないことだろうが、聞いてやろう。おまえはなにを悩んでる？」


　と、聞いた。


　するとそれに、泉が少しだけ目を見開く。それから腕うで組ぐみをし、少し考えるような表情になったあと、笑う。


「やば、私悩みなかった」


「そうか。俺もない。話は終わったな」


「そんなー」


　と、とぼけたように言って、泉は笑う。なにがそんなに楽しいのか、へらへら笑う。


　それからまた、しばらく生徒会室は静かになる。


　するとまた、泉が、


「……あーでも、一つ悩みあったや」


　と、言った。


　しかしもう、月光は顔も上げない。


　だが泉は続ける。この生徒会室にいる奴やつらは、人語が通じないほどの馬ば鹿かばかりなのだ。相手をしても疲つかれるだけなので、彼は話を聞かない。


　しかしそれを気にせず、泉は続けた。


「……みんなといると楽しいからさ、このまま時間止まってもいー、とか、さっき言ったけど、鉄君を救わないとねー、つまんないよねー」


　と、言った。


　それに月光は、目を上げる。


　見たのは泉のほうじゃない。サイトヒメアのほうだ。案の定じようサイトヒメアは反応している。さっきまでなにもかもに興味なさそうだったのに、いまは顔を上げて、こちらを見ている。


　それを泉が確認してから、


「黒守先生がくる前にさ、もう一度確認しときたいんだけど……鉄君って、《軍》が改造して、壊こわしちゃったんだよね？」


　なんてことを言った。


　するとセルジュとハスガも、こちらを見る。


　月光はその、生徒会委員たちの視線を受けて、携帯をポケットにしまった。


　そしてうなずく。


「そうだ」


　すると泉が続けてくる。


「で、いまの状じよう況きようはどうなってるの？　《軍》の命令で私たちは鉄君を追うのかな？　私たちは、《軍》が壊した鉄君を、《軍》の命令で追う？　それってなんか、ねぇ。どうなのかなぁ」


　と、いうその言葉に、月光は泉を見る。彼女が言いたいことは、わかる。いや、それはさっき、サイトヒメアにも言われたことだ。


　──結局はあんたも《軍》の犬じゃない。


　あの魔ま女じよは、偉えらそうにそう言ってきた。


　そしてそれは、事実だ。


　鉄大たい兎とは《軍》が壊した。


　そして失しつ踪そうした。


　その居場所を見つけたのも《軍》で、おまけにその大兎を捕ほ縛ばくする方法も、《軍》がこれから教えてくれるのだという。


　なにをやるにしても、《軍》、《軍》、《軍》で、結局自分の意思など、そこには介かい在ざいしていないように、見える。


　だがそれに、月光は言った。


　四人の馬鹿どもの顔を見つめ、


「いまはそうだ。だが、いつまでもこのままでいるつもりはない」


　するとそれに、セルジュが聞いてくる。


「……それは、《軍》に逆さからう、ということですか？」


「当然だ」


　と、月光が言うと、ハスガが笑って言う。


「はっ、その力もないのに？」


　それに、月光はハスガをにらみ、


「力が足りないのはいまだけだ。すぐにすべて引っ繰くり返すから、雑ざ魚こは黙って俺の後ろを歩いてろ」


　と、言う。


　もちろんそれに、ハスガはすぐに言葉を返してくると、思った。自分の発言に、まったく説得力がないことを、月光自身もわかっている。


　だが、ハスガはそれに、なぜかちょっとだけ楽しげに笑って、


「……ふぅん。あーそう。そういうの、いいね」


　などと言う。


　するとセルジュが弟のほうを見て、


「……大兎君のときもそうだったけど、君のそういう発言はちょっと、お兄さん心配だよ。やっぱりハスガ、そっちの気けが……」


　なんて発言を、ハスガがセルジュの頭をはたいて止める。


　それから天てん井じようを見上げ、


「しっかし、《軍》をなんとかするつもりとは、たまげたな。俺ら《軍》の中にいんだぜ？　ほんとにやれんのか？」


　すると部屋の隅すみで、サイトヒメアが口を開いた。


「……やらないと、大兎を救えない」


　それにハスガも、セルジュも、泉も、彼女のほうを見る。


　美雷は美お味いしそうにチョコを食べている。


　サイトヒメアが、続ける。


「……《軍》も、《教会》も、人間たちが考えることはいつも一いつ緒しよ。大兎はきっと、人間どもの欲よく望ぼうの餌え食じきにされる」


　その言葉に、ハスガがこちらを見て、言った。


「だとさ。人間様の御ご意見は、どうよ。なんか言えることはあるか？」


　その問いに、月光は答えた。


「《軍》どもより、俺の欲望のほうが強いところを見せてやる」


　すると泉が笑って言う。


「なんかそういう、あほっぽい発言する紅君が私好……」


「殺すぞ」


「はーい」


　と、泉が黙る。


　それを確認してから、月光は生徒会委員を見回して言った。


「……ここで線引きをしよう。俺についてこない奴は、もう消えろ。俺はいずれ《軍》に逆らう。死ぬ可能性もある。それが嫌いやな奴は、ここから出ていけ。そしてもしもここに残るなら、俺が……」


　とそこで、背はい後ごから声がする。


「俺が守ってやる、ですか？」


　と、聞き覚えのある、すかした男の声がする。


　それに月光は振ふり返る。


　するといつの間にか、生徒会室の中に、《軍》から派は遣けんされてきた、黒守が立っていた。


　年のころは二十四、五歳くらい。黒いスーツに、赤いタイ。丸まる眼鏡めがね。白い手て袋ぶくろ。


　その、黒守をにらみつけて、月光は言った。


「いいや。ここに残ってこいつらが俺についてくるのなら、俺が使ってやる、と言おうと思っていた」


　するとそれに、黒守は微笑ほほえむ。


「ずいぶんと偉そうですねぇ」


「偉いからな」


「はは、その、子供特有の自信は、いいですね。《軍》に逆らう。ふふ、そういうのは、ハスガ君と一緒で、僕も好きです。自分の運命シナリオは、自分で作る……それが人間ですよねぇ」


　などとわけのわからないことを言ってくる黒守をにらみつけ、月光は言った。


「なぜこんなに遅おくれた？　一時半の約束のはずだが？」


　すると黒守はポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出し、


「ああ、すみません、時計が止まっ……」


「戯たわ言ごとを聞くために待ってたんじゃない」


「……そうですか。じゃあ、本当のことを。ちょっとこの学校に侵しん入にゆう者しやがありまして、あやうく殺されかけてしまって……」


　それに月光は、少しだけ驚おどろく。この黒守という男は異常なほど強くて、月光や美雷では太た刀ち打うちできないほどの相手のはずなのだが、そいつが殺されかけた、というのは。


「……いったい、誰だれと戦った？」


　月光は聞く。


　すると黒守は微笑む。


「秘密です」


「貴き様さま……」


　が、それも遮さえぎって、


「僕が殺されかけてしまうような相手の名前を知っても、どうせ君にはどうにもできないでしょう？」


「…………」


「そしてもしもその相手と出会っていたのが君なら、君はもうこの世にいない。さあ困った。この学校はそういう化物に溢あふれてるのに、君はまだ、弱いままだ。なので修しゆ行ぎようしましょうねぇ」


　なんて言う。


　それにサイトヒメアが立ち上がり、黒守のほうを見て、


「……修行って、あんた、大兎の居場所を……」


　その言葉を先回りして、黒守は言う。


「知ってますよ。でもまだ教えない」


「おまえ……」


　が、それに月光は、


「馬鹿兄弟。サイトヒメアを止めろ。いまこいつと戦っても、意味がない」


　それにセルジュとハスガが、手を上げ、魔ま法ほうを使おうとしたサイトヒメアの手をつかむ。


　ハスガが発動しかけていたサイトヒメアの魔法に触ふれ、


「壊れろ」


　と言う。するとサイトヒメアの魔法があっさり消える。


　これが、この混血ハーフブリードどもの能力だった。


　ありとあらゆるものを解かい呪じゆする、ハスガの能力と、そして、ありとあらゆるものを封ふうじる、セルジュの能力。


　セルジュが、サイトヒメアの背中に触れ、


「封じる」


　と、言う。それで彼女の動きが止まってしまう。


　魔女はその二人をにらみ、


「放……」


　が、それも遮って、


「無む駄だなことはするな。勝てるようになったときに、殺せばいいだろう。いまはこいつの知識と力がいる。鉄の居場所を聞いて、そこへいく方法を知る必要がある。くだらない感情だけで騒さわぐな」


　と、月光は怒いかりに狂くるった魔女をにらむ。


　するとそれで、サイトヒメアは静かになる。目を細め、黒守をにらんで、


「……大兎はどこにいるの？」


　と、言う。


　それに黒守は答える。


「落ちつきました？」


「…………」


「まあ教えてもいいんですが、教えたところでまだ、そこにはいけませんよ。鉄君はいま、非常に危険ですからね。きっと前に出ただけで、ここにいる全員が一いつ瞬しゆんで殺されるでしょう」


　なんてことを、言う。


　それにセルジュやハスガ、泉、サイトヒメアの表情が変わる。


　泉が言う。


「いったい、鉄君になにしたの？」


　すると黒守が答える。


「あれ、紅君から聞いてませんか？　強くなってもらおうと思って不死の体を利用していろいろと実験してみてたんですが、ちょっと予想外に強くなりすぎてしまいまして……いま彼は、神しん種しゆと同じぐらいの化物になってしまっています」


　と、言う。


　それに泉がわからないというような顔で、


「しんしゅ？」


　と聞くので、月光は答えた。


「手に負おえない化物、ということだ」


　いや、手に負えないどころじゃない。普ふ通つうならそれは、人間がその名を呼ぶことすらできないような相手のはずだった。


　たとえば古竜ゲドガルド。


　それはただの竜じゃない、神話の中に、神として現れてくるような、強大な化物。


　もしくは死神エレシユキガル。


『帰らない塵地クル・ヌ・ギ・ア』を治おさめる死の象しよう徴ちよう。


　それにあの、エデルカの主あるじもそうだ。


　サイトヒメアの能力を奪うばって、鉄大兎を生き返らせたあの奇き妙みような化物も、神種と呼ばれる化物の一種。


　そのどれもが、人間が触れてはいけない場所にいる。決して人の世とは交まじわらない次元にいる。もしも関かかわったとしても、決してそこに幸福は訪おとずれない。


　少なくともあれに関わった二人は──


「…………」


　と、エデルカの主に願いを叶かなえてもらった鉄とサイトヒメアのことを考える。


　あの二人が、幸せそうには見えなかった。


　エデルカの主は、願いを叶えるかわりに、願い主ぬしの中にある一番大切なものを奪うという。


　サイトヒメアは力を失った。だから天てん魔まからの襲しゆう撃げきを許した。


　鉄は──なにを失ったのかは、知らない。だが、あの馬ば鹿かもなにか失っているはずだ。


　一番大切なものを失って、大切なものを手に入れる。それはすでに矛む盾じゆんしている。


　だが神種は、ほとんどがそういった矛盾した存在であることが多かった。


　人間が関われば大たい抵てい、まずいことになる。


　そして黒守の言葉によると、いま、鉄は《軍》にとって、神種と同じような扱あつかいになっているらしい。


　つまり人間では触れることもできないような場所にいる、ということだ。


　救うどころか、会うことすらできない、ということだ。


「でも……」


　と、セルジュが言った。


　黒守に向かって、


「あなたがた人間は……いや、《軍》は、古竜ゲドガルドをすでに狩かっている、と、以前に言ってましたよね？　この学校で数すう匹ひき、飼っている、と。そして今後、古竜ゲドガルドの退たい治じはこの生徒会の業務だと言った。それはつまり……」


　それに、黒守がうなずく。


「ええ、我々は神種をすでに狩れます。君たちがこのまま順調に成長したら、来年の頭くらいには古竜ゲドガルド退治の任務を命じてみようかな、と思ってたんですが……でも、もしすぐに大兎君を救いたいなら、いまここで神種を狩る方法を覚える必要がある。いま君たちに死なれるといろいろと困るので、《軍》の上層部は反対したんですが」


　それに泉が、


「でも、黒守先生が説得してくれた？」


　すると黒守が微笑み、泉のほうを指差して、


「その通り。紅会長がどうしても鉄君を助けたいと僕に頼たのむから、少し、頑がん張ばっちゃいました」


　なんてことを、言う。


　自分たちで鉄を壊こわしておいて、平然とこいつはそんなことを言う。


　それに月光は顔をしかめて、言った。


「おまえらのやり口には、虫むし酸ずが走るな」


「でしょうね。でも、それを変えるだけの力が君にないんだから、仕方ない」


「そうだ」


「なら従したがうしかないでしょう？」


「そうだ。だがいずれおまえを殺す」


　と、月光が言うと、黒守はこちらを見る。


「そうですか。確かに君は、僕が思っているのよりも少しだけ早く成長……」


　が、そこで月光は指をぱちんっと鳴らす。


　刹せつ那な、彼の制服の裏側に貼はられている護ご符ふの一枚が発動する。


　彼の腕うでの筋肉に電気の刺し激げきを与あたえ、その動きを加速させる。そのまま腰こしの剣けんを抜ぬく。全力でその剣を黒守に向けて放つ。


　当然黒守はそれに反応する。だが、少し遅おそい。剣が黒守の首の皮に、触ふれる。刺ささりはしない。その、ぎりぎりのところまで黒守は下がっていて、剣を見下ろす。


「……ああ、強化合宿のときよりも、さらに速い。魔法の使いどころも悪くないし、努力が見えるなぁ……いいですね。その調子です。でもいまは……」


　それに月光は剣を引き、腰に収める。そして言った。


「まだおまえに勝てなくてもいい。だがいまので判断しろ。古竜ゲドガルドを狩れるか？」


　その問いに、黒守はあっさり答える。


「無理です。すぐに死ぬでしょう。だから僕が手伝う。五匹も狩れば……なんとかコツを、つかめるかなぁ」


　その言葉に、月光は言った。


「ふむ。つまりおまえの計画はこうか。鉄が神種だから、俺たちは古竜ゲドガルドで神種を狩る練習をする。そして鉄を狩りにいく」


　するとそれに黒守は首を振ふって、


「いえ、古竜ゲドガルドを何匹狩ってもたぶん、いまの鉄君はどうにもできません。あれはもう、格が違ちがうから」


「ならどうするつもりだ？」


　それに黒守が、


「古竜ゲドガルドを狩るのは、別の神種を狩るための練習です。我々は次に、エデルカの主を狩る」


　なんてことを、言った。


　エデルカの主。


　それにサイトヒメアが、


「……彼女に奪われた力を、私に戻もどすの？」


　と、聞く。


　すると黒守は微笑ほほえんで、うなずく。


「そうです。エデルカの主を捕ほ縛ばくして、あなたの力を引きずりだす。そうすればこの生徒会の戦力もだいぶ増強されるでしょう？　ですがこれはとても危険な仕事だ。エデルカの主を狩るのは、研究班はんでは理論上可能──ということになってはいるんですが……実際にはまだ、《軍》もあのクラスの化物を狩ったことがないんです。だからエデルカの主は、《軍》総出で狩ります」


　と言ってから、こちらを見る。


「でもそこでも終わらない。鉄大兎はその、エデルカの主よりもさらに上位種だと《軍》は判定しています。いや、エデルカの主よりも遥はるかに強大な力を持っている化物が多数棲すむ場所で、いまも暴れ回っている。《軍》もまだ侵しん入にゆうできていない世界で、平然と化物どもを殺し回っている。だからこそ、いま、鉄大兎には手を出すな、と、《軍》全体が反対しているんです。というか、普通に考えればこの作戦は無む謀ぼうだ。成功する可能性がない、馬鹿げた作戦としか思えない」


　なんてことを黒守は言う。


　それに月光は聞いた。


「ならなぜ、それをやろうと思う？」


　すると黒守はまた笑って、


「もちろん君が泣いて頼むから……」


　が、その、くだらない軽かる口くちを月光は遮さえぎって、言った。


「で？」


　するとそれに、黒守は肩かたをすくめて、


「……《軍》も、シナリオから逸いつ脱だつするような行動をしなきゃだめだとわかってるんでしょう……」


　なんてことを、言う。


「いや、それにここで鉄君をなんとかする必要もあった。もう、彼は運命シナリオの中心に……」


　が、そこで黒守は言葉を止める。それからまた笑って、


「まあ、とにかく《軍》は、君たちに賭かけてみる気になってるみたいですよ。そう思ってもらえてるうちに、動きましょう。勝ち目はないかもしれませんが、でも、やるんでしょう？」


　と、聞いてくる。


　それに月光は、目を細める。


　そして他ほかの生徒会委員たちの顔を見る。


　サイトヒメアは、やるだろう。やる理由がある。


　だが、他の奴やつらはどうだ？


　こんなことに関かかわる理由が、あるだろうか？　少なくとも泉は、関わるべきじゃないと、彼は思った。ハーフエルフの兄弟は、いまの話を聞いて、やめると言いだすかもしれない。


　美雷に関しては、彼の選せん択たく次し第だいなので、どうでもいい。


　なら、自分はどうだろう──と、彼は考える。


　鉄大兎を命を懸かけてまで救う理由などない。あの馬鹿と自分は、他人なのだ。なのになぜ、救う必要がある？


　そんなことを、思う。


　だがその理由はもう、いくらでも見つかった。


　まずこれを成功させればどうやら、自分は《軍》に対して、かなり有利な立場になれそうだった。


　さらにこの案件を片づければ、この生徒会の戦力も跳はね上がる。


　なにせエデルカの主からサイトヒメアの力を取り戻し、さらに、《軍》も怖おそれるほどの化物になった鉄の馬鹿まで、こちらの味方に引きいれることができるのだから。


　つまりこの案件をすべてうまく乗りきることができれば、《軍》との関係をすべて引っ繰くり返すことができる可能性がある。


　それに、


「…………」


　それに彼は、少しはやる価値が、あるんじゃないか、と思い始める。


　そして自分が《軍》に対して優位に立つことができるのなら、ハーフエルフの兄弟も、サイトヒメアも、協力するメリットは出てくる。


　どうせこいつらも《軍》が嫌きらいなのだ。


　それどころか人間が嫌いなのだ。


　なら、この話を聞いたあとも、協力してもいいと言うかもしれない。


　碧あお水み泉に関してだけは本当に、この件に関わるメリットがまったくないが、まあ、こいつはまるで戦力にならないから、考えに入れる必要はないだろう。


　重要なのは、どのタイミングで《軍》を陥おとしいれるかだ。


《軍》も、月光が力を持ったとき、反はん旗きを翻ひるがえすであろうことはわかっているはずだった。


　だがいまは、力をくれるという。なんの見返りも要求せずに、知識をわけてくれるのだという。


　それはつまり、馬ば鹿かにしているということだ。


　どれだけ彼が強くなったところで、自分たちの掌てのひらの上だと、侮あなどっているということだ。


　だがそれに、


「…………」


　彼は腰の剣に手を触ふれて、少しだけ笑えみを浮うかべる。さっき黒守に向かって放った剣は、実際にはその首を、貫つらぬくことができたから。


　だが彼は、そうしなかった。


　黒守が自分をもっと侮るように。


《軍》が自分をもっと馬鹿にするように。


　弟の日向ひなたが、自分が上だとずっと勘かん違ちがいしていられるように──彼は、力を隠かくす。


　本当にこいつらを潰つぶすことができる力を手に入れるまでは、見み下くだしていてもらわなければ困るのだ。


　そして力を手に入れたら、すぐに裏切る。《軍》が予想できないタイミングで、こいつらを全員、潰してやる。


　だから、


「……早く始めろ」


　と、月光は言った。


「古竜ゲドガルドを狩かるんだろう？　なら、早くやれ」


　と、言った。


　それに黒守はうなずいて、


「そうだね。時間もあまりないし、やろうか」


　と、言う。


　そして生徒会室の中央へと、入ってくる。


　だがそこで月光は、


「……おい黒守」


　と、小さく呟つぶやく。


　だが黒守はそれに、こちらを向かない。


　それでももう一度彼は、黒守に向かって、


「黒守、聞こえてるか？」


　と、言う。


　今度はさっきよりも声は大きい。


　だがやはり、黒守は振り返らない。


　そしてそれは、当然だった。聞こえないように、月光は魔ま法ほうを使っているのだから。


　空気の振しん動どうをコントロールして、自分が選んだ相手にしか、音が響ひびかないようにする、魔法。


　それは黒守から盗ぬすんだものだった。黒守が以前に使ったのを見て、合宿中に解かい析せきしたのだ。


　そして、黒守はいまの言葉に、反応できていない。


　聞こえてないのだ。


　おまけに月光がその、魔法を使ったことにすら、気づいていない。魔ま術じゆつ式しきを動かしたことに、気づけていない。


　それに彼は、黒守の顔を肩ごしに見つめながら、今度こそ鋭するどい笑みを浮かべる。


　そして魔法を調節し、


「……サイトヒメア」


　部屋にいる、魔ま女じよへと声をかける。


　しかし彼女は、こちらを向かない。目だけでこちらを見る。


　彼女は気づいているのだ。


　黒守が気づけなかった月光の魔法に、気づいている。


　つまりそれは、黒守よりも彼女のほうが魔法には長たけている、ということだった。


　それを確かく認にんしてから、彼は続ける。


「今後、黒守が使う魔法はすべて、おまえが解析しろ。そのなり立ちから、派は生せいまで、すべておまえが管理して、俺たちと共有しろ」


　するとそれに、サイトヒメアが答える。


　月光と同じ、空気の振しん動どうをコントロールする魔法で。彼女は一いつ瞬しゆん見ただけで、それを操あやつってしまう。


「……こいつらを出し抜ぬくために？」


「そうだ。《軍》の持ってる技術を、すべて奪うばう」


　するとそれに、彼女は少しだけ微笑ほほえんで、


「……それ、ちょっとおもしろそうね」


　と、言った。


　だがその声は、さっきまでとは違ちがう形式で伝わってきた。空気が振動せず、直接月光の鼓こ膜まくが、振動した。


　サイトヒメアはいまの一瞬で、魔法を改良してしまった。


　どうやら彼女はもう、自分がやるべきことを理解したようだった。


　しかしそれにもう、月光はなにも言わない。魔法を打ちきる。それから黒守のほうを向く。


　すると黒守は、生徒会室の机の上に、札ふだを数枚取りだしながら、言った。


「……じゃ、いろいろと説明するから、ちゃんと聞いててね。僕ら人間よりも圧あつ倒とう的てきに強い神種を狩るときの基本は、自分たちにとって有利な場所で戦うことだ。今回はフロウルの円えん陣じんをこの生徒会室に組む。そして古竜ゲドガルドをこの生徒会室に引き寄せて、狩る」


　そう言って、黒守は札を一枚取る。親指の腹に爪つめを立てて皮ひ膚ふを切り裂さき、流れた血を、札につける。それからその札を、部屋の隅すみに投げる。するとその札が、部屋の壁かべに消えていって。


　そして黒守が、こちらを向く。


「と、こんな感じにこの生徒会室に結界を張っていくんですが……ちなみにこの生徒会室には、フロウルの円陣という強力な結界が校舎を建たてるときにあらかじめ組み込まれてまして、この札を結界に投げると、発動するようになってます。で、結界を発動するには四隅に一枚ずついるんだけど……これ、なんと一枚作るのに八億くらいかかるんですよ～」


　なんてどうでもいいことを言う。


　すると泉が、


「うわ、すっごいお金持ち……八億あったら私、高校やめるな～」


　などと馬鹿なことを言って、それからチョコを食べ終わってしまって、また鬱うつ陶とうしくなりそうな元気顔の美雷が、


「はちおくってなにー？」


　などと聞く。


　それに泉が答える。


「んとね、いま美雷ちゃんが食べてるチョコが、一億万個くらい買えるお金だよ～」


「いちおくまん!?　えと、えと、それって何個？」


「十個くらいかなぁ」


「すごおおおい！」


　と、意味不明な会話が続く。


　それに今度はハスガが、机の上の札を取る。それを見つめ、


「……結界、ねぇ。兄貴これ、そんなすごい結界の力が込められてるように見えるか？」


　と、言って、それにセルジュも札を取る。


「さて、どうでしょう。いまの説明だと、この生徒会室自体に結界の基き礎そがあるようですが……」


「じゃあその結界が見えるか？」


　が、セルジュは首を振ふる。


「まるで感じないですねぇ。でも、僕の封ふう印いんの力でも古竜ゲドガルドほどの力はきっと抑おさえられないから、よっぽど強力な結界がここには張られてるんでしょうね」


　なんてことを、言った。


　が、それに黒守が言う。


「いや、この結界に守られてる間ならたぶん、君の封印の力は、古竜ゲドガルドに通じる。古竜ゲドガルドの力が弱体化して、かわりに君の力が向上するから。でも君がこの結界に守ってもらうためには手順が……」


　しかしそこで、セルジュが爪で、自分の指の腹を切り裂く。そして札に、その血をつける。


　それに黒守は、


「ああ、そうそう。それでもう、君はこの結界に選ばれました。あとは壁に投げるんですが、四隅に投げる札はあと三枚しかないので、他の人の血もつけてから投げてください」


　と、言う。


　それにハスガも、自分の血を札につける。


　月光も机に載のっていた札に、血を落とす。


　続いて美雷が、


「痛いのやだー」


　と言い、続いて泉も、


「あたしもやだー」


　などと言ったので、それに月光はうなずいて、


「なら死ねばいい」


　と、無視することにした。


　すると二人は顔を見あわせてから、ううっと、うめく。泉が持っていたシャーペンの先で指を突ついて、あ痛いたっと、言い、続いて美雷の指も突いてやる。


　そして最後に、ハスガに生徒会委員たちの血がついた札を渡わたされて、サイトヒメアが札を手に取る。


　それから、


「…………」


　なぜか彼女はそれを、鼻で笑う。


　彼女がなにを笑ったのかは、わからない。


　彼女は札に、自分の血をつけないまま、壁に投げた。すると札がまた、壁の中へと消える。


　なぜ、彼女が結界と契けい約やくしなかったのか、それはわからない。


　しかし月光は、なにも言わない。


　彼女にはもう、考えがあるはずだった。


　さっきの、空気の振動をコントロールする魔法と一いつ緒しよだ。彼女はこの、フロウルの円陣とかいう魔法についても、触ふれただけで相当量の解析がすんでしまっているはずだった。


　だからこそ、世界中の組織がこいつを怖おそれるのだ。


　ありとあらゆる魔法を操あやつる、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる化物を、怖れるのだ。


　その魔女の姿を見つめ、それから月光も、自分が持っていた札を壁に投げる。


　続いて生徒会室の全員が、最後の札を持っていた美雷のほうを見て、彼女はそれに、驚おどろく。


「え、え、なになに？」


　それに月光は言った。


「いいからそれをおまえの後ろの壁に投げろ？」


「どれを？」


「その札をだ」


「この痛いの？」


「いいから早く投げろ」


　と、言う。


　それに美雷が札をこちらに投げようとして、


「後ろだと言ってるだろうが！」


「あう……えと、はい！」


　と、彼女は背はい後ごの壁に、札を投げる。
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　するとその札も壁に吸収されて。


　しかし、なにも起こらない。


　だがやはりサイトヒメアだけが、珍めずらしげにくるくると周囲を見回している。そのまま少し下がって、壁に触れる。


「ふぅん」


　と、呟つぶやく。


　それに月光は聞く。


「これでもう、結界は発動したのか？」


　すると黒守が答える。


「ええ、もう発動しました。これでここは僕らの領域です。いや、実際にはお互たがいの力の差は変わらないんですが……ま、詳くわしい説明はいいでしょう。ここでは僕らが有利で、敵が弱体化する、ということだけわかっていればいい。じゃあ次は、古竜ゲドガルドをここへ誘おびき寄よせましょう」


　と、指を生徒会室の奥の、白い壁へと向ける。それから、


「座標はフレ・ピレル・ロ・ルクスエ。《聖地》に命じて、《道み程ち》を開けてください、紅君」


　と、言う。


　それに月光は、壁を見る。


　この生徒会室には、彼しか使うことのできない、特とく殊しゆな次元の穴がある。その穴はありとあらゆる場所に、《道み程ち》を繫つなぐことができるのだが。


　とそこで、泉が、


「ちょっとタンマ～。待った待った。先生質問があります！」


　と、手を上げる。


　それに黒守はそちらを見て、


「はいなんでしょう、泉さん」


　その言葉に、泉は言う。


「ええと、いまの座標って、あれですよね？　古竜ゲドガルドとかいうのが棲すんでる場所に、この壁が繫がっちゃうんですよね？」


　黒守はあっさりうなずく。


「そうですね」


「その、あの、じゃあ、いきなり穴があいた瞬しゆん間かん、その古竜ゲドガルドとかいうのが襲おそってきたりしちゃったり、しちゃうわけですよね？」


「ありえますね」


「なのに、私たち全然準備とかしないで、突とつ入にゆうしちゃっていいのかな？」


　するとそれに、黒守が答える。


「もう準備はしたじゃないですか。フロウルの円えん陣じんを組んだ。あとは力が足りてれば、真まっ向こう勝負で古竜ゲドガルドにも勝てます」


「足りなければ？」


「僕以外は全ぜん滅めつですね。でもその程度なら死んだほうがいい。この先に進むと決めたんなら、ここくらいで死ぬようじゃ、どうにもなりませんよ」


　なんて言葉に泉は、また両手を上げて、


「うおー、なんか私だけ一いつ般ぱん人じんなのに、すっごいやばい感じになってきたー」


　と言いながら、しかしなぜか、彼女は楽しそうに笑う。


　そして立ち上がり、《道み程ち》が開く壁とは反対方向へと逃にげる。


「じゃあ私このへんでちっちゃくなってるから、みんな守るようにー」


　などと言う。


　それに月光は、


「おまえは邪じや魔まだ。外に出てろ」


　と命じようとするが、しかし黒守が遮さえぎって、


「いえ、彼女にもいてもらいましょう。そのほうが難なん易い度どがあがるし、フロウルの円陣の中で極限状態を体験すれば、彼女にも少しは魔ま術じゆつの才能が目覚めるかもしれない。なので、泉さんにはいてもらいます。彼女を殺されないようにしながら、古竜ゲドガルドを捕ほ縛ばくする」


　と、言う。


　それに泉がこちらを見て、


「だってさー。私死ぬ前に絶対食べたいプリンっていうのがあるから、なるべく守ってね」


　なんて言ってくる。


　それにセルジュが、


「じゃあ僕が命を懸かけて守りましょう」


　と言って、泉がそちらに舌を出す。


「まーたどこの女の子にでも言ってそうなこと言って～。でもちゃんと守ってねー」


　と、手を振る。


「ハスガ君もね！」


　と、言う。


　しかしハスガはそれに、肩かたをすくめるだけで応こたえる。白い壁のほうを見て、


「んな軽かる口くちたたけるような状じよう況きようじゃねぇと思うけどなぁ。古竜ゲドガルドを狩かる……ほんとにできんのかね？」


　すると黒守がそれに、


「何人死ぬか、楽しみですね」


　などと言ってから、こちらを向く。


「じゃ、始めましょうか。紅君、《道み程ち》を座標に繫つないで」


　そう、命じてくる。


　それに月光はもう一度、白い壁を見て、


「美雷、ちょっとこっちにこい。おまえの封ふう印いんを解といておく」


　と、言う。


　すると美雷が目を大きく見開き、それからなぜか緊きん張ちようしたような顔になる。そのまま周囲をきょろきょろ見回しながらこちらに近づいてきて、小声でこそこそと、


「あ、あの、ゲッコー、みんなの前であたしにキ、キスを……」


「うるさい」


　と、馬ば鹿かの頭をつかむ。自分に引き寄せ、その額ひたいに唇くちびるを押しつける。


　すると美雷が、


「ひゃっ」


　とか言って。


　次の瞬間、彼女にかけられていた封印が解け、彼女の中の悪あく魔まの力が解放される。


　ポニーテールを作っていたゴムが弾はじけ飛び、髪かみが稲いな妻ずま状に宙を舞まう。瞳ひとみが金色にきらめき、全身が雷いかずちを帯電し始める。


　そのまま彼女はこちらを見て、やはり小声で、


「だからみんなが見てるって言っ……」


　が、もう彼女の言葉を、月光は聞かない。


　そのまま腰こしの剣けんを引き抜ぬく。


「開けるぞ」


　と、言う。


　すると生徒会室全体が、緊張したのがわかった。セルジュも、ハスガも、そしてサイトヒメアも、壁のほうへと目を向けて、戦せん闘とう態勢になる。


　黒守でさえ少し緊張しているようで、これからやることの厳きびしさが、伝わる。


　それに月光も剣を持つ手に、力を込こめる。


　そして、言った。


　頭の中に座標を思い浮うかべ、《聖地》に向かって、


「開け」


　と、命じた。


　瞬間、白い壁に次元の歪ゆがみが生まれ、あっさり穴があく。


　古竜ゲドガルドが棲む場所に、簡単に生徒会室が繫がってしまう。


　それを、部屋にいる者たち全員が、見つめた。


　穴の向こうは真っ暗だった。どこか洞どう窟くつのような場所なのか、それともそこには、光が存在しないのか。


　もしくは古竜ゲドガルドだけが見える光でそこは照らされていて、人間には見えていないだけ、という可能性もある。


　だが、少なくともそこには闇やみしかなかった。


　いや、黒といってもいい。


　その黒を、月光は見つめる。いつ古竜ゲドガルドが襲いかかってきてもいいように、彼は全身を緊張させる。


「…………」


　だが、それから二十秒ほどしても、穴からはなにもやってこなかった。


　生徒会室に響ひびくのは、クーラーの音と、他の生徒会委員たちの息いき遣づかいだけ。


　そこで泉が、緊張したような声こわ音ねで言った。


「……こないね」


　それに美雷も、緊張した面おも持もちで穴を見つめながら、言う。


「なにが？」


「えー、そこから？　全然聞いてなかったの？」


　という問いに、美雷は心外だとばかりに、


「聞いてたよ！　チョコ食べ終わってからはちゃんと聞いてたけど、でも、でもなんか、話難むずかしかったじゃん！」


　と、怒おこったように言う。


　それに泉は美雷のほうを見て、


「あ～、まあ確かに難しかっ……ってそんな話してる場合じゃなかった。えと、じゃあ簡単に説明するから、ちゃんと聞いてね」


「うん」


「あの穴からすっごい化ばけ物ものがくるはずで、みんなで戦うはずだったんだけどね」


「ふむふむ」


「なんかこないねーって話」


「おおおお、わかった！」


　と、力強く美雷は言って、むむむと厳しい顔で、穴をにらみ始める。


　それに泉が笑ってから、


「なんか説明したら、すっごい簡単な話で私もびっくりしちゃった」


　などと言う。


　しかしその間も、穴からはなにもやってこない。


　それに月光は黒守のほうへ、言う。


「どうなってる？」


　すると黒守が答える。


「座標のそばにいなかったんでしょう。ですが古竜ゲドガルドは、とても小さな世界にいます。古竜ゲドガルドが創つくった、古竜ゲドガルドだけが棲む世界に。だからこの、すぐそばにいるとは思うんですが……問題は、侵しん入にゆうを気にしない竜もいるんですよねぇ。自分たちを絶対的な存在だと思っているから、侵入者を無視したりする」


　という言葉に、月光は言う。


「なら、どうする」


「誰だれかが誘おびきださないと」


「どうやって」


「それは自分で考えてください」


　という言葉に、生徒会のメンバー全員が、こちらを見る。そして、どうする？　誰がいく？　という顔をする。


　当然こういう場合は、不死身の鉄がいくべきなのだが、いまあいつは、ここにはいない。


　なら、


「サイトヒメア」


　と、魔ま女じよの名前を呼ぶ。


　すると彼女はすでに指を回して、魔ま法ほうを唱となえている。


「＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝」


　彼女の白い喉のどが、人の耳では聞きとれない、高い音程で呪じゆ文もんを詠うたう。


　直後、指先から小さな黄色い光で出来た目玉が生まれる。


　そしてその魔法を月光は一度、見たことがあった。


　目玉の尻しりの部分に生えた尻尾しつぽがサイトヒメアの頭に刺ささり、どうやら目玉が見た景け色しきを、彼女に送る魔法のようだった。


　そのまま、目玉が彼女の手を離はなれる。そして生徒会室の壁にあいた穴へと入ろうとする。


　しかしそこで、その、目玉をなにかがつかんだ。


　穴から出てきた、手のようなものがつかんだ。


　それが人間の手じゃないのは、すぐにわかる。四本しかない指の先が、さらに四本に枝分かれし、触しよく手しゆのようになっているのだ。


　その触手がサイトヒメアが生みだした目玉をつかみ、しかしすぐに離す。手を開く。


　刹せつ那な、


「よけろっ！」


　黒守が叫さけぶ。


　その次の瞬しゆん間かんには、目の前に触手が迫せまってきていた。触手が、伸のびたのだ。


　それに月光はとっさに剣を振ふるいながら、


「くそ」


　と、うめく。そして自分を襲おそおうとした触手を、剣で切る。


　それから状況を確かく認にんする。


　伸びた触手は一本だけではなかった。四×四本──合計十六本の触手が他ほかの連中にも襲いかかっていて。


　サイトヒメアはそれを、魔法で防いだようだった。


　美雷も、ハスガも、それをなんとかよけている。


　だが、泉は──


　と、月光は背後を振り返る。するとその、泉の前に、まるで彼女を守るかのように、セルジュが立っている。


　そしてその彼の胸に、触手が刺さっている。傷はひどい。すぐに手当てしなければ、死んでしまうだろう。


　それにハスガが、


「兄貴!?」


　と叫ぶ。


　さらに泉がその後ろで、


「うそ、うそうそなんで!?」


　などと言う。


　しかしそれを無視してセルジュがこちらを見て、


「ああ、くそ、いきなりよけ損そこなっちゃいまし……」


　が、言葉はそこまでだった。セルジュの胸を貫つらぬいた触手の先が、さらに数本に分かれ彼の体をつかむ。そのまますごい勢いで穴の向こう側へと引きずりこもうとして。


　黒守が叫ぶ。


「止めろ！　結界に守られてない向こう側につれていかれたら、もう助けられない！」


　それにハスガが動く。


　拳こぶしを振り上げ、


「破は壊かいする！」


　と、それを振るう。拳には赤い光が宿っていて、触手にあたろうとした、刹那、触手がグニャッと曲がる。ハスガの拳をよけてしまう。


　それにハスガが、


「くそが！」


　と、うめく。


　しかしもう、セルジュは穴の、向こう側へと連れ去られようとしていて。


　黒守が言う。


「だめだ。もう彼は切り捨すてる。絶対にあとを追うな……」


　が、それを無視して、月光はそばにいた美雷に命じる。彼女の顔に向かって足を振り上げて、


「美雷、俺をあの穴に投げろ」


「え、え」


「早くしろ！」


　と、怒ど鳴なる。


　それに美雷はうなずき、月光の足をつかむ。そして、


「とりゃ！」


　と、月光を投げる。その、彼女の手を足場にして、彼は飛ぶ。穴に入りかけたセルジュのすぐ横までいき、剣けんで触手を切り飛ばす。だが、そのときにはもう、彼の体は穴の向こう側へと侵入してしまっている。


　暗い、光のない世界へと入り込んでしまっていて。


　しかしそこで、足がなにかにつかまれる。そのまま誰かが、彼を生徒会室に引き戻もどしてくれようとする。


　月光は、セルジュの体をつかみ、


「早く戻せ！」


　と、怒鳴る。


　しかしその瞬間、闇やみの向こう側になヽにヽかヽがいるのが見えた。


　人型の、生き物。


　だがやはりそれは、人じゃない。あきらかに人じゃない。体の大きさは、おそらく電柱くらいある。全身青黒い皮ひ膚ふに、胴どう体たいからは数百本の触手を生やしている。


　そしてその頭には、口がある。顔一面にいくつもの、牙きばの生えた口があって、それが大きく開くと、





《ソノママ、自殺シナサ……》





　が、そこで生徒会室に引き戻される。彼の足を引っ張ぱっていたのは、サイトヒメアだった。彼女が魔法で編あんだ光の網あみで彼の足をつかみ、こちらに引き戻してくれたのだ。


　だがそれは、少し遅おそかった。


　月光は頭を押さえる。強く押さえる。なぜなら頭の中に、さっきの化物の声が何度も、何度も響ひびいていて。


　自殺しろ。


　自殺しろ。


　そのまま自分の手で、消え……


　が、そこでハスガが、


「その魔法を、破壊する！」


　そう言って、月光とセルジュ、二人の体を殴なぐった。
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　それで魔法が解とける。


　さっきまで響いていた声が突とつ然ぜん消えて、月光は正気を取り戻す。それから顔をしかめ、


「くそ、声だけで殺されかけ……」


　しかしその言葉も、途と中ちゆうで止まる。


　穴から、さっきの化物がこちらに入ろうとしてきたのだ。


　口だらけの巨きよ大だいな顔が生徒会室の中へと入ってきて、


「アレェ、シンデない……僕の声が、キエタ。ナンダナンダ、ココはいったい、ドウナッテル？」


　などと言う。


　それからまた、口が開く。大きく開く。そして、





《ソノママ、キエロ》





　と、言った。


　刹那、全身に呪のろいが広がったのがわかった。


　全身の細さい胞ぼうが、死にたくなるのがわかった。


　だが、さっきほどの強さじゃない。さっきほど強きよう烈れつに、その呪いに体は反応しない。


　おそらくは、結界の力だ。結界が張られたこちら側に古竜ゲドガルドが入ってきたので、敵は弱体化し、こちらは強化された。


　だが、それでも、とても勝てるような相手には見えなかった。


　ただ一言で、黒守を除のぞいた教室中の仲間たち全員に、呪いが作用してしまっている。


　本当にただ、一言で、全員が動けなくなってしまっている。


　それに黒守が言った。


「ゲームオーバーですね。今回はここまで。僕が古竜ゲドガルドを……」


　が、その横から苦しそうな顔をしているサイトヒメアが、


「ああああもう、よし……呪いの解かい析せき、終わった。あんたの呪い、そのまま返してやる」


　と、言う。


　そして古竜ゲドガルドに向かって、細い手を伸ばす。両手を大きく動かして、光の模も様ようを空間に描えがいていくと、そこにいくつもの口が生まれる。まるで古竜ゲドガルドの頭にあるような口が、いくつも生まれ、その口が、





《ソノママ──》





　しかし古竜ゲドガルドがそれに笑った。


「オソイオソイオソイ」


　そしてまた、触手が伸びる。魔ま法ほうに夢中で、前を見ていないサイトヒメアのほうへと向かって数十本の触手が伸びようとして。


　しかしその、触手に向かって月光は言う。


「遅いのは、おまえだ」


　そして剣を突つきだす。


　漆しつ黒こくの剣。


　ありとあらゆる魔を祓はらうことができる、凶剣スペル・エラーを古竜ゲドガルドの首に刺す。そして、


「祓え、凶剣スペル・エラー！」


　そう叫さけぶ。


　するとそれに、凶剣スペル・エラーの黒い刀とう身しんが、さらに黒く輝かがやく。そして剣の呪いが古竜ゲドガルドを侵しん蝕しよくし始める。


　これで古竜ゲドガルドを、殺せるはずだった。


　この剣は、そのための剣なのだから。


　神も、悪あく魔まも、すべてを祓うことができる、特とく殊しゆな剣なのだから。


「…………」


　しかしそれに、古竜ゲドガルドが言う。


「アアア、ソレハマズイ、マズイ、ノロイヲトメヨウ」


　と、触しよく手しゆを振ふり回す。そしてあっさり、凶剣スペル・エラーに呪われた自分の首を切り飛ばしてしまう。


　なのに、死なない。


　残った体は元気に動いて、触手を月光へと放ってくる。


　その、何十本もの触手の先が、まるで竜りゆうの口のように鋭するどい牙を生やし、月光の頭に喰くらいつこうとして。


　しかし、


「ゲッコーに、触さわるなー！」


　と、その触手に向かって、美雷が蹴けりを放つ。ただの蹴りじゃない。稲いな妻ずまで帯電した足で触手を蹴り飛ばして。


　それにあたった触手が、粉々に砕くだける。


　だがそれでも触手は残っている。


　残った触手が月光の肩かたを喰い千ち切ぎる。胸を喰い千切る。


　そして最後に、彼の首に喰らいつこうとしたところで、





《ソノママ、キエロ》





　サイトヒメアが生みだしたいくつもの口が、言った。


　刹せつ那な、古竜ゲドガルドの動きが止まる。月光の体に喰らいついていた触手が、彼の体を離はなし、そして急に、自分の体を喰らい始める。すると古竜ゲドガルドの体はどんどん小さくなっていく。


　だがそれでも、全身の緊きん張ちようを解とかない。


　いつそいつが反はん撃げきしてくるか。


　いや、これで本当に倒たおしたことになっているのか、それすらわからないからだ。


　しかしそれに黒守が、


「……終わりましたね。ハスガ君、ヒメアさんが古竜ゲドガルドにかけた呪いを、解かい呪じゆしてあげてください。ここまで弱れば、捕ほ縛ばくできます」


　そう言った。


　それにハスガが黒守のほうを見て、それから、古竜ゲドガルドの体に対して、手をあてる。


「その魔法を、破は壊かいする」


　と呟つぶやき、赤い、膜まくのようなものを、古竜ゲドガルドの体に移す。


　すると古竜ゲドガルドの動きが止まる。


　その、動かなくなった古竜ゲドガルドに対して、黒守が一枚の札ふだを放つ。その札の効果がどういったものなのかはわからない。だが、札は古竜ゲドガルドの体を包んで、その体を消してしまって。


　月光はそれを見つめ、言った。


「……封ふうじたのか？」


　すると黒守はうなずき、


「ええ。いやぁしかし、みなさん意外と頑がん張ばりましたねぇ。まさか死人をださずに古竜ゲドガルドを封じられるとは思ってませんでした。これはすごい。優ゆう秀しゆう優秀」


　なんてことを言う。


　だが、もう誰だれも、それには答えなかった。


　確かに死人はでなかった。だが、セルジュは血を流して、床ゆかに倒れている。泉はそのセルジュのそばで、必死に彼の胸にあいた穴を押さえている。


　月光も、体中に喰らいつかれてしまい、全身に力が入らない。


　他ほかの奴やつらもそうだろう。


　一度は古竜ゲドガルドに呪われたのだ。結界の力で相手の力は弱っていたはずなのに、全員が殺されかけてしまった。


　黒守がそれに、言う。


「でも、僕の命令を聞かなかったのは、問題だなぁ。向こうの世界にはいくなと言ったでしょう？　今回は運よく戻もどってこれまし……」


　しかしそれを遮さえぎって、


「おまえの命令など聞くか。いいから早く、あの軟なん弱じやくエルフを手当てしろ。その落ちつきぶりからすると、助けられるんだろう？」


　と、言う。


　すると黒守は微笑ほほえみ、


「……ま、それが君の強さというのなら、それでもいいんですけどね。じゃあ少し休きゆう憩けいしましょうか。セルジュ君と、月光君の手当てをしたら、また修行を再開します。もう五匹ひきも古竜ゲドガルドを狩かれば、コツもつかめてくるでしょう。そうしたら、エデルカの主あるじを狩る」


　と、言う。それから床に倒れているセルジュのほうを見る。


　そのときにはハスガも兄のほうへと寄っていて、


「この、馬ば鹿か兄貴が、なんでこんな女をかばうんだよ」


　なんて言って。


　しかしセルジュはもう、答えない。意識を失っているのだ。


　それに傷を押さえている泉が半泣きの顔で、ごめん、と言う。


　それにハスガは顔をしかめるが、それに泉がまた、


「ごめんね」


　と言って。


　それにハスガが、


「ああもう、おまえが謝あやまるこっちゃねぇから。この馬鹿兄貴が勝手に守って、勝手にぶっ倒れたんだよ。ったく、こいついっつも女が関かかわるとこうなんだよなぁ」


　と、ハスガがセルジュの体を抱かかえる。


「で、どこで手当てしてくれんの？」


　と聞くと、黒守が答える。


「この学校の地下の、《軍》の本部で」


「ほんとに助かるんだろうな」


「ええ。そのくらいの傷なら、三時間もあれば治なおせます」


「もし兄貴になんかあったら……」


「僕を殺しますか？　あなたにはできないでしょう？」


「…………」


「でも、ちゃんと治しますから安心してください。さあいきましょう。紅君の傷も一いつ緒しよに治すので、ついてきてください」


　と言われて、月光も立ち上がる。


　それに、いままで緊張で麻ま痺ひしてしまっていた痛みが、体に戻る。


　肩と、胸の肉を喰い千切られてしまっているのだ。それもその傷は浅くない。傷のあるほうの腕うでは、動かなくなってしまっていて。


「…………」


　しかし彼は、なにも言わない。


　胸のあたりで美雷が心配そうな顔でこちらを見上げ、


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　そう聞いてくるが、それに彼は、


「問題ないな」


　と、答える。


　それから黒守のほうを見て、


「《軍》にいくのは──」


　すると彼は微笑んで、


「全員できてもらって、かまいませんよ。なにせ君らは古竜ゲドガルドを狩った。一年目生徒会長が率ひきいるチームで、古竜ゲドガルドを狩ることができたのは、君らが初めてです。きっと、《軍》も第二階層くらいまでは、受け入れてくれるでしょう」


　などと言う。


　そしてそれに、月光は目を細める。


　そうなのだ。この生徒会室は、《軍》とかいうわけのわからない組織に運営されているわりに、生徒会が《軍》の領域テリトリーに踏ふみこむことを禁止していた。


　少なくともいままでは、月光は《軍》の連れん絡らく役がいる、第零ゼロ階層までしか、入ることを許されていなかった。


　それが一気に第二階層だという。


　いったいこの学校の地下に、何階層まであるのかは知らないが。


「……少しは進んだな」


　と、呟くと、黒守が言う。


「まだ一学期が終わって、夏休みに入ったばかりなのに、もう第二階層ですよ。すごい進歩です」


「別におまえらに評価されたいわけじゃない」


「ま、君はそうでしょうが。でも、顧こ問もんとしては鼻が高いなぁ」


　なんて言う。


「こんなに早く古竜ゲドガルドを狩れたとなると、本当に《軍》の、君たちに対する評価も変わるかもしれない」


　なんてことを、言う。


　だがそのどれも、どうでもいいことだった。


　本当に、《軍》からの評価などどうでもいいのだ。


《軍》の掌てのひらの上にいる限り、自由はないのだから。


　だから月光はもう一度、サイトヒメアのほうを見る。すると彼女は古竜ゲドガルドを封じた、札のほうを見つめている。


　おそらくはあの札にかけられた魔ま法ほうを、解かい析せきしているのだろう。


　彼女は淡たん々たんと、自分がやるべきことを続けている。必死なのだ。鉄を救い、その後その鉄を、《軍》からも救うにはどうしたらいいのかを、考え続けている。


　なら、問題ない。


　このままサイトヒメアを連れて、《軍》の第二階層にいけば、もう少し収しゆう穫かくがあるだろう。


　その第二階層、という場所が《軍》にとってどの程度重要なのかはわからないが、すぐに内側から喰くらい潰つぶしてやる──と、彼は思う。


　それから月光はもう一度黒守のほうを見て、


「さあ、いくならさっさとしろ。エルフが死ぬぞ」


　と言った。


　するとそれにハスガが、


「名前で呼べよ。それに俺らはエルフじゃねぇし」


「じゃあなんだ？　使えない豚ぶたか？」


「はぁ？　てめぇふざけ」


「さあいくぞ。だらだらしてる時間はない」


　と、月光はハスガから目をそらし、歩き始める。


　歩くたびに、胸と、肩かたが痛い。それに顔をしかめながら、


「……あと古竜ゲドガルドを五匹。それからエデルカ……鉄……《軍》……まったく、やることが多くて困るな」


　そんなことを呟いて、彼は生徒会室を出た。


















　　　第四章　二匹の魔女










　白い部屋。


　真っ白い部屋の中に、ヒメアはいた。


「…………」


　そこは《軍》の施し設せつ。


　校長室とかいう名前の部屋の隣となりの壁かべに転送結界が張はられていて、その向こう側がここに繫つながっていた。


　座標でいうと、学校が建たっている土地の、地下深く。そこに広大な施設が造つくられているのだという。


　その、施設の一室に用意された待合所で、彼女は椅い子すに座すわっていた。


　他にも悪あく魔まの娘むすめや、生徒会の書記をやってる人間、混血ハーフブリードの弟がいる。《軍》の医い療りよう班はんが、月げつ光こうとセルジュの傷を治ち療りようし終わるのを待っているのだ。


　だが別に、そんなことはどうでもいい。


　それよりも、


「…………」


　と、ヒメアはやはり、部屋を囲む白い壁を見る。そこには、他ほかの生徒会委員には見えていないようだが、いろいろな術じゆつ式しきの魔法が巧こう妙みようにカムフラージュされて、描えがかれている。


　それもそこに描かれているのは、ヒメアも見たことがないような珍めずらしい魔法ばかりで、


「……《軍》が、強いわけよね」


　と、彼女は呟つぶやく。


　おそらくそれは、生徒会室にある《聖地》の力によって、ありとあらゆる異世界へと攻せめ入り、奪うばい取った技術なのだろう。


　そこには、すでに失われたと言われている古代語が、いくつも組み合わされて並んでいて。


　それを翻ほん訳やくし、読んでいきながら、いま、ここでなにが行われているのかを、彼女は調べる。


　そしてどうやらこの部屋には、ここにいる者の能力を解かい析せきするための魔法がかけられている、ということがわかった。


　こちらに気づかれずに、体の中まで調べることができるよう、部屋中に術式が描かれている。


　それに彼女は、


「……ま、見せないけどね」


　と、呟く。そして小さく指で、ミニスカートから伸のびた自分のふとももに文字を描く。するとすぐに、魔法が発動する。


　この部屋に張り巡めぐらされている魔法を、狂くるわせる魔法が動き始める。


　これでしばらくは、《軍》の奴やつらにこちらの情報が漏もれるのを防げるはずだった。


　まあ、


「……いまさら防いでも、とっくに私たちのことは調べ終わってるかもしれないけれど」


　そう呟きながらも、彼女はさらに部屋の文字を読み進める。そこに書かれている文字の順番から、その文字の読み方を推測して、自分の中に蓄ちく積せきしていく。


　文字の断だん片ぺんだけで、彼女はその文字で発動できる魔法を、自分の中でいくつも生みだしてしまう。


　とそこで、


「ねえね、ヒメちゃん」


　などと、人間が声をかけてくる。


　泉いずみとかいう名前の、人間だ。


　しかし彼女は返事をしない。そんな場合じゃないのだ。大たい兎とを救う必要がある。自分のミスによって壊こわされてしまった大兎を、助ける必要がある。


　そのためには、力がいるのだ。


　強大な力を持つ、《軍》を出し抜ぬくことができるほどの、力がいるのだ。


　いまの自分ではさっきの古竜ゲドガルドですら、殺すことはできない。だが《軍》は古竜ゲドガルドを何なん匹びきも狩かっているのだという。神しん種しゆを、何匹も監かん禁きんし、実験材料にしているのだという。


　そんな巨きよ大だいな組織を相手にするには、まるで力が足りない。


　だから彼女は、必死に部屋にある、文字を読む。魔法を詠よむ。自分がまだ手に入れていない知識を、凄すさまじい勢いで吸きゆう収しゆう──


　が、そこでまた。


「ねえって」


　うるさい人間が、言う。


　それにヒメアは顔を上げ、そちらを見る。自分よりもスカートを短くしている泉が、さらにこちらに近づいてきて、こちらを見ていて。


　それに一いつ瞬しゆん、大兎もあれくらいスカートを短くしたほうが、かわいいって思ってくれるのかな──なんて馬ば鹿かなことが頭をよぎる。それからいま、自分のそばに大兎がいないことに、泣きそうになる。


　表情には出さないが。


　くだらない人間の前でなど、絶対に感情は面おもてに出さないが。


　ヒメアは泉を見上げて、言う。


「なに？」


「あのさ、ちょっとお願いがあるんだけど」


「私は人間の願いなんて聞かない」


「そー言うと思ったけどさー」


　などと慣なれ慣れしく言いながら、泉は椅子を引っ張ぱってきてヒメアの隣に置き、そこに座る。


　それに彼女は鬱うつ陶とうしげに泉を見て、


「だから、なに？」


「あのさ」


「うん」


「ヒメちゃんって、魔法が得意なんだよね？」


　と聞かれ、それにも彼女は、うんっとうなずく。


　すると泉が、


「私にもさ、その、魔法教えてくれないかな？」


　なんてことを、言う。


　それにヒメアは目を細め、


「あなたは《軍》に習ならってるんじゃないの？　黒くろ守すのお気に入りだと思ったけど？」


　そう言うと、それに泉は困ったように笑う。


「そーなんだけどね。黒守先生にも、ちょろちょろ教えてもらってはいるんだけど……でも、私あんまり才能ないみたいで」


「じゃあ無理じゃない？」


「いやいや、そー言わずにさー、なんか教えてくんないかな。黒守先生と、ヒメちゃんじゃ、使える魔法の種類が違ちがったりするんでしょう？　なら、私に向いてる魔法とか、あるかなーっとか思って」


　なんてことを、言う。


　もちろん、そういったものはあるかもしれない。本当に《軍》は、魔法の使い方自体が、ヒメアとは違うのだ。


　だが、


「なんで私があなたに教えなきゃいけないの？」


　と、彼女は言う。


　すると泉は笑って、あっさり、


「え、だって友達じゃん？」


　なんてことを言ってきて。


　人間の分ぶん際ざいで、友達だ、なんて言ってきて。


　それにヒメアは、


「……友達？」


　と、呟く。


　すると泉はうんうんうなずいて、


「そそ、同じ生徒会の友達。それも一いつ緒しよに大兎君を助けよう仲間じゃん？」


　と、そんなことを言う。


　大兎を助けよう仲間。


　その、言葉に、ヒメアは目を細める。そして不思議そうな顔で彼女を見つめ、


「それ、ずっと私、不思議に思ってたんだけど」


　と、言った。


　すると泉が嬉うれしそうにこちらを見て、


「お、なになに？　ヒメちゃんが不思議なことなんてあるの？」


「うん」


「それも私について？」


「うん」


　それに泉は目を大きく見開き、


「おー！」


　と、言う。


「なんかそれ、すっごくない？　ヒメちゃんが大兎君以外に興きよう味み持つのなんて、珍しいよね。なになに、なにが聞きたいんだねヒメア君。私が答えられることなら、なんでも答えるよ」


　なんて、言う。


　それにヒメアは、真しん紅くの瞳ひとみで泉の顔を見つめ、


「あなた、大兎や私とは他人なのに、なんで命を懸かけてまで助けようなんて思うの？」


　と、聞く。


　そしてそれは、ごく、当たり前の質問のはずだった。なにせ彼女にはまるで、ここにいるメリットがないのだ。


　ハーフエルフどもには、ある。《軍》の庇ひ護ごを受けたり、《軍》からの教育を受ける──というメリットがある。


　月光も同じだろう。あいつも《軍》の力を利用しようとしている、一人だ。


　もちろんヒメアや、大兎の力も利用しようとしている。だから助けようとしているのだ。


　だが、この人間の女は──この、異様にスカートが短い彼女が、ここにいる理由が、わからない。


　彼女は本当になんの力もないただの人間で。


　初めて出会ったときの、大兎と同じくらい弱い人間で。


　ここにいたら、すぐにでも死んでしまうかもしれないほどにか弱いのに、なぜ、他人の大兎を助けにいこうと思うのか、それがまるでわからなかった。


　人間はそういう生き物じゃないはずなのだ。


　少なくとも彼女が知っている人間は、そんな生き物じゃないはずなのだ。


　大兎を、除のぞいては。


　彼を除いては、みんな汚きたない欲よく望ぼうばかりを膨ふくらませていて。


「…………」


　だから、理解できない。なぜ泉がここにいるのか、理解できない。


　もしくは、


「あなた、頭がおかしいの？」


　と、本気で彼女は聞いた。


　すると泉はそれに、あははっと、笑う。


「死ぬかもしれないのに、私がここにいるから？」


「そう」


「でも、ちょっと楽しいじゃん？」


「私はそうは思わないけど」


「そーかな？」


「うん」


「私は、ヒメちゃんといるの、楽しいのになー」


　なんて言葉に、やはりヒメアは不思議そうに首を傾かしげる。


「……私といるのが、楽しい？」


「そそ。ヒメちゃんも私といるの、楽しいでしょ？」


「全然」


「いやーん」


　と言って、彼女はまるで気にするでもなく笑う。それから部屋の中にいる、他ほかの生徒会委員のほうへと、彼女は目を向け、


「でもさ」


　と、言う。


「こーんなに毎日スリリングに過ごせる女子高生って、他にいないと思うんだよねぇ。おまけに、命を懸けて、友達救いにいくぜー！　って、どこの熱血ドラマだよってね、思うじゃん？　なんか、すっごい充じゆう実じつしてるなーって」


　などと言う。


　楽しい。


　充実。


　スリリング。


　そんなことを、泉は言う。


　そして、


「でさ、その仲間にちゃんと入りたいんだけど、さっき完全に私、足手まといだったでしょ？　そのせいでセルジュ君があんなことになっちゃったし。だから……」


「魔ま法ほうを覚えたい？」


　すると泉はうなずいた。


「うん。もうあんなの嫌いやだから、ちゃんとみんなの助けになりたいんだ」


　という、その言葉に、ヒメアは彼女を見つめる。


　まるで自分の利益にならないことばかりを並べる、彼女を見つめる。


　いや、本当は、ここのところ薄うす々うすそれには、気づき始めていた。


　人間はたまに、おかしなことを言うのだ。


　大兎はともかく、あの月光でさえ、理り屈くつにあわないことをすることがある。


　あの傲ごう慢まんな生徒会長も、ヒメアや、大兎を、切り捨すててもいいようなタイミングで、それをしないことがある。


　そしてその理由が、彼女にはわからない。


　何度も人間に裏切られたから。何度も人間の汚い部分を見たから。


　なのにいま、目の前にまた、奇き妙みような生き物がいる。


　彼女はまるで見返りがないのに、命を懸けて大兎を救おうと言うのだ。


　他の生徒会委員たちの、足手まといになりたくないと言うのだ。


　その、彼女を見つめて、


「……いいよ」


　と、ヒメアは言ってみた。


「……あなたの脳をいじってあげる。そしたらきっと、前よりも魔法が使えるようになる」


　と、言った。


　どうしてそんなことをしてやろうと思ったのかは、わからない。自分の心の中で、彼女に対する気持ちがどう動いたのかはわからない。


　だが、彼女は手を上げて、泉の頭に触ふれようとする。


　するとそこで、泉が少し怯おびえたような顔になり、


「の、脳をいじる？」


「うん」


「そ、それで魔法が使えるようになるの？」


「たぶん。少なくともいまよりは……」


「そ、そか。じゃあ……じゃあやってもらおかな」


　と、泉は緊きん張ちようしたように、唾つばをごくんっと飲み込む。


　それにヒメアは、笑えみを浮うかべる。やっと泉の本ほん性しようが見えたような気がして、ヒメアは少しだけ安心して、笑う。


「そんなに怯えるなら、やめる？　別にあなたがこんなことする必要ない。ここで命を懸ける理由は……」


　が、泉はそれに慌あわてて言う。


「いやいや、怯えたのはそういう理由じゃないんだけど」


「……じゃあ、どういう理由？」


「んーと、秘密」


「…………」


「あ、怒おこった？　ええと、じゃああの、説明しよかな」


　なんて言ってくるが、ヒメアは首を振ふった。


「人間のことなんか、興味ない」


「そか」


「うん」


「じゃあもう、脳はいじってくれない？」


　と聞かれて。


　それにヒメアは、彼女を見つめる。いまいち理解できない、彼女の顔を見つめ、


「やってあげる」


　と言う。


　すると泉は嬉うれしそうに笑う。


「やった～」


　と、はしゃぐ。


　その嬉しそうな顔に、ヒメアは言った。


「でも副作用が……」


　しかしそれに、泉はあっさりうなずいて、


「いいよ」


　と言った。


「ヒメちゃんのこと信じてるから、きっとひどいことにはならないと思う」


「…………」


「さあさ、お願いしまーす」


　なんて言ってきて。


　それにまた、ヒメアは戸と惑まどう。


　副作用がある、という言葉は、噓うそだった。それで怯えてくれれば、彼女の底の浅さが見えると思ったのだが、しかし、彼女はそこには、まるで怯えなかった。


　だから、戸惑う。


　彼女がなにを考え、どうしてこんなことをしようとしているのかがわからなくて、戸惑う。


　魔法が使いたいから？


　だがそれにしては、リスクを取りすぎる。なぜ彼女はこんなにも、自分の命を危険にさらしてまで、大兎や、生徒会の力になろうと──


「…………」


　しかしその答えは、すぐに出てしまった。


　ヒメアが泉の額ひたいに、指先で触れる。するとその指が、あっさりその額の中へと入り込む。


　するとその先──泉の、脳の中に、ヒメアは異状を見つけてしまう。おそらく、腫しゆ瘍ようだ。少しずつ、少しずつ大きさを増していく、腫瘍。それを彼女は見つけてしまって。


「…………」


　ヒメアは泉の顔を見る。


　すると彼女は目をぎゅっと閉じて、緊張したような顔をしている。


　しばらくその顔を見つめ、それから、いくつか、脳の機能をいじって、指を抜ぬく。


「終わった」


　と言うと、泉が目を開いて、


「おー、こんなあっさり？」


　なんて聞いてくるので、ヒメアはうなずく。


「うん」


「これで私も、魔法使えるようになるかな？」


「……それはあなたの能力次し第だい」


「そかー。でも、ありがと。ちょっと挫ざ折せつしかけてたんだよねー。魔法、基本のとこからうまくできなくてさー」


　なんて言うので、それにヒメアが、


「ねぇあなた……頭の中に……」


　そう言いかけたところで、


「知ってる」


　と、泉が遮さえぎった。


　さっきの腫瘍はおそらく、命を脅おびやかすようなものなのに、彼女はやはり楽しそうな、それでいて少しだけ困ったような顔で、


「やっぱりヒメちゃん、気づいたかー。脳いじるって聞いたとき、ヒメちゃんだったら気づいちゃうかもーって、思ったんだよねぇ。だからさっき、ビクビクしちゃったんだ」


　なんて言う。


「でも、みんなには内ない緒しよね？」


　なんて言う。


「みんなに私、そういうふうに見られたくないんだ。毎日わーってうるさく笑ってさ、一いつ緒しよにいて、楽しい奴やつだって、思われたいから」


　そんなことを言う。


　その、泉を見つめ、


「でもあなたは死ぬ」


　と、ヒメアが言うと、泉はまた笑って、


「みんな死ぬよ。いつかは」


「…………」


「でも絶対、死ぬまでの間に、あいつのほうがいっぱい笑ってたよなーとか、あいつ死んじゃったけど、すごいことしたよなーとか、言われたいわけです」


「…………」


「から元気で笑ってるって、思われたくないから」


「…………」


「だから、秘密にしてくれないかな？」


　なんて言ってきて。


　それにヒメアはうなずいた。


　すると泉は顔をくしゃくしゃにして、笑う。本当に嬉しそうに、なんの悩なやみもなさそうな顔で笑って、


「ヒメちゃんは優やさしいなー」


　とか言って、背中をばんばんたたいてくる。


「んじゃ、ヒメちゃんに頭いじってもらったし、黒守先生からもらった魔ま導どう書しよ読んでみよかなー。今度はちゃんと魔法、使えるようになるといいなー」


　そして彼女は、ヒメアから離はなれていく。待合室の机の上に広げられていた基き礎そ魔導の本を開いて、それを読み始める。


　その、彼女の姿を見つめ、


「…………」


　しかしもう、なにも言わない。


　ただ、人間にもいろいろいるんだな、と、少しだけ思う。


　おまけにあの、腫瘍は……


　脳の奥深くにまで入り込んだ、あの異様な腫瘍は──


　が、そこで、彼女は思考を止める。


　部屋に、月光が戻もどってきたから。


　それに真っ先に美み雷らいが反応する。


「ゲッコー！　元気になっ……」


「うるさい」


　という、いつもの会話がされ、月光は生徒会委員、全員のほうを見る。


「……セルジュの傷が治なおるまでは、まだ二時間かかるそうだ。それまでは一度解散にする」


　するとまた、美雷が言う。


「かいさんかいさーん！」


　それに泉も立ち上がり、


「それって、生徒会室に戻っていいってこと？」


「そうだ」


「やった。ここ、壁かべも天てん井じようも真っ白で、もう目がちかちかしちゃって気分悪かったんだよねー」


　なんてことを言う。


　だが、目がちかちかするのは、壁が白いせいじゃなかった。魔ま法ほうが、この部屋にいる者を解かい析せきしようとするからだ。


　そしてそれを、ヒメアの魔法が狂くるわせるから、さら気分が悪くなる。


　それに気づいているのか、月光はこの場から、生徒会委員を出そうとしているようだった。


　月光は周囲を見回し、それから、


「聞こえてるか。俺たちは一度生徒会室に戻る。部屋の扉とびらを開けろ」


　と、言う。


　すると月光の横の白い壁に、五ご方ぼう星せいが現れる。転送結界だ。この部屋から、直接学校に戻れるらしい。


　それを月光は見て、


「おまえら、戻るぞ」


　と、言う。


　美雷と泉がうなずいて、


「ほーい」


「帰ろ帰ろ」


　と言う。


　しかしハスガはこちらを一度見ただけで、


「俺は兄貴が治るの、ここで待つよ」


　と言った。


　するとそれに泉が、


「あ、じゃあ私も……」


　しかしそれを遮って、ハスガが言う。


「おまえは戻れよ。あとおまえ、なんか妙みような責任感じる必要ねーかんな？　あれは兄貴が悪いんだ」


「でも……」


「いいから戻れって。おまえとここで二人っきりになっても、気まずいだけだろが」


　なんてハスガが言って。


　それに泉が笑って、


「えー、それって私のこと嫌きらいってこと？」


　などと言う。


　それにハスガはもう、答えないが。


　それにまた、泉は笑う。


「じゃ、戻るね」


　と言う。


　すると月光が、こちらを見てくる。


　その視線の意味は、どうやらハスガがここにいても問題ないよう、なんとかしろ、というような意味のようだった。それにヒメアはうなずいて、発動していた魔法を、ハスガの体に集中する。


　そうすれば二、三時間ぐらいなら、彼がここにいても問題ないはずだった。


　それを確かく認にんしてから、ヒメアも立ち上がる。


　すると月光は転送結界に触ふれる。すると彼の姿が、消える。続いて泉も、美雷も消えて。


　ヒメアもその、後に続く。


　転送結界を通ったさきは、やはり、校長室の隣となりだった。


　そこに泉と、美雷、そして月光がいる。


　ヒメアがきたのを確認すると、月光が聞いてきた。


「あの部屋はなんだ？」


　それにヒメアは答える。


「私たちの体の中を調べるための部屋」


「ほう。で、ちゃんとそれを防いだか？」


「うん」


「部屋に残った馬ば鹿かはどうなる？」


「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと魔法を残してきたから」


　それに月光はうなずき、


「よし、よくやった」


　と、偉えらそうに言った。


「他ほかにはどうだ？　危険を冒おかして、《軍》の内部に入っただけの価値があったか？」


　と聞かれ、それにヒメアはうなずく。だがそれは、口にしない。《軍》はどこで、彼女たちの会話を聞いているかわからないからだ。


　だが、危険を承知で《軍》の中に入った価値は、あったと彼女は思っている。


　少なくとも《軍》の位置がわかった。


　もしも大兎が捕とらえられたとしても、月光が使う《聖地》の力があれば、《道み程ち》を使って《軍》の座標へといくことができるだろう。


　他にも、《軍》がどういう考えで、どういった魔法を開発しているのかもだいぶ見えてきた。


　あと、もう少し解析が進めば、《軍》を潰つぶすことができる呪のろいも構築できるかもしれない。


　もちろんそれほど大きな呪いは、いまの力のままでは生み出せないが。しかし、もし本当にエデルカの主あるじから彼女の本来の力を取り戻すことができるのなら、その呪いを発動することもできるかもしれない。


　その、手ごたえはあった。


　あの部屋だけが《軍》が扱あつかう魔法の全容だとは思わないが、しかし、《軍》がどういった方針で術式を組みたてているかの、法則のようなものは見えた気がした。


　とそこで、月光がこちらに背を向けて、歩き始める。生徒会室に戻るのだ。


　泉と美雷も、そのあとについていく。


　それに彼女も、難むずかしい顔で考え込みながら、進む。


　考えているのはずっと、《軍》を出し抜ぬく方法だ。


《軍》の人間どもを、陥おとしいれる方法だ。


　いや、もうすでに、その呪いの試作品は、頭の奥で構こう築ちくし始めている。複雑で、長い術式を、描えがき始めている。


　まだその呪いは、効きかないかもしれない。


　だが、力が戻れば。


　エデルカから、力を取り戻せれば……


　そこでヒメアは、前を歩く月光に言った。


「ねぇ月光」


　しかしそれは、月光にだけ聞こえる声で。魔法で防御呪プロテクトをかけて、他には聞こえない声で、言う。


　それも、さっき月光とやりとりしたときのものとはレベルの違ちがう、かなり強力な保護魔法だ。


　この魔法も、さっきの白い部屋で開発した。


　それも、《軍》が使っていた、古代語によって、作りだした。


　その、誰だれにも聞くことのできない声で、ヒメアは月光に言った。


「生徒会室に帰ったら、《道み程ち》を開いてくれる？」


　月光はそれに答えない。いや、彼にはこのレベルの魔法は、使えないはずだった。


　だから彼は、答えない。


　だが、ヒメアは気にせず言う。


「私一人で、エデルカの主あるじに会いにいく。そして《軍》を陥れましょう」


　すると月光はなにも言わないままこちらを振ふり返り、


「…………」


　笑えみを浮うかべた。







　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆







　エデルカの主が治おさめる世界は、前にきたときとまったく同じ景け色しきだった。


　七色に輝かがやく波が、見み渡わたす限りの空間を覆おおっている。


　光源はそれだけなので、視界は暗い。


　その、暗い世界の中央を、一本の道が延のびている。


　道の左右は崖がけになっており、その底が、どこに繫つながっているのかはわからない。


　おそらくは無限空間で、落ちたところで底などないと思うのだが、まあ、


「…………」


　サイトヒメアにとって、そんなことはどうでもいい。


　彼女は周囲を見回す。


　そして、言う。


「いないの？」


　するとそれに、道の向こう──光が届かない、闇やみの向こうから声がする。


　それは女の声だった。澄すんだ、高い女の声で、


「……訪たずねてきたのは、あなたのほうでしょう？　前に進みなさいよ」


　などと言ってくる。


　それにヒメアは、真しん紅くの瞳ひとみで声のほうを見る。瞳どう孔こうを操作して、暗闇を見通せるようにする。だがやはり、エデルカの主の姿は見えない。


　だから、


「……どうせこの世界に、距きよ離りの概がい念ねんなんてないんでしょう？　すべてはあなたの気持ち次し第だい。なら、あなたが私の前に現れなさい」


　するとそこで、今度は背はい後ごから声がする。ヒメアの、すぐ後ろ。耳元に、息がかかるほどの近さで。


「偉そうに。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》は、いつもそうよねぇ。まるで世界の主にでもなったかのような傲ごう慢まんさ。でも、ここはワタシの世界。禁きん忌きの地。冥めい訃ふの──」


　が、それを遮さえぎってヒメアは言う。


「そんな呪じゆ言ごんを並べても、私には効かないわよ。それは前に見たから。あなたの呪言へのプロテクトはしてき……」


「あはははははははははははははははははははははははははは」


　そこで、エデルカの主が、笑う。大きく笑う。鼓こ膜まくが破れてしまいそうなほどに強く笑う。その声にも、呪じゆ力りよくが込こめられている。いまのヒメアの力では、抗こうすることができないほどに大きな呪力がこめられている。


　神しん種しゆなのだ。


　やはりこいつも、神種なのだ。


　声だけで、生き物を殺すことができるほどに大きな力を持っている。


　それも、さっき戦った古竜ゲドガルドとは比くらべものにならないほど、邪よこしまな力。


　エデルカの主が言った。


「虚きよ勢せいを張らないの。ここはワタシの世界。力を失った《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の防ぼう呪じゆなど、簡単に抜けちゃうわ」


　と、そう言った。


　それから手が伸のびてくる。気味が悪いほどに白く、細い、女の手。その手が後ろから伸びてきて、ヒメアの目の前で、揺ゆらめく。


「……でも、いいでしょう。コントロールしないであげる。あなたの恐きよう怖ふを、コントロールしないであげる。二度もきてくれたんだもの。愚おろかにも、二度もここにきてくれたんだもの。なら、それなりのおもてなしをしなければねぇ。さあ言いなさい、願いを。欲よく望ぼうを。それを叶かなえてあげる。あなたの一番大切なものと引き換かえに、それを叶え……」


　が、ヒメアはそれに、後ろを振り返る。すぐ後ろにいるはずのエデルカの主のほうへと振り返る。


「…………」


　だが、エデルカの主は、そこにはいない。あるのは、手だけだ。長く伸びた手だけ。


　道の向こう側に広がる暗闇から、真まっ直すぐ手だけが伸びてきていて。


　だが、その手のほうへと、ヒメアは歩いていく。


「……あらあら、歩いてワタシのところへきてくれる気になった？」


　エデルカの主が、そう言う。


　それにヒメアは進みながら、答える。


「交こう渉しようをしにきたから、少しは私も譲じよう歩ほしないと」


「交渉？」


「ええ」


「あはは、なにを言ってるの？　ここはワタシの世界。あるのはあなたの願いと、その代だい償しようだけ。さあもういいわ。願いを……」


　が、ヒメアはそれに、言う。


「願いはない。あるとしても、あなたには叶えられない」


「あははは、言う言う。ワタシに叶えられない願いなどない。あるとしても、あなたがその代償を払はらいきれないだけ」


「そうかしら？」


「そうよ」


「なら言ってみましょう。代償に私の命をあげる。だから鉄くろがね大兎をここに連れてきて。私のそばに、連れてきて」


　と、ヒメアは言った。


　このエデルカの主が治める世界で。


　願いを喰くって、肥ひ大だいする化物がいる世界で、ヒメアはあっさり、願いを言った。


　するとそれに、エデルカの主は笑う。あははと笑う。


「やはりあなたは狂くるっているのね。人間にそんなに入れこんだ《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》は初めて見た。鉄大兎。クロガネタイト。彼をここに呼びましょう。いますぐここに呼びましょう。そしてその代償に、ワタシはあなたの、命よりも大切なものを奪うばう。そしてあなたは叫さけぶのよ。どうしてこんなことをしたのだろうと。どうして自分は、こんなにもあっさり大切なものを捨すてたのだろうと。その叫びが、その悲鳴が、ワタシにとっての餌えさ。さあこれを、あなたの大切なものを、冥訃の輪を潜くぐり、天てん秤びんの片方に置きましょう。釣つりあいが取れるように。釣りあいが取れ……」


　しかしそこで、言葉が止まる。


　続いてヒメアの横にあった真っ白い手が、震ふるえた。それからその手が、黒く染まり始める。黒い呪じゆ詛そで、覆われ始める。


　何者かに、エデルカの主が呪のろわれ始めたのだ。


　そしてそれが誰の仕し業わざか、ヒメアは知っている。


　大兎だ。


　大兎が、他者からの魔ま法ほうを反射しているのだ。


　そしていま、その力がエデルカの主を襲おそっている。


　神種であるエデルカの主の力を、あっさり弾はじき返し、さらに彼女の体まで呪おうとしている。


　エデルカの主がその、呪われ始めた腕うでを切り離はなす。切り離された腕はヒメアの足あし下もとに落ちる。するとその腕は、さらにその、道全体を呪おうとして。


「……消えろ」


　と、エデルカの主が言う。


　すると腕の下に次元の穴があき、どこか別の世界に繫がる。そして腕は、この世界から切り離される。


「…………」


　それをヒメアは、見下ろす。


　それからまた、顔を上げ、


「……話を聞く気になった？」


　と、言った。


　するとエデルカの主が、姿を現す。


　暗闇の向こう側から、姿を現す。


　右腕を失った、女。


　背はヒメアの十倍はあるだろうか。にもかかわらず体の細さは、ヒメアと変わらない。さらに真っ直ぐな黒い髪かみは、足下の道まで伸びている。


　顔には目だけがある。


　左右にまばたきする、縦たてに開いた気味の悪い目。


　その目がヒメアを見下ろして、言う。


「いまのはいったい、なに？」


　それに彼女は、少しだけ寂さびしそうな顔で答えた。


「大兎の力。彼はいま、あなたよりも上位の神種なのよ」


「神種？」


「そう」


「そんな生なま易やさしい代しろ物ものには見えなかったけど……触ふれただけで、ワタシは腕を失った」


「元に戻もどらないの？」


「戻るけど」


　と、エデルカの主あるじは目で、右腕を見る。すると細い腕が生えてくる。それから彼女は不満そうに、


「でも、せっかく溜ためた願いをいくつも失った……」


　などと言う。


　それからぎょろぎょろと光る目で、ヒメアをにらみ、


「やっかいごとを、持ちこまないでくれない？　こういうの、困る」


　それにヒメアは笑えみを浮うかべ、


「なんでも願いを叶えてくれるんじゃなかったの？」


「限度があるわよ」


「そうね」


「そうよ。あの化物は……」


　その、言葉を遮って、少しだけ強い口調でヒメアは言った。


「大兎よ」


「…………」


「彼を化物と呼ぶのは許さない」


　それに、エデルカの主はしばらく、ヒメアのほうを見つめてから言った。


「……いいでしょう。大兎君と呼ぶ」


「そうして」


「……なら、その大兎君は、もしかしてあれじゃないの？　例の……」


　その言葉に、ヒメアは首を振ふる。


「わから……」


　しかし、エデルカの主はそれを遮って、言った。


「わからないはずないでしょう。彼はあなたが契けい約やくした犠ぎ者しや。犠者の中に、主であるあなたは無条件に介かい入にゆうできるはず。月の外側からの力で、あなたは……」


　が、そこで、彼女は言葉を止める。そしてなぜか、巨きよ大だいな目を大きく見開いて、震えた。


「まさかあれ、あの化物は──ソレなの？　預言の外の……」


「それもわからない」


「わからないですむことじゃない。あああ、それは、それはそれは、マズイ。なぜそんなものを、ここに持ちこむ？」


　その問いかけに、ヒメアは悲しげな顔のまま言った。


「そういうシナリオだから」


「これはシナリオの外じゃない」


「でもそうなった。なぜそうなったのかはわからない。どうして私の大兎が……ただの、人間だったはずの大兎が、こんなふうになっちゃったのか……」


　しかしそれに、エデルカの主が怯おびえたように一歩後ろに下がって、


「あなた……《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》じゃないのね……」


　なんてことを言った。


「あなたは、《最古の魔女ラミエル・リリス》？」


　そんなふうに、彼女のことを呼んだ。


　ラミエル・リリス。


　ラミエル・リリス。


　その言葉が、頭の中に響ひびく。頭の奥、底で響く。


　そしてヒメアは応こたえた。


　怯えた一つ目の化け物を見上げ、


「……もう、長い時間を生きすぎたからいまいち鮮せん明めいには覚えていないけど……そう呼ばれたことも……」


　しかしそこまでで、さらにエデルカの主が、後ろに下がった。そのまま目を、何度もまばたきさせる。


「馬ば鹿かな……そんな狂った化物の願いを、ワタシは喰らったの？　噓うそでしょう？　ならワタシも、預言の外に？」


「…………」


「……イヤダイヤダ、なによそれ、いったい、なにしにきたの？　触れないで欲しいのだけど。そんな狂った手で、ワタシの世界に触れないで欲しいのだけど」


　震える声こわ音ねでエデルカの主が言う。


　それにヒメアが言う。


「触れたくて触れてるわけじゃない」


「なら帰って」


「話が終わったら……」


「話なんてない」


「私にはあるの。あなたがそんなに怯えると思わなかったから、妙みように遠回りしちゃったけど」


　と、ヒメアは言って、もう一歩エデルカの主に近づく。


　だが、その十倍の歩ほ幅はばでまた、エデルカの主は後ろに下がる。それからこちらを見て、


「……アアソウカ、記き憶おくがないんだ。おまえ、記憶がないんだ。だからそんな顔をしてられる。それとももう、頭が壊こわれてるの？」


　などと言ってくる。


　だが、そんなことはどうでもいいのだ。本題はそこにはない。自分がいったい誰だれで、なんのためにここに立っているのか？


　そんなことを考えるのは、もう、遥はるか昔に彼女はやめているのだ。


　だからまた、一歩エデルカの主に近づく。


　そして、


「今日は、あなたを助けにきたの」


　と、言う。


　するとエデルカの主が言う。


「よく言う」


「ほんとよ」


「どうやって？　壊れた神が、どうやってワタシを助ける？」


　それにヒメアは、言った。


「《軍》が、あなたを殺そうとしてるのを教えにきたの」


「《軍》？」


「ええ」


「それは人間の？」


「ええ」


「人間など……」


　が、ヒメアは言う。


「あなたは殺されるわ。それだけの力をもう、人間どもは持ってる」


「…………」


「でも、私が助けてあげる。私と組んで、人間どもを潰つぶしましょう」


　と、ヒメアは言う。


　するとエデルカの主は、怯えた目でこちらを見つめたまま、


「……いまのおまえには、その力は……」


　しかしそれに、ヒメアは手を、エデルカの主へと差し出して、


「だから私の力を返して」


　と、言った。


「そうしたら、私があなたを守ってあげる」


　と、言った。


　それにエデルカの主は不ふ審しん気げな口調で、


「……これを返しても、あなたの力はたいしたことない。あなたは鉄大兎に、力の大半をわけた」


「ええ。でもあなたに分けた力が戻れば、私は大兎の心に入れる」


「…………」


「いまは力が足りないから大兎を見つけられないけれど……あなたが奪うばった力が戻れば、私は大兎を……」


「操あやつれる？」


　それにヒメアは、エデルカの主をにらみ、


「助けられる」


　と、言った。


　だがエデルカの主はそれを笑う。


「……洗せん脳のうしておいて……自分のそばにいるよう、無理矢理洗脳しておいて、助けるねぇ」


　なんてことを、言う。


　しかしその言葉の意味が、ヒメアにはわからない。大兎に、洗脳の魔ま法ほうをかけたことはないからだ。彼は自分からそばにいると、言ってくれたのだ。いつも孤こ独どくだった彼女の、そばにいると言ってくれたのだ。


　こんな、神種の化物ですら怯え、嫌きらうような化け物の私を、好きだと言ってくれたのだ。


　そのときのことを彼女は思いだす。


　大兎の笑顔を、彼女は思いだす。


　それは九年前の公園のこと。


　再会したときの、申しわけなさそうに謝あやまる彼の顔のこと。


　そして、あの砂すな浜はまで。


「…………」


《軍》が用意した強化合宿でいった、あの砂浜で、彼が言ってくれた言葉を思いだす。


　彼は、好きだと言った。


　私のことを、好きだと言った。


　九年も離はなれていたのに。


　私は、みんなに嫌われてる、化物なのに。


　彼は好きだと言ってくれた。


　それを思いだすだけで、泣きそうになる。彼の顔を思いだすだけで、胸が痛くなって、泣きそうになる。


　もうそれだけで、すべてを捨てる価値があると、彼女は思う。


　自分がなんのために生まれたのか。


　なんのためにここにいるのか。


　そんなことはどうだっていい。


　大兎のそばにいられるのなら、もう、死んだっていいのだ。


　この、世界のすべてを消し去ってもいいのだ。


　だって、自分はそのために生まれたのだとわかるから。大兎のそばにいると、自分は彼のそばにいるためだけに生を受けたのだと、そう感じるから。


　だから他ほかのことなんてどうでもいい。


　彼のそばにいられるのなら、他のことはどうでもいい。


　するとそこで、エデルカの主あるじが言った。


「じゃあ大兎君を助けて、その力でワタシを守ってくれる？」


「……ええ」


「噓だ。あなたは約束を守らない」


「…………」


「すべてを壊すだけ壊して、それでもあなたは、なにも気にしない」


「…………」


「でも、力を貸しましょう」


　と、エデルカの主は、言った。


「なによりこの力を──あなたから奪ったこの気味の悪い力を、抱かかえていたくない。あなたに関するすべてから、手を引きたい」


　と、彼女は言った。


　それにヒメアはうなずく。


「じゃあ返して」


「全部返すわ。あなたに関する、すべて。でも暴れないでね」


「暴れる？　なんで？」


　するとエデルカの主の目が一度、閉じる。そして開く。するとさっきまで目玉が入っていた目の穴に、別のものが現れる。


　天てん秤びんだ。


　天秤が、まわる。まるで風車のように、ぐるぐる回る。


　そしてエデルカの主が、


「だって、あなたに関するもの、すべてを返してしまうから」


　と、言った。


　そしてその、天秤が回っている目から、黒い光が飛びだす。その光が宙空で、まるで霧きりのように広がって、消える。


　刹せつ那な、自分の中に力が戻もどったのが、わかった。


　失っていた力が戻ったのが、わかった。


　だがさらに、もう一つ別のものが戻ってきたのも、感じる。


　それは──


「…………」


　それは、大兎がエデルカに捧ささげたものだった。


　大兎が願いを叶かなえるために。


　彼が、私を守るための力を手に入れたい、という願いを叶えるために、差し出したもの。


　大兎にとって、一番大切なもの。


　それをヒメアは手に入れてしまう。


「…………」


　エデルカの主が、言う。


　天秤が消え、再び目玉一つになった彼女は、こちらを見下ろして、


「彼の願いも、返すから。あなたに……あなたたちに関かかわるすべてのものを返すから、もう、ここにはこないでくれる？」


　そんなことを、言う。


　しかしそれに、ヒメアは答えない。


　いや、答えられない。


　なぜなら自分の中に、大兎の願いが、入ってきてしまったから。


　彼にとって一番大切なものを。


　最も大切なものを、手に入れてしまったから。


　彼がエデルカの主に差し出したのは、《想おもい》だった。


　彼が一番大切にしている、想い。





　──時雨しぐれ遥はるかを愛している、という想い。





　それを、ヒメアは胸の中に抱えてしまって。


「…………」


　しかしそれに、彼女は笑う。


　大兎の気持ちを知ってしまって。


　彼の、本当の気持ちを知ってしまって彼女は、泣きそうな顔のまま笑う。


　そして、


「……大だい丈じよう夫ぶ」


　と、誰だれにも聞こえないほど小さな声で、呟つぶやいた。


「……大丈夫。こういうのには、慣なれてる」


　と、彼女は呟いた。


　わかっていたことなのに。


　生まれてからずっと、同じことの繰くり返しで、わかっていたことなのに。


「……大丈夫。私は傷つかない」


　そう、彼女は呟く。


　それから顔を上げる。エデルカの主を見上げ、


「力が戻った。もう、あなたに用はないわ」


　と言う。


　するとエデルカの主が、


「……クロガネタイトを、救いにいくの？」


　そう問いかけてきて。


　それにヒメアは悲しげに微笑ほほえんで、言った。


「大兎が好きだから」


「……狂くるってる。やっぱり本当に、狂ってるのね」


「……大兎が好きだから」


　それにもう、エデルカの主はなにも言わなかった。


　ヒメアは彼女に背を向ける。魔法で合図をだす。すると次元の歪ゆがみが開く。


　月光が、《道み程ち》を開いてくれたのだ。


　それに彼女は、生徒会室へと戻る。


　月光がなにか言う。


　泉がなにか言う。


　美雷がなにか言う。


　だがその、すべてが聞こえない。


　ただ、


「大兎が好きだから」


　と、もう一度だけ呟き、そして彼女は戻ってきた力を使って、大兎を捜さがした。


　大兎の中にある、自分の力を探した。


　するとその居場所は、すぐに見つかった。


　魔界マクアエだ。


　神種が多数棲すんでいる、闇やみの深しん淵えんにある空間。


　その座標を、告げる。


　すると月光が言う。


「そこに鉄がいるのか？」


「ええ。《道み程ち》を開いて。私が大兎を助ける」


　と、彼女は言う。


　それに月光がまた、なにか言ったが、聞かない。聞こえない。なにもかもがどうでもいい。


　ただ、彼女は自分の胸の中に抱えた、大兎の気持ちを抱だきしめて。


「…………」


　本当に、狂ってしまえれば苦しくないのに、と、思った。


















　　　第五章　約束の《毒まじゆつ》










　──好きな子がいるんだ。





　そんなことをまた、大たい兎とは思う。


　まるで壊こわれたレコードのように、彼は同じことを繰くり返す。


　すると頭の中にいる、黒いウサギがこちらを見る。


　人型の、人間の子供のような大きさの黒いウサギ。


　彼は──もしくは彼女は、真まっ赤かな瞳ひとみをつまらなそうに細めて、言う。


「その話は聞きあきたよ」


　──ずっとその子が好きだったんだよ。


「そうかいそうかい」


　──本当に好きだったんだ。


「でも、君はその娘このことを覚えてないんだろう？」


　──うん。


「おかしいねぇ」


　──うん。


「なんでだろうねぇ」


　──なんでだろ。


「ところでその話は、こんなに長くする必要があるものなのかい？」


　と、黒いウサギは問いかけてくる。


　だが大兎はもう、ウサギのほうを気にしない。


　ただ一人──なんでだろう──と、問いかけ続ける。


　それからウサギを見るのをやめて、現実の世界へと目を向ける。


　するとそこには相変わらず、荒こう野やが広がっている。


　稲いな妻ずまばかりがパチパチと眩まぶしい、暗い世界。


　そこに悪あく魔またちが群むらがっている。


　大地を埋うめつくすように、弱い悪魔たちが群がっている。


　それを大兎は見る。


　だが、心の中では別のことを考えている。


　心にあいた、穴について。


　ぽっかりとあいた、穴について。


　かつてそこには、とても大切なものが入っていたのを知っている。なのに知っているだけで、彼はそれを失ってしまっている。


　一番、大切なもののはずなのに。絶対手放しちゃいけないはずのものなのに。


　なのにいま、その場所には、穴があいている。


　だから。


「……だから俺は、壊れたのかな」


　そんなことを呟つぶやいてみる。


　だが、現実の世界で声を発しても、ウサギは答えを返してこない。


　あの煩うるさいウサギは、頭の中にしか棲すんでいない。


　それに大兎は、薄うすく笑う。なにがおかしいのかはわからないが、口くち許もとに暗い笑えみを浮うかべる。


　そして頭に生えた薄桃ラベンダー色の耳を振ふり回し、周囲の悪魔を薙なぎ払はらって、殺す。


　それから胸を押さえる。


　胸にあいた、穴を気にする。


　触さわってみても、穴はあいていない。体の傷は、すぐに修復してしまうのだ。


　なのに、そこには穴があいている。


　見えない穴があいている。


　その穴をどうにかして埋めないと、と、彼は思う。


　そしてその穴を埋めようとするほど、強い、渇かわきのようなものを感じる。


　するとまた、ウサギが言った。


《ほら、もっと暴れないと、ま～た気分が悪くなっちゃうぞ》


　頭の中の黒いウサギが言った。


《さあ殺せ殺せ殺せぇ～、目に見える、全部を消しつくせ！》


　はしゃぐような声こわ音ねで、そんなふうに言った。


　それに大兎は従したがう。


　従ったほうが楽だから、従う。


　一いつ瞬しゆんだけでも、胸にあいた穴を忘れることができるからだ。


　だから彼は、力を振るう。


　大きく、大きく、頭から生やした薄桃ラベンダー色の刃やいばを振るう。


　そして見る。


　もう片方の耳で胸を貫つらぬき、捕とらえているスクラルドとかいう名前の女を見る。


　スクラルドは抵てい抗こうしてくる。大兎の耳をつかみ、それに雷かみなりをたたきこんで、断たち切ろうとしてくる。


　だが、そんな力は効きかない。その、すべてを弾はじく呪じゆ詛そを、耳に展開する。『黒ひつきようむ』を練ねり込んだ術じゆつ式しきが、耳に浮かびあがり、それに触ふれたものはすべて、この世界から拒きよ絶ぜつされてしまう。


　当然貫かれているスクラルドも拒絶されるはずだが、彼女はそれに、強大な力で、反はん抗こうする。


　胸に雷らい光こうを集め、必死に呪詛の侵しん入にゆうを防ぐ。


　それを見た、もう一人の化け物が言った。


　ベルゼブブとかいう名の、男だ。この場にいるなかでは、スクラルド、ベルゼブブ、この二人が飛び抜ぬけた力を持っている。


　その、一人が言う。


「ちょっとスクラルド、遊んでないで、逃にげなさいって」


　するとそれに、スクラルドが答える。


「いや、それがこの白い刃、全然抜けない」


「えー、君に死なれると、預よ言げんが進むじゃない」


「そんときは頑がん張ばって」


「いやいや、止めるよ。こいつに追われて頑張るのは、君に任まかせたいからさ～。ベリト、キリアム、ナズール、こいつの動きを止めろ」


　ベルゼブブが、そんなことを言う。


　するとそれに反応するように、大兎の足あし下もとからなにかが出てくる。彼の足をつかみ、喰くらおうとする、なにかが出てくる。


　だが、彼は気にしない。


　すべてには順番があるから。


　すべてには、行うべき順序があるから。


　それはまるで、あらかじめなにもかもが決まった、劇を演じているかのような気分だった。


　やるべきことを、やる。


　プロット通りに。


　シナリオ通りに。


　すべての人生を、進む。


　いまやるべきはスクラルドを殺すこと。


　ぐるぐると回して力を溜ためた薄桃ラベンダー色の耳を、彼は放つ。


　するとそれはあっさり、スクラルドの体を切り裂さく。


　だが、彼女は死なない。


　それももう決まっている。


　彼の耳は、スクラルドの体を完全に切り裂く前に、止まるのだ。


　なぜなら目の前に、次元の穴が開くから。


　突とつ然ぜん、次元の穴が開くから。


　大兎の耳は、その穴を切り裂くことができない。だから、スクラルドは助かったのだ。


　次元の穴に邪じや魔まされて、耳が止まる。


　ぺたりと、地面に落ちる。


　それから大兎は、穴を見る。


　その穴は人間の世界へと繫つながっている。


　そしてそれは、どこかで見たことがあるような景け色しきだった。


　長い会議用机。


　ホワイトボード。


　散乱するドクターペッパー。


　そして黒くろ髪かみの、冷たい目をした男が立っている。詰つめ襟えりの制服を着た男と。


　そして美しい、薄桃ラベンダー色の髪かみに、透すき通るような肌はだを持った、少女がそこには立っていて。


「……大兎」


　と、その少女は泣きそうな顔で言った。


　こちらを見て、泣きそうな顔で言った。


　だが、なぜ彼女が泣きそうな顔なのか、わからない。


　わからないが、頭の中のウサギが言う。


《止まるなよ。全部殺せ。じゃないと君は、すぐに狂くるっ……》


　が、それを遮さえぎって、また少女が言う。


「大兎！」


　それに大兎は、動けなくなる。


　体が、動かなくなるのを感じる。


　するとウサギが怒おこったように両手を上げて、言う。


《なんだよもー。あの女、邪魔だなぁ》


「助けに……助けにきたよ、大兎」


《おかしいじゃないか。僕らを誰だれだと思ってる？　僕は黒いウサギだよ？　僕らは狂った人間が作った、預言を体現す……》


　しかしそれを遮って、また、


「逢あいたかった」


　と、少女が言う。


　するとウサギの声が、急に小さくなる。


「逢いたかったよ、大兎」


　と、泣きそうな声で少女が言う。いや、彼女は実際に泣いている。泣いている理由はわからない。彼女が泣いている理由はわからない。


　なのに彼も、妙みように悲しい気分になってきてしまって。


「…………」


　それに、ウサギの声が小さくなっていく。どんどん、その声が聞こえなくなっていく。


　だがそれでも、ウサギが言う。


　かすかな声で、ウサギが言う。


《まずいなぁ。あの魔ま女じよ……僕らの中の、『月の裏側の神』の力を、操あやつってる……せっかく天てん魔まと混ぜたのに。愚ぐ呪じゆ愚ぐ呪じゆに混ぜたのに、これじゃあまた、後あと戻もど……》


「ねえ、そばにきてよ、大兎。そばにきて、私を抱だいてよ。あなたがいなくなってから私、ずっと泣いてたんだよ？　大兎がいないと私、もう、全部だめなんだよ？」


　そんなことを少女が言う。


　それにウサギが、


《本当に煩うるさいな》


「こっちにきて。私のそばに……」


《もうシナリオは、おまえらのものじゃないって、わかってないのかな》


「私に、なにをしてもいいから。もし怒おこってるなら……大兎になら、私なにされてもいいから……」


《うるさいうるさいうるさ……》


　しかし彼女は言う。


　泣きながら、言う。


「あなたが私のことを好きじゃなくても、いいから……こっちに戻もどってきて」


　それに大兎は、その、泣いてる少女の姿を見つめ、


「……ヒメ」


　が、それを遮って、ウサギが言う。


《ああもう、あっさり騙だまされた。あんな魔女の言うこと聞くなよなぁ。よし、いいだろう。向こうにいってやろう。で、魔女の言うとおりにしてやろうじゃないか。私になにしてもいい？　そうかい。なら……》


　と、ウサギが言う。


《なら、死ねよ》


　と、ウサギが言う。


　次の瞬しゆん間かん、体が動いた。


　一歩前にでる。


　その一歩で、一気に次元の穴をくぐって人間の世界へと、入る。


　腕うでを振り上げ、泣いている少女の首をつかむ。


　その首は細い。


　本当に、ちょっとでも力を加えれば、あっさり千ち切ぎれてしまいそうなほどに柔やわらかく、細い首を、握にぎる。


　するとそれになぜか、少女は笑う。


　嬉うれしそうに笑う。


　首を絞しめられているのに、歓かん喜きの表情を浮うかべ、


「大好きよ、大兎」


　と、言う。


　優やさしい、愛いとおしげな真しん紅くの瞳ひとみでこちらを見つめ、


「大兎に殺されるなら、私幸せ……」


　それにウサギが言う。


　頭の中のウサギが言う。


《死にたいんだってさー。早く殺しちゃえ》


　それに指が動く。


　自分の指が、少女の首を引きちぎろうとする。


「…………」


　だが、どういうわけかそれをしたくないと、心の奥が叫さけぶ。


　それはもう、すでに決まっているシナリオだとわかっているのに、それをしたくないと、心が叫ぶ。


　なぜか、胸にあいた穴が痛んで。


　さっきよりもずっと、強く痛んで。


　ウサギが言う。まるで子供のように怒って、


《おいおいおーい、操られるなよ。この魔女より、おまえのほうが強いから》


「…………」


《ふざけんなー。ここまできて、そりゃないだろ。なに悩なやんでるんだよ。この魔女を殺さなきゃいけない。それはおまえもわか……》


　が、そこで急に、ウサギの言葉が止まる。真紅の瞳を曇くもらせて、顔をしかめる。


　そして背はい後ごを振ふり返る。


　するとそこに、いつの間にか美しい少女が立っている。


　なにもかもが真っ暗な闇やみの中央に、美しい少女が立っている。


　薄桃ラベンダー色の髪を持った、美しい少女。


　彼女も赤い瞳をしている。


　ウサギと似にている、真紅の瞳をしている。


　そしてその、赤い瞳を持った少女の名前を、大兎は知っていた。


　なぜか、彼女の名前を彼は知っていた。


　ヒメアだ。


　サイトヒメア。


　大兎はその、彼女の名前を……


《呼ぶな！　相棒。名前を呼んだら、名前を呼んだらあの狂った魔女に、取り込まれ……》


　しかしそれを無視して、大兎は言う。


「ヒメア」


　と、彼女の名前を呼ぶ。


　名前を呼んだだけでまた、胸の奥が痛むのを感じる。胸にあいた穴の奥が痛むのを感じる。


　するとウサギが、うめくように言った。


《……馬ば鹿かが》


　だが、大兎は気にしない。


　気になるのは、彼女の表情だけだ。


　悲しげに微笑ほほえむ、彼女の顔だけ。


　ヒメアは笑う


　嬉しそうに笑う。


　泣きそうに笑う。


　そして、


「……きちゃった」


　と、言う。


　だが、その声は悲しげに震ふるえている。なぜか寂さみしげに震えている。


　大兎はそれに、言う。


　──君は、誰だろ。なんで俺は、君の名前を知ってるんだろう？


　するとそれに、ヒメアは少しだけ戸と惑まどうような表情になってから、言った。


「……あなたの中に、私の力が入ってるから……」


　──君の力？


「うん。私にとって、一番大切な力が……」


　それに大兎は、首を傾かしげる。彼女の言葉の意味がわからなくて、首を傾げる。


　──君は俺に、大切なものをくれた？


「うん」


　──なぜ？


「好きだから」


　──好き？


「うん。大好き」


　それにもまた、大兎は首を傾げる。そして、言う。


　──じゃあ、俺が忘れちゃった……ずっと好きだった子は、君なのかな？


　と、言う。


　するとそれに、ヒメアはまた、泣きそうな顔になる。目を細め、その瞳に涙なみだを溜ためて、


「……そうだと、いいな」


　と、言う。


「でも、そんなこと言う資格はもう、私にはないかもしれない」


　と、言う。


「こんなふうにしちゃって……大兎を、こんなことに巻き込んじゃって……」


　と、言う。


「でも、ちゃんと救うね。あなたをちゃんと救う。だから、一度私の力を返して。そうしたらあなたを、元に戻してあげる」


　そう言って、彼女は手を、差し延のべてくる。


　それにウサギが、なぜか慌あわてる。


《騙されるなよ、大兎。魔女の言うことに、騙されるな。力を奪うばわれたらだめだ》


　その言葉に、ヒメアの真紅の瞳が、ウサギのほうを見る。


　この暗くら闇やみの中では、彼女にもこのウサギが見えているようだった。


　彼女はその、ウサギを見て、


「……かわいいウサギさんね」


　と言った。


　すると急にウサギが恥はずかしそうに頭をかいて、


《え？　そうかい？》


　なんて言う。


　それにヒメアは、うなずく。


「……これが大兎の、心なんだ。すごくかわいくて、優やさしい心。なのに私が、こんなに黒く染めちゃった」


《正確に言うと、おまえと、人間と、天魔がね》


「…………」


《もう止まらないよ。おまえがどんなにあがいたところで、もう止まらない》


「…………」


《それにおまえも、それを望んでないだろう？　僕はわかってるんだ。おまえはそヽれヽをできない。そうシナリオに書いてあった。おまえは狂くるったエゴの塊かたまりだから、そんなことはできない》


「……そんなことって、なに？」


　その問いに、ウサギが答える。


《洗せん脳のうだよ。大兎をおまえに惚ほれさせるための、洗脳──それを解とくための鍵かぎを、もう持ってるんだろ？　エデルカの主あるじから、奪ってきたソレ。だけどソレを、おまえは大兎に戻もどせない。戻したらおまえから大兎は、離はなれちゃうから》


「…………」


《それが怖こわくてもう、おまえは一歩も前に進めない。好きだ好きだと言いながら、でも、本当は自分のエゴが捨すてられない。だからおまえは死にたいんだ。ここで僕に殺されて、大兎に呑のみ込まれるのを、選んだんだ。違ちがうか？》


　その言葉に、ヒメアは黙だまってしまう。


　また、泣きそうな顔になる。


　その顔を見るのが、大兎は嫌きらいだった。


　彼女が泣きそうな顔になるのが、彼は嫌いだった。


　昔からずっと、彼女の泣き顔を見るのが、嫌いだった。


　つまり自分は、昔にも彼女に会ったことがあるのだ。


　それがいつのことだったかを、思いだす。


　それがどこでだったかを、思いだす。


　すると封ふう印いんされていた記き憶おくが、急に戻ってきた。


　過去に封じられていた箱の蓋ふたが、突とつ然ぜん開いた。


　それはまだ、自分が五、六歳のころのこと。


　学校でいじめにあっていて、よくさぼって公園に逃にげていたころの話。


　その、公園にいく途と中ちゆうでの出来事だ。


　公園にいく途中の歩道に、一人の男が立っていた。


　陽光に、七色にきらめく薄桃ラベンダー色の髪かみ。理知的な真紅の瞳。服は白い、スーツのような、ローブのような、いままで見たこともないようなものだった。
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　その男が大兎を見下ろして、言った。


『君を選ぼう。優しそうだから』


　大兎はその男を見上げて、言った。


『おじさんは誰だれ？』


『僕は僕だよ』


『？』


『それよりも君にお願いがあるんだ』


『僕に？』


『そう』


『なに？』


『この先の公園に、泣いてる女の子がいるんだけどね』


『泣いてる女の子？』


『そう。それは僕の分身なんだけどね』


『？』


『その女の子は、ずっと孤こ独どくすぎて、もう、おかしくなりそうなんだ』


『友達がいないの？』


『そうとも言えるね』


『僕と同じだ』


『はは、じゃあ仲間だね』


『僕、その子と友達になるよ』


『君ならそう言ってくれると思った。なら、君に力をあげよう』


『力？』


『うん。彼女を見ることができる力。それに、彼女を好きになるための力』


『どういうこと？』


『人間は知らなくてもいいことだよ。さあ、もういきなさい。そして君は、君のために用意された人生を歩くといい』


『おじさんの言ってることはわかりにくいなぁ。どういうこと？』


『別に知らなくていいよ。僕に会ったこと自体、忘れるから。さあ、君の物語を始めるといい』


　と、男は言った。


　そして大兎の肩かたをたたいた。


　すると彼の中に力が与あたえられた。


　自分の存在を消したいと思いつめてしまうほどに寂さびしい女の子を、見つけることができる力。


　そしてその子のことだけを、好きになる力。


　その、力のことを思いだして、大兎はヒメアのほうを見る。


　ずっと孤独の中にいて、消えてしまおうとしていた彼女の姿を見る。


　彼女はウサギにいじめられて、黙ってしまっている。


　泣きそうな顔で、黙ってしまっている。


　だが、それでもウサギが続ける。


《おまえは大兎の人生を奪った。なのに好きだ？　図ずう々ずうしいにも程ほどがあるよー。大兎はこれから初めて、自分の物語を始めるんだ。初めて、月の裏側の化け物どもの呪じゆ縛ばくから離れるんだ。邪じや魔ましないで……》


　が、そこで大兎が言う。


　ウサギに向かって、彼は言う。


　──黙れ。


　するとウサギが心外だと言わんばかりの顔でこちらを向き、


《君の味方は僕だけなのに、黙れはないだろー》


　──ヒメアをいじめるな。


《いじめてないよ。説教してるだけ。この狂った魔ま女じよは、本当に狂ってるから。さあもういいや、終わらせよう。彼女は死にたいんだって。なら、そうしてやろう。彼女の力を取りこめ。そうしたら君は、もっと強くなる》


　なんて、言う。


　そしてもう一度、ウサギはヒメアのほうを見る。


《さあよこせ。力を。おまえの力をすべて吸すって、あとは僕らがやるよ》


　と、言った。


《おまえは安心して、愛いとしの大兎ちゃんの中にいればいい。それで幸せなんだろう？　おまえは大兎といられれば、それでもう、永遠に幸せなんだろう？》


　と、言った。


　するとそれに、ヒメアは泣きそうな顔のまま、


「……うん」


　と、うなずく。


《ならもう、終わりにしよう。楽になれ。僕らが君を、楽に……》


　が、ヒメアはそれに首を振ふる。


「でも私、本当に大兎が好きだから」


《だから？》


「……だから、大兎が失ったものを、戻そうと思う」


　と、彼女は言う。それから手を前に出して、掌てのひらをこちらに向ける。するとそこに、淡あわい、光が灯ともっている。


　それをウサギが見る。あきれたような顔で見る。


《噓うそだろ？　まさかそれを、返すつもりかい？》


「うん」


《そしたら大兎は君を嫌いになるよ？》


「……仕方ないよ」


《そんなに好きなの？》


「……うん」


《そんなに大兎に、幸せになってほしいのか……》


「……うん」


《……馬ば鹿かだなぁ。じゃあ、困った。それならこっちが、本当のシナリオなのか……？》


　と、ウサギがこちらを振り返る。


　なぜかその、ウサギまで悲しげな顔をしていて。


《どーする？》


　と聞いてくる。


　しかしなにをどうしてほしいのか、まるでわからない。だから大兎は聞いた。


　──どうするって？


《試ためしに彼女から貰もらった、力を返してみる？　ってこと。そうしたら一度、僕らはお別れだけど》


　──どうするって？


　するとそれに、ウサギは困ったように肩をすくめ、


《わかってるくせに～。僕は君で、君は僕だ。でも、見たくないものは見ないというのは、いいことだと思うよ。だから君はまだ、理性を保ってられる。素す晴ばらしい才能だ……じゃあ》


　と、また、ウサギはヒメアのほうを向く。


　こちらに、背中を向ける。


　なのにウサギの表情がわかる。まるで自分がその表情を浮うかべているかのように、その表情がわかる。


　ウサギが悲しげに微笑ほほえみ、ヒメアを見つめ、


《力を、戻してもいいよ》


「ほんとに？」


《でも、君の力じゃ彼を救えるかわからない》


「わかってる」


《君の力を戻しても、ここにはまだ、君たち『月の裏側の神々』の力は残る。もう、僕の中で、人間たちが『天てん魔ま』と混ぜちゃったから》


「わかってる」


《それでも救おうとするなら、やってみるといい。ここで君が僕らに取り込まれて死ぬのか、それとも大兎が正気を取り戻すのか……僕はそのシナリオは、読んでないなぁ》


　と、ウサギは言う。


《どうなるか、見当もつかないや》


　と、ウサギは言う。


　それからヒメアを見つめ、


《でも、ここで彼が止まったところで、結論は変わらないんだぜ？　君が『幸福』を使ってすべてを台無しにするか、それとも僕らが預言を体現するかの、どちらかだ》


「うん」


《ならこれには意味がないね》


「うん」


《それでも君は、ほんの少しの間でも、正気の大兎のそばにいることを選ぶ？　シナリオは……》


　が、それを遮さえぎってヒメアは言った。


「預言は、読まないようにしてるの。前に進む勇気がなくなるから」


《……ふぅん。だから君は、前に進めるのか》


「ううん。進めなくなってた。でも、大兎がそばにいてくれたから」


《ああ、正気を保つための道具に、大兎を利用した？》


「…………」


《それを、後こう悔かいしてるのかい？》


「……私がやったんじゃない」


《そうかな？》


「…………」


《ほんとにそうかな？》


「…………」


《……大兎を洗脳したのも、時雨しぐれ遥はるかを作ったのも、ほんとは君じゃないの？》


「……わからないの」


《狂くるってるからね》


「……わからない」


《まあ、真実なんてどうでもいいけどさぁ……少なくとも大兎は、君を救いたがってる。相棒は馬鹿だから、君を救いたがってる。なら、やってみようか》


　それにヒメアは、ウサギを見て、それからこちらを見て、


「ありがとう、大兎」


　と言った。


　それにウサギは耳を揺ゆらす。黒い耳を揺らし、こちらを振り返ると、


《だってさ。じゃ、一度僕は消えるよ。そばにいると、暴走しちゃうから。あと、悲しい話は苦にが手てなんだ。大兎はきっと、彼女のことを嫌きらいになる。そしたら彼女、泣くだろう？　そういうの見るのは、嫌いなんだ。だから消えるよ》


　と言った。


　そのままこちらに手を振り、


《じゃあな、相棒。またすぐに会うだろうけど、それまで少し、頑がん張ばれ》


　と言った。


　そして消える。


　あっさり消える。


　この暗くら闇やみの中で、大兎は、ヒメアと二人っきりになってしまう。


　その、彼女のほうを見る。


　するとやはり、彼女は笑っている。悲しそうに笑っている。


　そして、言う。


「……ごめんね」


　──なんで？


「なんでも」


　──なんで、泣くの？


「……あなたに記き憶おくを戻すから」


　しかしそれに、大兎は首を振る。


　そして言う。


　──記憶は、戻った。僕は誰だれかに、君を好きになるよう命じられてたみたいだ。


「……ああ、そうなんだ」


　──うん。でもそれは、本当の気持ちじゃないんだ。僕には他ほかに、好きな子がいる。


「……うん」


　──その気持ちを取り戻さなきゃいけない。


「…………うん」


　──辛つらいんだ。胸に穴があいていて、すごく辛いんだ。


「…………うん。ごめんね」


　と、ヒメアは言う。彼女は震ふるえていた。声も、震えていた。そのままその場に、くずおれてしまいそうなほどに、彼女は震えていて。


　だから彼は、言う。


　──泣かないで。


　すると彼女はこちらを見て、


「……大兎は……大兎はいつも、優やさしいね」


　笑顔でそう言う。


　なのに彼女の声は、聞き取りにくかった。


　途と中ちゆうに嗚お咽えつが混じって。目からずっと、涙なみだが溢あふれていて。


「ほんとにいつも、優しいから……だから……勘かん違ちがい、しちゃってた。私があなたの……大切な人になれるって……馬鹿な勘違いを……ごめんね大兎。ごめんね」


　──謝あやまらないで。


「ごめんね……いま、助けるから。全部……元どおりにするから……」


　そう言って、ヒメアは手に持っていた、淡い光を足あし下もとに落とした。


　するとそれが、闇やみの中に、吸いこまれるように消えた。


　その瞬しゆん間かん、あっさり胸の穴が埋うまったのが、大兎にはわかった。


　まるでずっと欠けていたパズルのピースがはめられたかのように、カチリっと、自分の中のなにかが変わったのが、わかった。


　そして名前を思いだす。


　一番大切な人の名前を思いだす。


　だがそれとは別に、


「力を、返してもらうね。それでもう、あなたは不死身じゃなくなるけど……でも、力が戻れば……私に力が戻れば、あなたを救えるかもしれない」


　ヒメアはそう言って、今度は足下の黒い地面に、手を入れる。そして薄桃ラベンダー色の光を引き出す。


　それはとても大きな力で、自分の体から力が抜ぬけていくのを、彼は感じる。


　自分の中でバランスが取れていた、右と左の重さが、変わったのを感じた。


　それと同時に、頭の中で、かちかちかちかち、と、虫が歯を鳴らすような音が聞こえ始める。


　自分の中に棲すんでいる、もう一いつ匹ぴきの化け物が目を覚ましたのを、感じる。


　天魔だ。


　天魔が目を覚ました。


　それにヒメアが、


「絶対に救うから。絶対にあなたを救うから、正気を失わないで」


　そう言った。


　だが、それは無理だった。


　頭の中に、かちかちと虫の声が響ひびく。狂いそうになるほど響く。


　それに大兎は、


　──あ、ああああ、あああああああああああああ。


　悲鳴を上げた。


　大きな悲鳴を上げた。


　それにヒメアが、


「……絶対に、あなたを助け……」





　──うるさい！





　大兎は手を振ふるった。


　するとその手は、いつの間にか真っ黒い、伸のび縮ちぢみする塊かたまりのようなものになっていた。


　その塊がヒメアのほうへと伸びていく。その塊の先に、牙きばが生え、口のように開く。閉じる。開く。閉じる。


　かち、かちかちかちかちかち。


　そしてヒメアに喰くらいつこうとして。


　それをヒメアは見る。


　だが彼女は、その黒い塊を見つめて微び笑しようを浮うかべ、


「……天ク魔ズが、すべての力が戻った私に、触さわれると思ってるの？」


　そう言って、手で振り払はらおうとする。


　だがその手に、黒い塊の口の中から出てきた蛇へびが喰らいつく。


　それは天魔とは違ちがう力だ。


　薄桃ラベンダー色の蛇。


　ヒメアの髪かみと、同じ色をした、蛇。


　それをヒメアはにらみ、


「くそ」


　と、言う。


「絶対に、助けるから」


　と、一歩後ろに下がる。


　そして消えようとする。


　それに大兎は、言った。いや、自分の中の、天魔が言った。


　──逃にがすな、殺……


　が、そこで言葉を止める。大兎は言葉を止める。そして顔を上げ、彼女を見て、


　──逃げろ、ヒメア。


　そう、言う。


　それにヒメアがまた、泣きそうな顔になる。


　そして、彼女は消えた。


　消えた瞬間に、気が緩ゆるんだ。


　また頭の中に、かちかちかちという虫の歯が鳴るような音がして、意識を乗っ取られた。







　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆







　月げつ光こうは苛いら々いらしていた。


「……まだか」


　と、うめくように言う。


　場所は生徒会室。


　サイトヒメアが鉄くろがねの居場所をつかみ、そして救えると言いだしたから魔界マクアエとの《道み程ち》を開いてやったのだが。


　鉄は生徒会室に戻もどるなりサイトヒメアを襲おそい、そしてそのまま、動きを止めてしまった。


　月光はその、鉄の姿を見る。


　薄桃ラベンダー色と、白色の刃やいばを頭から生やし、顔や腕うでの皮ひ膚ふに、黒い呪じゆ文もんのような文字が這はいまわっている。


　そしてその腕でサイトヒメアの首をつかんでおり、その腕から、サイトヒメアは鉄の意識の中に侵しん入にゆうしているはずだった。


　鉄の中に入って、この暴走したうすら馬ば鹿かの正気を取り戻してくると、彼女は言っていたのだが。


「…………」


　サイトヒメアも、鉄大兎も、さっきからまるで動かない。


　時間にして、五分ほどたったろうか。


　五分あればもう、《軍》はここに鉄がいることに、気づいているだろう。いくらサイトヒメアがこの生徒会室で起きていることを見えなくする結界を張ったとはいえ、《軍》はそれほど無能じゃない。


　だから、


「……早くしろ、馬鹿ども」


　と、月光は苛ついた声で言う。


　するとそれに、背はい後ごにいた泉いずみが言ってくる。


「なんかほんと、突とつ然ぜん過ぎる展開で、あれだよね。びっくりしちゃったよねー」


「…………」


「大兎君助けにいくと思ってたら、向こうからきちゃうし」


「…………」


「ねね、会長」


「…………」


「これ、まずいよね。いまこの段階で大兎君捕つかまえても、《軍》がまた大兎君を……」


　が、それを遮さえぎって、月光は言った。


「わかってる。考えがある」


「ほう。考えって？」


　そう問われ、彼は泉のほうを向く。


　すると彼女も、いつになく緊きん張ちようしたような面おも持もちになっている。


　当然だろう。


　鉄の姿は、それだけの力を発していた。


　さっき戦った古竜ゲドガルドとは比くらべものにならないほどの力を持っているのが、見ただけでわかった。


　いまだ宮みや阪さか高校の制服を着ているくせに、その姿は動けなくなってしまいそうなほどの圧力を感じる。あきらかに人ではない、なにかに変へん貌ぼうしてしまった、姿。


　それを、泉は月光の後ろに隠かくれるようにして見つめながら、


「……ってかさ、会長が《軍》を出し抜く方法を考えるんだろうなぁとは思ってたけど、こんないきなり大兎君に会っちゃって、会長の計画って、うまくいくの？」


　なんてことを聞いてくる。


　それに月光は答えない。


　なぜなら、うまくいくはずがないから。


　だからサイトヒメアにも言ったのだ。


　少し待て、と。鉄を救いにいくにしても、一度計画を立ててからにしろ、と言ったのだ。


　だが、彼女は聞かなかった。


　自分一人で救えるから、早く《道み程ち》を開けと、そう命令してきた。


　その命令を断ることもできたが、しかし彼はそうしなかった。


　なぜなら《軍》もすでに、鉄の居場所を知っているのだ。なら、ぐずぐずしていたら後ご手てに回ってしまう可能性もある。だからこそ、サイトヒメアの暴走を許してみることにしたのだ。


　自分なら、そのサイトヒメアの暴走の間に、うまい方法を考えつくと思ったから。


　だが、


「…………」


　と、月光は動きを止めてしまった、鉄とサイトヒメアの姿を見て、目を細める。


　サイトヒメアが鉄を正気に戻せるのか、それとも戻せないのか、それ次し第だいで次にやることが変わってくる。


　そしてそれを、早く決断したかった。


　ここに、《軍》がくる前に。


　鉄が侵入してきたことに気づいた《軍》が、態たい勢せいを整えてここに援えん軍ぐんとしてやってくる前に、それを決めたかった。


　だから月光は、言う。


「おい聞こえてるか、馬ば鹿か魔ま女じよ。早く戻れ！」


　と彼は怒ど鳴なる。


　するとそこで、呼んでもいない馬鹿が言ってくる。


「ねねねね、ゲッコー。この穴、この穴まさか、魔界につながってる？」


　などと美み雷らいが言って、生徒会室の壁かべにあいた穴に頭を突つっこんでいる。


　それからこっちを振り向き、


「あの、あのねゲッコー、これ、これあたしの故郷……」


「閉じろ」


「ええええええええええええええ!?」


　が、月光はそれに、美雷のほうを振り向かないまま、


「その座標はもう覚えた。暇ひまになったらいつでも連れてってやるから、少し黙だまってろ」


「いつでも!?」


「ああ」


「ゲッコーにママ紹しよう介かいしていい？」


「ああ、もうなんでもいいから、黙れ」


「はーい」


　と、美雷は嬉うれしそうに言う。


　その馬鹿のほうを無視して、彼は生徒会室の、扉とびらのほうへと目を向ける。


　まだ、《軍》がきていないことを確かく認にんする。


　それからもう一度動かなくなった二人のほうへと目を向けた、瞬しゆん間かん。


「月光！」


　サイトヒメアが叫さけんだ。


　続いて鉄が、


「うぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　部屋全体を震ふるわせるような咆ほう哮こうをあげた。


　もしもこの部屋に、フロウルの円えん陣じんが敷しかれていなければ、その声だけでここにいる全員が、消し飛んでいたかもしれない。


　だが、月光はそれになんとか耐たえる。


　そしてサイトヒメアのほうをにらみ、


「どうなった？」


　と聞く。


　すると彼女が答える。


「あともう少し！　だから大兎の動きを、止め……」


　しかしそこで、鉄が握にぎっていたサイトヒメアの首を、さらに強くつかむ。


「うあ」


　彼女の首が、潰つぶれる。声が消える。


　だがそこで、月光は剣けんを振り上げる。


　全力で剣を振り上げる。


　持てる力のすべてをその剣に込こめて、


「……祓はらえ、凶剣スペル・エラー！」


　と叫ぶ。


　すると凶剣スペル・エラーの刀とう身しんが、黒く光る。鉄の腕を、斬きり飛ばす。


「あああうあ」


　鉄が赤い瞳ひとみをこちらに向ける。拳こぶしを振り上げる。それに月光は、


「美雷！　こいつの動きを止めろ！」


　と、怒鳴る。


　すると美雷が横から、


「ほい！」


　と、飛びだす。そのままパンティ丸出しで足を振り回し、鉄の顔がん面めんにたたきつける。


　その足は帯電していて、強きよう烈れつな衝しよう撃げきを鉄に与あたえたはずなのだが、しかし、鉄はびくともしない。


　フロウルの円陣で弱っているはずなのに、古竜ゲドガルドと違ちがい、美雷の力が効きかない。


　鉄が美雷のほうを見る。頭に生えた刃を、動かそうとする。


　だが、月光はそれをさせない。


　凶剣スペル・エラーを鉄の胸に刺さし、


「こいつの自由を奪うばえ、凶剣スペル・エラー！」


　と、命じる。


　するとすぐに力が発動する。剣けんが刺さったところから、黒い呪のろいが鉄の中に広がっていこうとして、しかし、


「……拒きよ絶ぜつしろ」


　と、鉄が呟つぶやく。


　瞬間、鉄の胸に広がろうとしていた黒い呪いが、鉄が生みだした黒い呪いとぶつかって、消えようとする。


　まるでそれは、同じ力を持っているようで、お互たがいがお互いの力を喰くいあって、消えようとする。


　だがそれでも、月光は動きを止めない。懐ふところから数枚の札ふだを取り出し、それを鉄の体に投げつける。


　凶剣スペル・エラーが効かないような相手にそんなものが効くとも思えないが、とにかく、できることはすべてする。


　その札が、爆ばく裂れつする。すると中から青白い鬼おに火びが生まれ、それが鉄を焼く。


　しかし一いつ瞬しゆんで消える。また、鉄がこちらを向く。攻こう撃げきの目標を、月光へと定さだめる。
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　さらにその背はい後ごに、別の敵が現れる。


　黒くろ守すだ。


　セルジュと、ハスガもいる。


　他ほかにも、数十人単位の《軍》の部隊もいるようだった。


　生徒会室の扉を開き、


「捕ほ縛ばくしろ。白ビヤク夜ヤで黒コク兎トを無効化して、一度《天てん魔ま》と《月の裏側の神》を切り離はなす」


　なんてことを言う。


　ビャクヤや、コクトという言葉が、なにを意味しているのかはわからない。


　わからないが、どうでもいい。


　とにかく自分がやるべきことは。


「美雷、全力で俺を引っ張ぱれ！」


　と、命じる。


　それから横にいた、サイトヒメアの髪かみをつかむ。


　それに彼女は驚おどろいた顔で、


「なにを……」


　と、言いかけるが、しかしそれ以上の言葉は言えない。美雷が月光を引っ張ったからだ。


　もの凄すごい勢いで後ろに引かれ、しかしそれよりも早く、鉄が月光に迫せまってくる。


　だがもう、彼は鉄のほうを見ない。


　彼が見たのは、壁だ。


　白い壁。


　生徒会室に開く、《聖地》と呼ばれる能力を持った、白い壁。それを見つめ、


「そのまま俺を、壁に投げろ。ここを離り脱だつする」


　と言う。


　それに美雷が、素す直なおに従う。彼女の脳みそはあほ丸だしなのだが、こういう切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きように限って、意外と的確な判断を下すのだ。


　それに月光は一瞬笑えみを浮うかべ、それから、自分の体が吹ふっ飛ぶのを感じる。


　サイトヒメアの頭をつかんだまま、自分が吹っ飛ぶのを感じる。


　壁が眼前に迫り、しかし激げき突とつする前に、


「開け」


　と呟く。


　するとすぐに《道み程ち》が開く。


　次元が歪ゆがみ、別の世界へ生徒会室を繫つなぐ。


　そのまま月光はサイトヒメアと二人で、別の世界へと移動する。


　鉄はそれを、追ってくる。


　拳を振り上げ、月光へと放ってこようとする。もしあたれば死ぬだろう。だが、月光はそれを、剣で受ける。


「祓え凶剣スペル・エラー」


　と、呟く。


　すると剣はまた、鉄の力を、相そう殺さいしてくれる。フロウルの円陣の外だというのに、この、神殺しの剣は、きちんと彼のことを守ってくれる。


　そのまま月光は、地面を転ころがる。サイトヒメアとともに、地面を転がり、しかしすぐに体勢を立て直す。


　それから生徒会室を見る。


　黒守がこちらにこようとしている。他の《軍》の部隊も、こちらにこようとしている。


　おそらくは、月光を助けようとしているのだろう。


　そして彼らは、鉄を捕縛できるだけの力をすでに持っているのかもしれない。神しん種しゆになった鉄を、狩かることができるのかもしれない。


　つまりいま、《軍》の力が、生徒会室に集中している。


　そしてそれに、月光は笑みを浮かべて言った。


　必死な顔でこちらにこようとする、黒守たちに向かって、


「……ここ、どこだと思う？」


　なんてことを、言った。


　そしてその言葉に。


　その、月光の言葉に、黒守の目が大きく見開く。


　その驚いたような顔を、月光は薄うす笑えみを浮かべて見つめ、


「《軍》だよ、黒守」


「おまえ……」


　が、その途と中ちゆうで月光は、


「閉じろ」


　と、呟いた。


　するとあっさり、次元の穴は、閉じた。


　あの穴は契けい約やく者しやにしか、従わない。だから黒守たちは、すぐにここにくることはできない。


　それに月光は笑みを浮かべる。


　周囲を見回して、笑みを浮かべる。


　そこは、さっき自分が体を治ち療りようしてもらった、《軍》の施し設せつの中だった。


　宮阪高校の遥はるか地下。


　そこにいま、月光とサイトヒメアと、そして暴走した鉄はいた。


　部屋の中には《軍》の関係者たちがいる。鉄の姿を見て、悲鳴を上げる。奴やつらは、鉄が何者か、知っているのだ。


　自分たちが実験して、壊こわした相手が、いったいどんな化ばけ物ものなのか知っているのだ。


「そんな……誰だれか、誰かこいつをなんとかしろ！」


　と、研究者のような、白はく衣いを着た馬ば鹿かが叫さけんだ。それに誰かが魔ま法ほうを使った。その魔法が鉄にあたった。


　そしてそれで、終わりだった。


　鉄はそちらを向き、


「…………」


　咆ほう哮こうを、上げた。


　月光や、サイトヒメアのことはもう、見えていないようだった。


「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」


　鉄が叫ぶ。それだけで、部屋全体が吹っ飛ぶ。いや、この地下全体が、吹っ飛ぶ。


　さっき生徒会室の、フロウルの円えん陣じんで抑おさえられていた力とは、ケタが違った。


　なにもしなければ月光も死んでいただろう。


　だが、サイトヒメアが守ってくれた。


　彼女が月光を抱かかえ、鉄から離れて結界を張った。その結界は、鉄の強大な力を、防いでしまう。


　以前はこの魔ま女じよにそんな力はなかったはずなのだが、しかしいまの彼女はそれを、あっさりしてのける。


　そのままサイトヒメアがこちらを見て、言う。


「……大兎を利用しないでくれる？」


　それに月光は魔女の顔を見つめ、


「ならおまえが《軍》をどうにかできたのか？」


　しかしその問いに、ヒメアはうなずく。


「……いまなら、やれるかもしれない」


「どういうことだ？」


「あんたは知らなくていい」


「……ふん。まあいいだろう。つまりおまえは、いまなら《軍》をやれるのか？」


「うん。少し時間があれば、この建物を……ううん。この星のすべてを冒おかす、毒も作れる」


　なんてことを言ってきて。


　月光は顔をしかめる。


「もう少し規き模ぼを小さくしろ」


「あんたに命令される筋すじ合あいは……」


「いいから言うことを聞け」


「…………」


　それに、彼女は黙だまる。それから彼女はこちらを見て、


「……あなたいま、自分が死ぬ可能性があったのに、大兎のために《軍》を潰つぶそうとしてくれた？」


　なんて言ってきて、月光は益ます々ます顔をしかめる。


「俺は馬鹿のために命など懸かけない。すべて自分のためだ」


「……あはは、そう。あなたはいつもそうよね」


「そうだ」


「でも少しだけ……あなたのことが好きになった」


「あ？」


「ありがとね。大兎を守ろうとしてくれて」


「なにを言っ……」


　それを遮さえぎり、彼女は続けた。


「私は大兎を元に戻もどしたらここから消えるつもりだから……最後に、お礼を言っとこうと思って。あなた性格はクソみたいだけど……でも、人間にしてはいい奴だった」


「ふざけ……」


　しかしその言葉も、終わりまで言えない。


　ヒメアが結界を解とく。するとかすかな衝しよう撃げき波はがくる。


　だがそれは遠い。もう、かなり遠くまで、鉄は進んでいるようで。


　見み渡わたす限りの景け色しきが、破は壊かいし尽つくされてしまっていて。


　そしてそれに、サイトヒメアが、


「ああ、やっと《毒まじゆつ》が完成した。もう、《軍》もあらかた破壊されて復旧できなさそうだし……大兎を元に戻してくる」


　と言って、立ち上がる。


　それに月光もサイトヒメアのほうを見て、


「……いなくなるつもりか？」


　そう聞いた。


　すると彼女はあっさりうなずく。


「うん」


「それは、鉄と一いつ緒しよにか？」


「ううん。大兎には普ふ通つうの人間に戻ってもらうの」


「それで？」


「私は消える」


「そうか」


「うん」


「せいせいするな」


「あはは。それはよかった」


「だが、おまえは俺の奴ど隷れいになると約束したはずだ。勝手にいなくなることは許さないぞ」


　と、月光は言う。


　するとそれに、なぜかサイトヒメアはこちらを見上げて、笑う。そして寂さみしげな顔で微笑ほほえんで、


「……ありがと」


　などと言った。


「噓うそでも……仲間と言ってくれて、嬉うれしかった」


　などと言った。


　それから彼女は駆かけ出す。月光から離はなれ、暴れまわる鉄のほうへと駆け出す。


　そしてもう、月光は、それを追おうとはしなかった。







　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆







　瓦が礫れきと、廃はい墟きよが広がっている。


　ヒメアが見る限りもう、《軍》の施設はここには残っていないように見えた。


「…………」


　それを見て、彼女は自分の中に煉ねっていた魔法を一つ、分解する。


　ずっと、《軍》を侵おかすための魔法を煉っていたのだが、もう、《軍》は再起することができないほどに大兎に破壊し尽つくされてしまったように見える。


　それを彼女は見つめ、


「……これも結局は、預言シナリオ通りなのかな」


　なんて、呟つぶやく。


　結局すべてはあらかじめ決まってたレールの上で、《軍》がここで消えてしまうことは、決まっていたことなんだろうか？


　そんなことを、思う。


　もしくはこれは、レールの外なのか。


　それはわからない。


　彼女は預言を読まないから、わからない。いや、普ふ段だんは預言の存在すら忘れている。忘れるための、魔法を自分にかけている。力が戻ってしまうと、その魔法が効きかなくなってしまって、すべてを思いだしてしまうけど。


　ただ、このシナリオのゴールが二つあることだけは、知っている。


　右と左。


　光と闇やみ。


　別にどちらがいいということはない。ただ、二つあるのだ。


　どこでそれが分ぶん岐きするのか。


　どのタイミングで進む先が変わるのか。


　それも、彼女にはわからなかった。


　預言を読まないから。読みたくないから。


　もし読んでしまえばきっと、もう、立っていることすらできないだろう。


　いや、いまだって彼女は、立っているのが精せい一いつ杯ぱいなのだ。


　大兎の気持ちを知っていたら、生きていようなんて思わなかったのに。


　大兎がほんとは、自分のことなんか好きじゃないんだって知ってたら、立っていられるはずなんて、なかったのに。


「…………」


　でもいま、大兎に会いにいかなければならない。これが最後だとわかっているのに、彼に会いにいかなければならない。


《軍》の施設は、ヒメアがいる場所よりもさらに地下へと広がっていた。


　ここは地下なのに、床ゆかに巨きよ大だいな穴が開ひらき、底が見えないほど深く、その穴は続いている。


　途と中ちゆうにある《軍》の施し設せつは、元の姿がどんなものだったのか、それを想像することもできないほどに、壊こわされてしまっている。


　その穴の底を見下ろし、彼女は跳とぶ。


　穴の底へと、飛び下りる。


　魔ま法ほうの力で自分の体が落ちていく速さを加速させる。周囲の空気が風になって、彼女の体にまとわりつく。そして彼女の体は、通常の落下の速さよりも、遥はるかに速く、落ちていく。


　大兎がいる場所に向けて。


　穴の、底へ向けて。


　底にはすぐにたどりついた。


　彼女は底に下り立ち、前を向く。


　光がないから彼の姿は見えないが、彼女には見える。


　穴の底。


　闇の奥に、大兎がうずくまっているのが、見える。


　すべてを破壊し尽くして、その中央にうずくまっているのが、見える。


「…………」


　彼女はそれを見つめ、それから、


「光を」


　と呟く。それで彼女の頭上に、光源が生まれる。


　しかし大兎はそれにも反応しない。


　彼女がきたことに、反応しない。


　気づいているはずなのに、彼は反応しない。


　もしかしたらもう、興きよう味みがないのかもしれない。


　洗せん脳のうが解けて、もう、彼女になんて興味がないのかもしれない。


　そう思うとまた、ヒメアは泣きそうになる。


　でも、彼女は頑がん張ばって、笑った。なるべく優やさしく聞こえるように、声を調節して、


「……大兎」


　と、言ってみた。


　だが、彼は振ふり返らない。


　しかし彼女はもう、気にしなかった。


「助けにきたよ」


「…………」


「あなたの中の、二匹ひきの化物を壊す、呪のろいを作ってきた」


「…………」


「いま、普通の人間に戻してあげるから、待っててね」


　と、言う。


　そして彼女は前に進む。


　大兎のそばに、近づく。


　やはり大兎は顔を上げない。地面に、うずくまったまま、


「……近寄るな、魔ま女じよ」


　と、言った。


　それにヒメアは、顔を歪ゆがめる。ただそれだけで、胸が壊れてしまいそうなほどの痛みを感じてしまって、


「……ごめん」


　と、謝る。でも、足を止めない。彼のそばへと、近づいていく。


　するとまた、


「……近寄るなよ、狂くるった化物が」


　なんてことを、大兎は言う。そして彼は顔を上げる。その瞳ひとみは黒い。すべてが黒に埋うめ尽くされている。


　天てん魔まの力が、優位になっているのだ。


　なら、いまの言葉は天魔が……


「人の心を弄もてあそびやがって……もう二度と、おまえには操あやつられないぞ」


　と、大兎が言った。


　大兎が、大兎の声でそう言った。


　それにヒメアは、足を止めそうになる。いや、もう、このままここで、死にたくなる。


　でもそれでも彼女は、


「ごめんね」


　そう言って、彼のほうへと進む。すでに編あみ上がっている《毒まじゆつ》を発動する。すると彼女の口くち許もとに、小さな牙きばが生えてくる。


　その、《毒まじゆつ》に大兎は敏びん感かんに反応する。


　ヒメアが大きな力を使おうとしているのに、気づいたのだ。


　体を起こし、こちらをにらむ。そして言う。


「またそれか。そうやっておまえは俺を壊した」


「……今度は、違ちがうよ」


「違わない」


「今度は、あなたを元に……」


　しかしそれを遮さえぎって、


「違わないよ、ヒメア」


　と、大兎が言った。


　それに一いつ瞬しゆん、彼女は足を、止めそうになる。


　ヒメア、と、彼が呼んでくれた。


　サイトヒメアというのが呼びにくいといって、彼がつけてくれた名前を、呼んでくれた。


　そして、それだけで嬉しくなる自分がいる。たったそれだけで。大兎が自分の名前を呼んでくれるだけで、彼女は生きる意味を見つけてしまう。


　なのに、大兎がうんざりしたような、疲つかれた顔でこちらを見つめ、


「またおまえは、俺のことを壊すつもりなんだ」


　なんて、言ってくる。


　それにヒメアは、泣きそうになる。首を振って、


「違ちが……」


「違わないだろう。何度も何度も、俺の人生を壊したじゃないか」


「…………」


「好きだって？　俺のことが好きだって？　ふざけんな。好きならなんで、こんなことする？　俺の頭を壊して、一番大切なものを奪うばって」


「…………」


「なんなんだよおまえは。なに様のつもりだ？　おまえはいるだけで、毒じゃないか。この世界のすべてを、汚よごすだけじゃないか」


「…………」


「生きる価値のない、汚きたない化物のおまえが、なんで俺に触ふれようとする？　好きなら。俺のことが好きならもう、触さわるなよ」


　そんなことを、言われて。


　ヒメアは、足を止めた。


「……ごめん」


　と、謝る。


　もう、それしか言えなかった。


　大兎が言ってることは、本当だから。


　自分は生まれたときから、世界を汚す、汚い化物で。


　なのに馬ば鹿かみたいに人を好きになったのだ。おまけにその人を傷つけて。こんなに傷つけて。


　生きてていいはずがない。


　そんなのは、


「……そんなのは、わかってる」


　と、ヒメアはうめくように言った。


　すると大兎が言う。


「じゃあ死ねよ」


「うん」


「早く死ね」


「わかった……でも、大兎を元に……」


「俺にはもう触るな」


「…………」


「汚い手で、もう触るんじゃない」


「…………」


「おまえがその手でやるべきことは、一つだけだろう？　自分を殺せよ。それでみんなが喜ぶ。おまえが死ねば、みんなが喜ぶ。もうそれを、おまえは知ってるだろう？」


　それにヒメアは、


「……うん」


　と、うなずいた。


　そして、自分の心の中にあった、芯しんのようなものが、あっさり折れてしまうのがわかった。


　大兎の声に、洗脳の魔ま術じゆつがかかっていることにはもう、気づいていた。古竜ゲドガルドが使っていたものよりも、遥かに大きな魔法だ。


　だが、いまのヒメアなら、それを防ぐことができるはずだった。すでに本来の力を取り戻もどしているのだ。この程度の力なら、防ぐことができるはずだった。


　だが、彼女はそれをしない。


　なぜなら大兎が言ってることはすべて、本当のことだったから。


　大兎が言っていることが、彼女にとってのすべてだから。


　だからもう、彼女は彼の言葉に、逆さからえなかった。


　彼女は言う。


　大兎にはまだ、触れられない距きよ離りで、言う。


「……そうだね。私は、死んだほうがいいね」


「ああ」


「……私の顔なんて、大兎もう、見たくないもんね」


「ああ」


「あの……は、遥ちゃんって子のほうが……大兎は好きなんだもんね」


「ああ」


「……じゃあ」


　と、ヒメアは言う。


「……じゃあ私、ほんとに、生きてる意味ないや」


　そう言って、ヒメアは笑った。笑いながら泣いた。これで最後だから。大兎の前に立つのは最後だから、笑え顔がおを見せたかったのに、涙なみだが溢あふれてきてしまって。


　大兎はきっと、私の顔なんか嫌きらいだろうに、その嫌いな顔まで涙で汚れてしまって。


「死ねよ」


　と、大兎が言う。


　それにヒメアは泣き顔のまま、


「それで大兎が喜ぶなら、そうする」


　そう言って、牙に集めていた《毒まじゆつ》を、右手に移す。


　それは《天魔》を壊こわす魔ま法ほうだった。


　それは《月の裏側に棲すむ神》──つまり、自分を殺す魔法だった。


　その魔法を右手に集め、そして最後に、


「大兎」


　と言った。


　彼のほうを見つめた。


　一いつ生しよう懸けん命めい涙を我が慢まんして、精せい一いつ杯ぱい笑顔を作って、


「大好きだよ、大兎」


　と言った。


　もちろん大兎はそれに応こたえない。


　嫌いなのだ。


　こんな化物は、嫌いなのだ。


　そしてそれは、私も同じだった。


　私も、私のことが、嫌いだ。


　大嫌いだ。


　だから、死のう──と思った。


　彼女は笑って、


「バイバイ、大兎」


　と言う。


　でも、返事はない。


　それに彼女は笑う。


　それに彼女は泣く。


　そして右手に集めた力を、自分の首へと突つき刺さそうとして。


「…………」


　しかしそこで、腕うでをつかまれた。強くつかまれた。


　その、つかんだ相手を見上げる。


　するとそれは、離はなれた場所にいたはずの、大兎で。


　大兎が、彼女の腕を強く、千ち切ぎれそうなほど強くつかんでいる。


　それに、


「……痛いたっ」


　と、彼女は言った。


　しかし大兎はさらに強くヒメアの腕を握にぎり、そのまま地面に押おし倒たおしてしまう。


　彼女はそれに、抵てい抗こうしない。大兎がなにをしたいのかわからないが、彼女はそれに、抵抗しない。


　もしかしたら、殺してくれるのかもしれないと、そう思った。


　大兎は優やさしいから、大兎の手で殺してくれるのかもしれないと、彼女はそう思った。


　もしそうなら、幸せだな、と、彼女は思う。


　もしそうなら。


　大兎に殺してもらえるなら、幸せだなって、そう思った。


　だから彼女は目を閉じた。


　そして、大兎が殺してくれるのを、待つ。


　すると彼は、彼女に覆おおいかぶさるように、のしかかってくる。腕はつかまれたまま、地面に押しつけられる。強く、押しつけられる。


　そして大兎が言った。


　彼女に向かって、


「……ふざけんじゃねぇよ、馬鹿が！」


　と、怒ど鳴なった。


「死ぬとか言うんじゃねぇよ！　泣きながら、死ぬとか言うんじゃねぇよ！」


　と、大きな声で怒鳴った。


　それは泣きそうな声で。辛つらそうな声で。


　大兎がそんなふうに怒鳴るのを聞いたことがなくて、彼女は、びくんっと震ふるえる。


　また、怒おこらせた──と、彼女は震える。そして目を、開けてみる。


　すると大兎が、泣いていた。


　いや、大兎の左ひだり眼めだけが泣いていた。右眼はいまも、天てん魔まの力で黒く侵おかされている。


　しかし反対側の瞳は、大兎の目だった。優しい、いつもの瞳だった。


　その瞳で、涙を流しながら、


「……いったい、なんなんだ。なにが起きてる？　俺は、どうなってる？」


　と、言う。


　まるで正気に戻っているかのように、そんなことを言う。


　それにヒメアが口を開こうとするが、


「動くんじゃない！」


　また、怒鳴られた。


　それから大兎が、彼女の右腕を見る。《月の裏側の神》を、殺すことができる魔法が込こめられた、右腕を見る。そして、


「拒きよ絶ぜつする」


　と、呟つぶやく。するとヒメアの右腕を押さえている、大兎の左手に力が宿るのがわかる。黒い、文字が浮うかびあがり、ヒメアの力をかき消してしまう。ヒメアが長い時間かけて作りだした力を、あっさりかき消してしまう。


　それから大兎が、


「……ヒメア」


　と、言ってくる。


　名前を呼んでくれる。


　それにヒメアは、


「…………」


　答えられない。なにも答えられない。


　するとそれに大兎が言った。なぜか泣きそうに顔を歪ゆがめて、


「……ヒメアは汚きたなくなんかないよ。だから、死ぬとか言うなよ」


　なんて言ってきて。


　それにヒメアは、


「…………」


　動けなくなってしまう。


　なにも考えられなくなってしまう。


「だ、だって、大兎は私のこと……」


「嫌いじゃない」


「でも、私は……私たちはあなたを洗脳……」


　が、それも遮さえぎって、大兎は言った。


「洗脳もされてない。それに俺を洗脳したのは、おまえじゃない」


「……でも」


　しかしそこで、大兎が、


「それに洗脳が解とけたあとも、俺はヒメアのことが好きだった」


　突とつ然ぜん、そんなことを言った。


　泣きそうな顔で言った。


　そして、


「だから死ぬとか言うな馬ば鹿か！」


　そう、怒鳴られた。


　それにもう、ヒメアはなにも言えなかった。胸が痛くて。悲鳴を上げてしまいそうなほど、喉のどが詰つまって。


　思わず、大兎に抱だき着いて、泣き叫さけんでしまいそうなほどに、胸の奥が苦しくなってしまって。


　でも、そんなはずないのだ。


　大兎が一番大切にしてる感情は、時雨遥を好き、という感情のはずなのだ。


　なのに大兎は、私のことを好きだという。


　こんな、狂くるった魔ま女じよを好きだという。


　私のことを好きになっても、幸せなことなんかなにもないのに……なのに、私を好きだと言ってくれて。


　彼女は、泣いた。そして大兎にしがみついて、言う。


「……なんで、そんなこと言うの……」


　と、震える声で言う。


「……ひどいよ。せっかく、あきらめたのに……せっかく私……」


　が、そこで大兎が言った。


　こちらをにらみつけて、


「くそ。こんなに……こんなにヒメアを泣かしやがって……絶対に許さないからな」


　なんてことを、言う。


　その言葉が誰だれに向かって放たれたものなのか、それはわからなかった。


　だが、大兎の顔が歪む。全身を硬こう直ちよくさせて、震える。


　すると彼の瞳が。


　天魔に黒く冒された右眼が、彼の瞳ひとみに戻もどる。


　大兎の顔に、戻る。


　そして彼は、言う。こちらを見下ろし、


「……ヒメア」


　それに彼女は、大兎の優しい瞳に、目を合わせる。


　すると彼は言った。


「少し、手伝ってくんない？　俺の中の化物どもが、うまく抑おさえられねぇんだ。さっきの魔法で、俺の中のを壊せる？」


　そう、聞かれる。


　それにヒメアは、うなずく。


「……うん」


「それ、頼たのめる？」


「……うん」


「俺が……ヒメアが魔法を作る間、こいつら抑えとくから……だから」


　それに、ヒメアはうなずいた。いま、ここでなにが起こっているのか、それはわからなかったが、それでも彼女は、魔法を生みだす。


《毒まじゆつ》を生みだす。


　少し、時間がかかる。


　当然だろう。これは、天魔を殺せる魔法なのだ。《月の裏側の神》を消せるだけの魔法なのだ。


　そしてそれを抑えこんでいる大兎の力は、異常だった。


　普ふ通つうでは、考えられないほどの苦痛を彼は感じているはずだった。なのに彼はそれに耐たえている。


　彼女を救うために。


　自殺しようとしたヒメアを救うために、彼は、痛みに抵抗して、意識を取り戻してしまって。


　私のことを嫌きらいなはずなのに。


　本当に好きな人は、別にいるはずなのに、大兎は、必死に意識を取り戻してくれて。


「…………」


　それにヒメアはまた、泣きそうになる。動けなくなりそうになる。


　でも、必死に魔ま術じゆつを編あみ続ける。


　大兎の苦痛が少しでも短くなるよう、必死に、魔法を生みだして。


「できた」


　と、言う。彼女の口に、再び小さな牙きばが生えてくる。


　それに大兎は苦しそうな顔で微笑ほほえんで、言った。


「じゃ、頼む」


「うん」


　ヒメアはうなずき、そして覆いかぶさっている大兎の背中に手を回した。それから顔を上げる。大兎の首に、牙を突つき立てる。首から《毒まじゆつ》を流しこむ。《毒まじゆつ》はすぐに大兎の体中を巡めぐって。


　とそこで、大兎は途と中ちゆうで、ヒメアの体を離はなす。


「これくらいでいい。もう、自力で抑えこめる」


　と、言う。


　それにヒメアは驚おどろいたような顔で大兎を見上げて、


「でも、まだ全部は……」


「いいんだ。俺にはもっと、力が必要だから」


　そう言って、彼は彼女の手を離した。そして起きあがり、自分の首に、触ふれる。いま、彼女が牙を突き立てた場所に、触れる。その首にあいた傷を確カク認ニンして、


「……傷が、塞ふさがらない」


　と呟く。


　それにヒメアは言った。


「もう、私の力は、私に戻したから」


　すると大兎がこちらを見る。やはり、優しげな顔で、


「そうか」


　と、言う。


　それにヒメアは、大兎を見つめて、うなずく。


「……うん。だからもう、大兎は私から離れても大だい丈じよう……」


　が、彼はそれを遮って、


「じゃ、それ、また俺に戻してくれ」


　なんてことを、言ってくる。


　それにヒメアは、胸が痛むのを感じる。なんでそんなことを大兎が言うのか、わからなかったから。


　彼は、私のことが好きじゃないはずで。本当に好きなのは、遥ちゃんのはずで。


　なのにもしまた契けい約やくしたら、私から離れられなく──


　しかしそこで、大兎が言った。


　突然、


「好きだよ、ヒメア」


　そんなことを、言った。


「ごめんな、傷つけて。いつも傷つけてばっかりで、ごめん。でも、前にも言ったけど……俺が好きなのは、ヒメアだから」


　そんなことを言ってきて。


　それにヒメアは胸を押さえる。顔をしかめ、


「噓うそだ」


「噓じゃないよ」


「天てん魔まが……天魔が言わせてるの？」


「違ちがう」


「……ひどい。辛つらいよ、大兎。こんなの……私は……私はこんなのもう、耐えられ……」


　が、そこで突然、大兎が彼女の体を抱いた。そのまま強く、抱きしめてきて、


「好きだ。だからもう一度契約してくれ」


　なんてことを、言ってきて。


「…………」


「どう言ったら信じてもらえるかな。どうしたらわかる？　俺はおまえを守りたいんだ」


　なんて言われてしまって。


　それにヒメアは、


「あ、あの……その、それは……」


　うろたえてしまう。


　好きだと言われたり、嫌いだと言われたり、気持ちがいったりきたりしてしまってもう、なんだかよくわからなくなってしまう。


　だが、大兎は落ちついた口調でもう一度、


「……昔、約束したろ。おまえは俺が守るって。だからその力をくれ」


　そう言った。


　そしてそれに、ヒメアは胸に抱きしめられたまま、言う。


「……約束したから、そばにいてくれるの？」


「違う」


「じゃあ……」


「好きだから」


「噓だ」


「ほんとだって」


「噓だ！」


　と、彼女は叫ぶ。そして泣く。だって、だってそんなはずが……


　しかしそこで、大兎が言った。


「ごめんな、こんなに泣かせて。おまけに俺だけずっと甘ちゃんでさ、いろいろ舐なめてたんだ。なんか、おかしくなってる間のことはいまいちちゃんとは覚えてないんだけど……でも、また俺、ヒメアのこと守れなかった」


　なんて、言って。それから彼女の、頭を撫なでて、


「でももう、誰にもおまえを傷つけさせない。今度はがっかりさせないから、俺と契約してくれ、ヒメア」


　なんて言う。


　それにヒメアが顔を上げ、


「でも……」


「いいから俺の言うこと聞け」


「…………」


「それとも……俺があんまり弱いから、嫌いになった？」


　なんて聞かれて、彼女は首を振ふる。大きく、振る。


　すると大兎は笑って、


「なら、よかった。もし嫌われてたらどうしようって、びくびくしたよ」


　と、少しだけ気弱そうに、笑う。それはいつもの大兎の顔で。ヒメアが好きになった、彼の顔で。その顔のまま、彼は、


「もう二度と、死にたいなんて言わせないように頑がん張ばるからさ……もう一度だけ、俺と契約してくれ」


　なんて、言ってきて。


　それをヒメアは、夢じゃないかと、疑う。もしくは敵が見せている、幻げん覚かくなんじゃないかと、彼女は疑う。


　だって、一番欲しいものが目の前にあるのだ。もう、絶対に手に入らないと思っていたものが、目の前にあるのだ。


　それを目の前にして、彼女は怖こわくなる。


　あまりに突とつ然ぜん、欲しいものが目の前に現れてしまって、怖くなる。


　だから魔法を使う。全力で魔法を使う。もし幻覚なら、消えろ、と。夢なら、消えてくれ、と、願う。


　こんな幸せな景け色しきを見せられて、もしまた、それがすべて噓だったらもう、動けなくなってしまうから。


　でも魔法は効かなかった。


　大兎はずっと優やさしいままで。


　醜みにくい私を。みんなに嫌われている私を、抱きしめてくれて。


「さあ」


　と、言う。


　それにヒメアは、


「……いいの？」


　と、聞く。


「もし契約したら、私たちは二度と離はなれられなく……」


　が、それに大兎は言う。


「ヒメアはちょっと目を離すとすぐ遠くで泣くから……もう、俺から離れんなよ」


　なんて言う。


　それにヒメアは、今度こそ泣いてしまう。声を上げて泣いてしまう。顔がくしゃくしゃになって、涙なみだが止まらなくて、大兎の胸に顔を埋うずめる。


「……馬ば鹿か」


　と、泣きながら言う。


　すると大兎がごめんと謝る。


「嫌い」


「うん」


「大嫌い」


「うん」


「……大好き」


「うん」


　そして彼女は、自分の中に、魔ま法ほうを生みだし始める。


　それは昔、あの公園で交かわした魔法。


　あのときの二人の気持ちは偽にせ物ものだったのに、また、彼女はその魔法を使う。


　それは、毒だ。


　二人が決して、離れられなくなるための、《毒》。


　その魔法が完成する。


　彼女のピンク色の唇くちびるの隙すき間まから、小さな牙きばが生える。


　大兎が聞いてくる。


「できた？」


　それにヒメアは、うなずく。


「じゃあ、やって」


　と、大兎が言うが、やはりそれに、ヒメアは躊ちゆう躇ちよする。怖くなってしまう。また、同じ思いをしたくないから。


　だから、


「ほんとに……」


　しかしそれを遮さえぎって、


「ずっとヒメアのそばにいるよ」


　なんて、言って。


　それに、彼女は泣きながらうなずいた。


　それからもう一度、大兎の体に抱だき着く。昔と違って身長差があるから、背せ伸のびしても首までは届かないが、大兎が彼女の体を抱かかえてくれる。


　そして首に、牙をあてようとすると、そこで大兎が、


「これ、結構痛いんだよねぇ」


　なんて言うので、ヒメアはぼろぼろに泣きながら、それでも笑った。


「あ、あはは、痛くしないから、安心して」


「ほんとに？」


「うん。じゃ、やるよ」


「あ痛」


　と、大兎はうめく。


「ヒメアの噓つき」


　と、彼は不満そうに言う。


　それにヒメアはふふふと笑った。《毒まじゆつ》を入れながら、彼女は笑った。
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　それでも不安は、いくつも心の中に浮うかんでくる。大兎の本当の気持ちを聞いていないから。


　遥ちゃんのことを、どう思ってるのか、聞いていないから。


　でもそんなこと聞けるはずがなかった。怖くて聞けるはずがなかった。だから彼女は、必死に大兎にしがみついて、彼の中に《毒まじゆつ》を入れた。そうしていれば。ぴったりと離れないでいれば、もしかしたら全部、うまくいくんじゃないかって、そう思ったから。


　とそこで、彼女の視界に突然、黒守が現れる。


　黒守は小さなナイフを持っている。そのナイフには護ご符ふが巻かれている。


　一目見て、それがまずいものだとわかる。


　凶剣スペル・エラーを見たときにも感じた、異様な雰ふん囲い気きを感じる。そして黒守はそのナイフを持って、大兎に襲おそいかかろうとしていて。


　しかもその動きは、速い。異常に速い。ヒメアが悲鳴を上げようとする。大兎に、よけて、と、声を上げようとする。


　しかしその声が上がる前に黒守のナイフが、大兎の背中に、


「…………」


　しかし、刺ささらなかった。


　大兎はヒメアを抱いたまま振り返り、黒守の腕うでをつかむ。


　その動きが、ヒメアには見えなかった。


　そして半はん眼がんで黒守を見上げ、彼は言った。


「遅おせぇよ」


　それに黒守が、苦しげな顔で大兎を見下ろし、


「……ああ、なるほど。まともに戻っ……」


　が、大兎は全部言わせない。


　黒守の手首を、引きちぎってしまう。


「ぐぁ」


　と、黒守はうめく。腕を押さえ、後ろに下がる。


　だが大兎はそれに、


「実体じゃねぇんだろ？　痛そうなふりするな」


　すると黒守は笑えみを浮かべ、


「……あれあれ、それもバレちゃいます？　ずいぶんと強くなりましたねぇ。まるで化け物だ」


「あんたらがやったことだろ」


「そーなんですけど……でも、得たものより、失ったもののほうが多いなぁ。これじゃ、《軍》の力が大おお幅はばに……」


　が、それを遮って大兎は言う。


「知らねぇよ。自じ業ごう自じ得とくじゃねぇの？　おまえら、ひどいことばっかりやってたんだろ？」


「…………」


「で、どうする？　《軍》の仇あだ討うちでもやるか？　やるってんなら、相手になるよ、黒守先生」


　と、大兎は言う。


　それに黒守は肩かたをすくめ、


「正気に戻ったのなら、戦う理由がありません。おかえりなさい、鉄君──」


　そう言ってから、周囲を見回す。そして、


「しかし、これは困ったな。再起が大変だ。とりあえず生徒会室に戻りましょうか」


　と言って、勝手に踵きびすを返して、こちらに背を向ける。本当に、正気に戻った大兎とは戦う気がないようだった。


　その黒守の背中を大兎はしばらく見つめ、


「……《軍》はこれで、なくなったのかね」


　なんてことを言った。


　だが、ヒメアはそれに、答えない。途と中ちゆうで中断してしまっていた《毒まじゆつ》を再さい構こう築ちくして、もう一度彼に入れる。


　彼の、気が変わる前に。


　彼が、私のことを嫌きらいになる前に。


　もしこれが夢なら、その夢が、醒さめてしまう前に。


　そして《毒まじゆつ》のすべてを、入れ終わる。


　それに大兎は敏びん感かんに気づく。


「終わった？」


　と、また聞いてくる。


　彼はもう、以前の彼とは、違ちがうようだった。体の中に《天てん魔ま》と、《月の裏側の神》を取り込んでしまって、少し、性格が変わってしまったようだった。


　でも。


　と、彼女は体を少しだけ離し、大兎の顔を見上げる。


　その彼の顔はいまも、優やさしい。それどころか少し、照れたような顔で、


「……あの、もしかしてこの契けい約やくさ、昔と同じで、あの言葉言わないと、成立しないの？」


　なんて聞いてきて、それにヒメアは微笑ほほえむ。


「そうだよ」


「えー、恥はずかしいな」


「なんでー。さっきいっぱい、好きって言ってくれたのに」


「いやでも、さっきはほら、切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようだったから。改めて言えって言われるとねぇ」


　と、大兎はおどけたような口調で言う。


　それからこちらを見つめ、


「じゃ、やろか」


　と、言う。


　それにヒメアはうなずく。


　そして、言った。


　魔法が成立するための、言葉を言った。


「大兎」


「うん」


「……これであなたは、私の僕しもべ。私の護ご衛えい。私の、愛いとしい人よ。愛してるわ、大兎」


　それに大兎は、うなずく。そして、言う。


「俺も愛してるよ、ヒメア」


　それで、魔ま術じゆつはかかった。


　二人の間に、契約が交かわされた。


　そしてその、言葉に、


「……うう」


　彼女はそんな声を漏もらす。


　それに大兎は首を傾かしげ、


「どした？」


　なんて聞いてきて、ヒメアは言った。


「また、泣きそうなの」


「えー、俺のせい？」


「そう。だから、責任取ってね」


「え、なんかそれ、重いなぁ」


「う、嫌い？」


　と、ヒメアが怯おびえるような顔になって言うと、大兎はそれに笑って、


「冗じよう談だん」


「嫌～い」


　と、彼女はそのまま彼に抱き着いた。その体を、彼は抱いてくれる。強く抱いてくれる。


　そしてそのまま、彼はなにかを見ているようだった。


　遠くを見ているようだった。


　でも、なにを見ているのか、彼女は聞かない。


　いま、この瞬間が幸せなら、それでいいやと思ったから。


　もしこれが夢だったり、幻げん覚かくだったりしたなら、もう、その夢から醒めないでいいや、と、そう思ったから。


　だが、それは夢じゃなかった。


　大兎は、強く彼女を抱いてくれていて。


　そして彼は、言った。


　まるでなにかを読むように。


　この、世界全体を覆おおっている呪のろわれた文字を読むかのように、





「……さて、預言を回かい避ひしないとな」





　そう、呟つぶやいた。


















　　　エピローグ　夜を切り裂く剣つるぎ──










　もう、夏休みの最中なのだという。


　自分が意識を失ってから、どれくらい経過したのか、その感覚はなかったのだが、しかしいまはもう、八月を十日も過ぎてしまっているのだという。


　それに大たい兎とは、


「……俺、宿題とかなにが出てるのかも知らないんだけど、大だい丈じよう夫ぶなのかね」


　なんて呟つぶやいて、一人、廊ろう下かを歩く。


　夏休み中の学校は、とても静かだった。


　ほとんどの教室の明かりが消えていて、たまに教室の中から声が聞こえても、それは部活でやってきた数人の生徒が帰り仕じ度たくをしているところで。


　時刻は五時過ぎ。


　まだ陽ひは落ちていない。それを見て本当に、夏なんだな、と感じる。


　そのまま彼は静かな学校の、廊下を歩く。そして一年三組の教室へと向かう。


　教室に入ると、やはり誰だれもいない。


　当然だ。いまは夏休みなのだ。


「俺は全然休んでないけど」


　なんて笑って、彼は自分の机に向かう。自分の机には、教科書やらなにやらが詰つまっている。本当なら休み前に教科書を持って帰らなきゃいけないのだが、とにかく期末試験が終わってすぐ強化合宿へと連れ去られ、さらにそこで、彼は壊こわされてしまった。


　そして妙みような化ばけ物ものを二匹ひきも入れられて、おかしくされてしまった。


　だから、教科書は机に入ったままで、それを彼は取り出す。そして持ってきた鞄かばんに詰めていく。そんな動作だけでも、うっすらと汗あせばむ。いまは夏で、教室には冷れい房ぼうがついていない。


　それに彼は、暑いな、と呟いてから、顔を上げる。


　そして、隣となりの机へと、一いつ瞬しゆんだけ目を向ける。


　遥はるかの机だ。


　時雨しぐれ遥の机。


　それを彼は見る。少しだけ、目を細める。


　そして、


「……預よ言げんでは」


　と、呟く。


　だが、それ以上はもう言わない。


　彼は独ひとり、苦く笑しようして、教科書を入れ終わった鞄を肩かたにかける。


　そして一度、家に帰ることにする。


　本当に、かなり長い間家をあけてしまったのだ。


　家族を安心させるために、帰る必要がある。


　ただ、それにも少しだけ不安になる。


　自分の中にはまだ、化物が残っていて、もう自分は人間じゃないのだ。この世界とは少し、いやかなり、乖かい離りし始めているのだ。


　そんな自分を、家族は、家族だと思ってくれるだろうか？


　そんなことを思う。


「……そういや全教科赤点とかいう異次元な答とう案あんもまだ見せてねーし。怒おこられっかなぁ」


　なんて、彼は笑う。


　そして教室を出る。


　廊下には数人の生徒たちがいた。


　普ふ通つうの生徒たちだ。


　なにがそんなに楽しいのか、嬉うれしそうに笑っていて、大兎も少し、嬉しい気分になる。


　それから歩きだす。


　途と中ちゆうでふと気づいて、鞄の中から携けい帯たいを取り出す。


　それは実験のときに、《軍》に取りあげられていたものだ。さっき黒くろ守すが返してくれた。その、携帯を取り出して、落ちていた電源を入れる。


　するとその途と端たんに、いくつもの届いていなかったメールが受信される。


　メールは全部で三十件近くきていた。


　母親や、父親。妹。友達。


　でも一番多かったのは、遥だ。


　遥が言う。


「大兎大だい丈じよう夫ぶー？」


「大兎、なんか大変なことになってない？」


「あの、忙いそがしいのかな」


「忙しいなら返事いいからね」


「何度もメールして、ごめんね」


「あの……なんでもないんだけどね、今日ね、友達とワンピース買ってね。すっごくかわいいから、明日あした見せにいっていいかなって」


　そのメールを見て、大兎は微笑ほほえむ。


　携帯を閉じる。


　それからまた、歩き始める。


　そして、家に帰る前に一度、遥の家に寄ろうと思う。


　彼女にも、心配をかけてしまった。


　まず、それを謝あやまらないと、と、思う。


　そして話すのだ。


　それはヒメアのこと。


　それは遥のこと。


　それは自分のこと。


　そして、預言のこと。


　彼女ももう、巻き込まれてしまっている。いや、最初からずっと、巻き込まれてしまっていたのだ。


　だから。


「…………」


　とそこで、廊下の先で、セーラー服を着た美少女が待っている。


　ヒメアだ。


　彼女は退たい屈くつそうに、壁かべに背中をあずけて待っている。


　それからこちらを向く。彼女はやはり、寂さみしげな顔をしている。


　それに大兎は微笑みかけて、


「いこうか」


　と、言う。


　それに彼女は言う。


「どこに？」


「学校の外に」


「え、でも、私は危ないから学校の外には出ちゃだめだって……」


　が、それを遮さえぎって彼は言う。


「俺が守るよ。それに、《軍》はもうない。この学校にはもう、結界は張られてない。ヒメアもそれは……」


「気づいている」


「なら、俺と一いつ緒しよにいこう」


　するとそれに、彼女は嬉しそうに笑って、


「デート？」


　と言ってくるから、大兎はすまなさそうに笑ってから、首を振ふる。


　するとヒメアが、


「じゃあ、どこ？」


　と、聞いてくる。


　それに彼は答えた。


　彼女を見つめて、


「遥の家にいく」


　と、そう言った。







　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆







　生徒会室にはいま、月げつ光こうしかいなかった。


　セルジュやハスガは自分の寝ね床どこに戻もどり、泉いずみは家に帰った。


　美み雷らいにはコンビニに夕ゆう飯はんを買いにいかせた。


　だから彼はいま、一人だった。


「…………」


　一人で、夜の学校の中にいる。


　時刻は夜、七時。


　夏休み中は学校が閉じるのが早いので、もう、校門も閉まるはずだ。


　まだ、この学校が機能していれば、だが。


　と、彼は生徒会室の机の、いつもの位置に座すわって、思う。


　するとそれに、


「ねぇ月光」


　という声がした。


　それは《聖地》の声だった。


　彼が契けい約やくした、この、《聖地》を司つかさどる女の声。


　その声のほうへ、目を上げる。するといつの間にかそいつは姿を現している。


　そこにいたのは、ガキだった。十一、二歳に見える、少女。表情の乏とぼしい顔に、膝ひざまである、真まっ直すぐな長い髪かみ。黒い、着物のような服。それとは対たい照しよう的な、真っ白い肌はだ。


　リィル・リィルというのが、そいつの名前だった。
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　十八歳になるまでの三年間、月光以外に《聖地》を使わせない、という契約をした、魔ま女じよ。


　この、《聖地》を司る者だ。


　そのリィルが言う。


「《軍》が壊れた」


　それに月光は、彼女を見つめ、言った。


「俺が壊した」


「なぜ？」


「むかつくからだ」


「そう。《軍》を壊したのは、あなたが初めて」


　それに月光はうんざりしたように、言う。


「それは褒ほめ言こと葉ばか？」


　すると彼女は笑う。


「ええ。あなたのような無む謀ぼうな人は初めて」


「で、それを言うために、わざわざ現れた？　俺のことが嫌きらいだったんじゃないのか？」


「別に嫌いじゃない。どうも思ってないだけ」


「なら、なぜ現れた」


　それにリィルが言う。


「風向きが変わったから」


「なんのだ？」


「もしかしたら、分ぶん岐きしたのかもしれない」


「だから、なんの話だ？」


　しかし、リィルは説明しないまま、こちらを見つめ、


「もしかしたらあなたが、預言を引っ張ぱるのかしら。それともあの、兎うさぎ？」


　それに月光は机の上にあった、カップを投げつける。


　といってもカップは、リィルが生みだした次元の歪ゆがみに消えてしまうが。


　リィルがそれに、言う。


「乱暴な人は嫌い」


「俺もおまえが嫌いだ。鬱うつ陶とうしい独ひとり語りはやめて、人語で話せ」


　と、言う。


　それに彼女は、こちらをしばらく見つめたまま、しかし、消えてしまう。


　月光はそれをにらみ、


「クソ魔女が」


　と呟つぶやく。


　彼は苛いらついていた。いや、ここのところずっと苛ついていた。


　結局は、なにも出来なかったからだ。彼の力はいまだに足りず、ただ、流されただけだったから。


　預言？


　分岐？


　その、意味がわからない。


　いや、預言というのは、どこかで聞いたことがあるような気がするのだが。


　たぶんそれは、遠い昔の記き憶おくだ。まだ、子供のころの記憶。隣となりに、弟が──日向ひなたがいたころの記憶。


　だが、忘れてしまった。なぜか忘れてしまった。だがそれはおそらく、重要なことのはずだった。日向が関かかわっているのならそれは、重要な記憶のはずだった。


　しかしそれすら、彼は知らない。


　それに、うんざりした気分で彼は顔をしかめる。


　するとそこで、背はい後ごから声がする。


「いま、誰だれと話してたんだい？」


　なんて、声がかかる。


　黒守の声だ。


　それに月光は振り返らないまま、


「この生徒会の会長だったんなら、おまえも話したことがあるだろう？」


　と言うと、黒守は答えた。


「リィルか？」


「そうだ」


「彼女は元気かい？」


「不ふ機き嫌げんそうだ」


「ははは、君は嫌われ……」


　が、その言葉を遮って、


「なんの用だ。《軍》は壊こわれた。だからおまえはもう、《軍》の犬じゃない。なら、どこの所属として、ここにいる？　おまえじゃもう、この《聖地》は使えないぞ」


　そう、月光は言った。


　するとそれに、黒守が聞いてくる。


「君のほうこそ、なぜここに残る。もう《軍》のサポートはない。なのに、なぜここにいる？」


　それに月光は答えた。


「この生徒会は、俺のものだからな」


「は、仲間を守るため？」


「馬ば鹿かな奴ど隷れいどもをこき使うためだ」


「ははは」


　と、黒守は笑う。


　それから少し黙だまる。


　そして、


「僕がいればたぶん、《軍》は復ふつ興こうできる。というかそもそも、《軍》は僕が作ったものなんだけどね」


　なんてことを言って。


　それに月光は、振り返って黒守をにらんだ。


「どういう意味だ」


「言った通りだよ。《軍》は僕が作った。たぶん、君と出会うために、僕はこの組織を作ったんだと思う」


「言ってる意味がわから……」


「それを説明するから、少し黙れよ」


「…………」


「といって、なにから説明すればいいかな……いろいろとたくさん、僕も抱かかえててね、大変なんだけど……でも」


　そんなふうにもったいぶってから、黒守は言った。


　月光のほうを見て、


「今度は君が、《軍》を作るんだ」


　なんてことを言ってきて、それに月光は聞き返した。


「《軍》を？」


「ああ」


「《軍》はいったい、なんのための組織だったんだ？」


　そう聞くと、黒守は微笑ほほえんだ。そしてもう、真っ暗になってしまっている窓の外へと目を向けて、


「この世界を覆おおってる、黒い文字が見えるかい？」


　などと言う。


　それに月光も、窓の外へと目を向けて、答えた。


「いいや」


「じゃあまずそれを見よう。いや、君は一度見てるらしいんだけど……」


　しかしそれに、月光は顔をしかめて言う。もう一度黒守のほうを向き、


「分かる言葉で話せ。馬鹿語につき合うのはもう、飽あきた」


　そう言うと、黒守は言葉を止める。


　そしてまた、こちらを見つめ、


「預言では世界が、六年後のいまごろ消えることになっていた。だが分岐した。その分岐を作ったのが君なのか、鉄くろがね君なのか、それはわからない。だが、分岐した。で、そちらのシナリオでは来月、すべてが消える」


　などと、およそ信じられない、馬鹿げた発言をする。


　だが、黒守は続けた。馬鹿げた世よ迷まいごとを、真ま顔がおで続けてくる。


「はっきり言えば、僕はその、どちらでもいいと思ってる。預言通りなら、来月か、六年後か、時間が少し変わるだけだ。だが、それを防ぎたいと思った。全部が預言の通りで、なにもかもが誰かの、掌てのひらの上なのはむかつくからね。だからそれを変えたいと思ったんだ。そしてそのために《軍》を作ったんだけど……それを今度は、君に引き継ついで欲しい」


　そんなことを、言う。


「君に、運命を切り裂さいて欲しい」


　そんなことを、言う。


「だから君にすべてを話そうと思う。僕の、すべてを」


　それに月光は、言った。他人に話せば、狂きよう人じんだと思われてしまいそうな馬鹿げた話をする、黒守を見上げ、


「おまえの話など、興きよう味みないな」


　と言った。


　すると黒守が言う。まるでこちらの興味を引こうとするかのように、


「……日向君も、君に期待……」


　が、最後まで言わせない。月光は腰こしの剣けんを抜ぬき、それを黒守に向かって放つ。さっきよりも速く。さっき、黒守に見せたのよりも速く、剣を突つきだす。


　すると剣が黒守の胸に刺ささる。黒守は反応できなかった。


　彼はただ、驚おどろいたような顔でこちらを見て、


「…………」


　しかし、なにも言わない。


　いや、声を消すよう、凶剣スペル・エラーに命じたのだ。


　そして月光は言った。


　黒守を見つめ、


「おまえの話など、興味はない。日向の話もだ。預言？　シナリオ？　知るか。俺は俺が決めた道を進む。すべては俺の掌で回す。だからおまえも覚えておけ。俺が進む道は、全部俺が決める。もし俺になにかして欲しければ、泣いて頼たのめよ。じゃなきゃ《軍》と同じように、おまえも壊すぞ？」


　と、言った。


　そして剣を引き抜いた。


　黒守に傷はない。傷をつけないよう、剣に命じたからだ。


　それに、黒守がこちらを見つめ、


「……預言を一度でも見たことがあって、それでも君は、そんな言葉を吐はけるのか……そりゃ、日向君が君に憧あこがれるわけだ……」


　なんてことを言う。


　それから黒守は、ひどく弱気な顔で、


「じゃあ、頼むよ」


　と、言った。


「助けてくれ」


　そう頼んできた。


「君の力を借りたい」


　その言葉に、


「いいだろう。俺が進む道の伴ともに、おまえもくわえてやる」


　そう言ってから、月光はもう一度、窓の外を見た。


　するとやはり、窓の外は暗い。


　今日は月も出ていない。


　その闇やみの中に、月光にも見えたような気がした。


　それは暗闇を装よそおって流れる、黒い文字。


　世界を覆う、黒い預言。


　その、闇を切り裂くように彼は剣を振ふるい、


「…………」


　そしてその剣を、腰に収めた。















あとがき







　そんなわけでお久しぶりです。


『いつ天』は連続刊行が多かったので、これくらい時間があくとお久しぶりな感じするねー。


『紅くれない月げつ光こうの生徒会室１』からだと、三か月。


　もの凄すごい引きで終わった長編５巻からだとなんと、ええと、半年以上あいてる？　でも、６巻はこんな感じです。


　ついに主人公が表紙を占せん拠きよした！　そして全体の話の筋が全部見えてきた！


　と、かなり盛りあがっていると思っているのですがいかがでしょうか～？


　さて、作品の話は小説のほうへ任せるとして、ええと、今回はなんとあとがきスペース、３ページしかないんです。なのでさくさくいろんな話題をします。


　えーと、近きん況きよう１。


　忙いそがしい！　忙しいよ！


　近況２。


　忙し……（それは１で言った）


　近況３。


　近況１、２を踏まえて、海かい外がい逃とう亡ぼうのためにパスポートを取りました。これで心だけはワールドワイドになり、次回くらいから小説は英語で書かれ、さらに次の作品のあとがきではハーイ、ディスイズアペンとか書かれていること間違いなしです。


　でも『いつ天』の美少女担当キャサリンが、


「どこにいっても大丈夫ですよ～☆　いまはメールがありますから、世界のどこへでもシメキリシメキリと呪のろいのメールを送り続けられます☆」


　とか言ってきました。世界を股またにかけて呪いを送れる女『キャサリン』の呪いで、十年パスポートが白紙のまま終わる可能性もあります。どうしよう!?


　でも冗談はさておき、イラストの榎か宮みやさんは徹夜で仕事しまくって、終わった──と家を出てふらふらしてるうちに急に思いついてそのまま海外にいっちゃったりするような豪ごう快かいエピソードを持っているので、気の持ちようだよねぇ。よし、７巻は海外で書いてみようかな！（無理）。でも今度榎宮さんにいろいろ聞いてみよかなーと思います。


　とりあえず、海外の楽器屋さんにいくのが夢です。


　あ、違った。ほんとの夢は、シメキリのない世界に……


「そんなのありません☆」


　ううう──と、そんなこんなを書いているともう、ほんとにページ数が少ないので、そろそろ言わなきゃいけない告知へまいりまーす。


　ついにあれです。ドラゴンエイジに連載されていた『いつ天』コミックス１巻が、来月６月９日に発売になりまーす。ほいでもって、それにあわせてこの本、『いつ天６』と、『コミックいつ天１巻』、両方買うとなんかいろいろ応募できちゃうよーキャンペーンがあるそうです。いまの段階では僕はそれがどんなキャンペーンなのかは知らされてないのですが、詳細はこの本の帯でチェックしてみてください！


　さーらーに、前回のドラマＣＤがみなさんのおかげで好評でして、第二弾を作っていただけることになりました！　みんなやったねー！　そんなわけで、夏！　ドラマＣＤ２枚目発売するそうです！　みなさんドラマガとかチェックよろしくお願いします！


　ってなわけでページ数がやばいです。ええと、なので今回はこれまでです。次にお会いするのは、来月の『大伝説の勇者の伝説８』ですね。こちらはついにアニメ放映直前です！　アニメの出来がものすごくいいので、ぜひぜひそちらもチェックしてみてください。ほいじゃーまた来月！
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